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小
説
家
と
し
て
の
賀
川
豊
彦

ー
ー
！
『
死
線
を
越
え
て
』

は
じ
め
に

を
中
心
に
｜
｜
｜

荻

キす

成

昭

一
九
一
四
（
大
正
一
二
）
年
に
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
及
び
神
学
校
に
入
学
の

た
め
に
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
事
業
、
労
働
運
動
を
垣
間
見
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
労
働
者
の
デ
モ
行
進
に
遭
遇
、
ま
た
ユ
タ
州
で
書
記
と
し
て
小
作

人
組
合
の
運
動
を
直
接
指
導
し
、
そ
の
経
験
か
ら
労
働
運
動
の
必
要
を
痛
感
し

た
二
九
一
五
年
に
は
貧
民
窟
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
『
貧
民
心
理
の
研
究
』
を

出
版
す
る
。
賀
川
は
一
七
年
に
帰
国
す
る
と
ふ
た
た
び
葺
合
の
貧
民
窟
に
入
り
、

米
国
留
学
中
の
体
験
か
ら
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
労
働
組
合
運
動

を
重
要
視
し
て
い
た
賀
川
は
鈴
木
文
治
率
い
る
友
愛
会
と
接
触
し
、
一
九
一
九

（
大
正
八
年
）
に
友
愛
会
関
西
労
働
同
盟
会
を
結
成
、
理
事
長
と
な
っ
た
。
賀
川

は
二
一
二
年
の
関
東
大
震
災
救
済
の
た
め
に
東
京
へ
移
住
す
る
ま
で
、
神
戸
葺
合

の
貧
民
窟
を
拠
点
と
し
、
友
愛
会
、
神
戸
市
連
合
会
の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど

様
々
な
労
働
運
動
に
参
加
し
た
。

一
九
二
O

（
大
正
九
）
年
に
は
自
伝
的
小
説
『
死
線
を
越
え
て
』
を
発
表
し

た
。
『
死
線
を
越
え
て
』
は
賀
川
の
自
伝
的
小
説
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
明
治

学
院
に
通
う
新
見
栄
一
は
周
囲
の
救
済
の
た
め
に
困
窮
し
学
費
を
払
う
こ
と
が

難
し
く
な
り
、
学
校
を
や
め
徳
島
の
父
の
元
へ
と
帰
り
学
校
の
教
師
を
す
る
な

ど
し
て
生
活
を
す
る
。
彼
は
友
人
や
家
族
と
の
関
わ
り
な
ど
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

賀
川
豊
彦
（
一
八
八
八
i

一
九
六
O
）
は
社
会
運
動
や
執
筆
活
動
な
ど
幅
広

い
範
囲
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
じ
め
に
、
賀
川
豊
彦
が
ど
の
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
研
究
の
中
で
扱
う
『
死
線
を
越
え
て
』

が
ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
た
い
。

賀
川
は
一
八
八
八
年
七
月
一
O
日
、
神
戸
市
兵
庫
島
上
町
で
生
ま
れ
た
。
父

は
回
漕
業
者
の
賀
川
純
一
。
母
は
芸
者
の
菅
生
か
め
で
あ
る
。

彼
は
徳
島
県
板
野
郡
堀
江
村
の
第
二
堀
江
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
、
進
学
し

た
県
立
徳
島
中
学
校
の
在
学
中
（
一
九
O
四
年
）
に
宣
教
師
の
z
・
？
マ
ヤ
ス

博
士
よ
り
洗
礼
を
受
け
る
。
そ
の
後
明
治
学
院
高
等
部
に
進
学
、
二
年
修
了
時

に
神
戸
神
学
校
へ
と
転
校
し
、
小
説
「
鳩
の
真
似
」
（
後
の
『
死
線
を
越
え
て
』
）

の
執
筆
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
賀
川
は
自
伝
的
小
説
『
死
線
を
越
え
て
』
を
発

表
す
る
以
前
か
ら
、
神
戸
市
葺
合
新
川
で
の
路
傍
伝
授
を
始
め
て
い
る
。
一
九

O
九
（
明
治
四
二
）
年
、
二
一
歳
の
と
き
か
ら
神
戸
葺
合
の
貧
民
窟
に
住
み
込

み
、
二
二
年
（
大
正
二
）
に
は
る
と
結
婚
。
と
も
に
貧
民
窟
の
救
済
に
当
た
っ

た
。
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な
精
神
の
遍
歴
を
経
て
神
戸
の
貧
民
窟
に
入
り
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
、
労
働
争

議
に
献
身
す
る
な
ど
し
貧
民
の
救
済
に
尽
力
す
る
、
と
い
う
も
の
で
、
主
人
公

が
明
治
学
院
に
通
っ
て
い
る
、
神
戸
の
貧
民
窟
に
入
る
な
ど
賀
川
自
身
の
体
験

を
元
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

『
死
線
を
越
え
て
』
は
、
後
半
を
加
え
て
一O
月
改
造
社
か
ら
刊
行
さ
れ
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。
主
人
公
、
新
見
栄
一
の
人
物
像
は
賀
川
自
身
を
思
わ
せ

る
。
本
作
は
彼
の
半
生
記
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会
主
義
の
立
場
か
ら
現
実
の

社
会
主
義
を
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
形
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

「
繁
明
を
呼
び
醒
ま
せ
」
（
第
一
書
房
、
一
九
三
二
）
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
『
死
線
を
越
え
て
』
を
書
い
た
動
機
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

「
私
は
貧
民
窟
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
二
年
経
ち
ま
し
た
。
二
二
年

目
に
改
造
社
の
山
本
実
彦
志
賀
、
貧
民
窟
の
私
の
事
務
所
に
や
っ
て
来
て
、

そ
の
小
説
を
出
さ
う
ぢ
ゃ
な
い
か
、
と
云
は
れ
た
の
で
、
私
は
、
『
死
線
を
越

え
て
』
上
巻
の
約
一
二
分
の
一
を
新
し
く
書
き
加
へ
た
の
で
し
た
。
そ
の
時
に
、

前
の
三
分
の
二
の
文
章
が
あ
ま
り
ご
た
ご
た
し
て
ゐ
て
拙
い
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
妙
な
も
の
で
、
一
つ
直
さ
う
と
思
へ
ば
、
全
部
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
し
、
一
二
年
後
の
私
の
筆
は
、
よ
ほ
ど
昔
よ
り
は
上
手
に
な
っ
て

ゐ
る
や
う
で
し
た
け
れ
ど
も
、
何
だ
か
血
を
略
い
た
頃
に
書
い
た
物
は
、
ほ

ん
と
に
厳
粛
で
、
そ
の
頃
の
私
の
気
持
が
最
も
真
面
目
に
出
て
ゐ
た
も
の
で

す
か
ら
、
私
は
文
章
よ
り
か
気
持
を
取
り
た
い
と
思
っ
て
文
章
の
拙
い
こ
と

を
全
く
見
逃
す
こ
と
に
し
て
、
厳
粛
な
血
を
略
い
た
時
の
気
持
を
全
部
保
存

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
『
死
線
を
越
え
て
』
上
巻
の
前

半
に
実
に
ご
つ
ご
つ
し
た
所
も
あ
り
ま
す
が
、
加
筆
を
許
さ
な
い
強
い
調
子

が
残
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
り
ま
す
。
」

こ
こ
に
、
一
九

O
八
（
明
治
四
一
）
年
の
時
点
で
書
か
れ
た
部
分
は
三
分
の

二
で
、
残
り
の
三
一
分
の
一
、
二
二
章
以
降
は
一
二
年
後
に
新
た
に
書
き
加
え
ら

れ
た
部
分
で
あ
る
と
言
う
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
初
め
の
三
分
の
二
は
一
九

O
八
年
に
書
か
れ
た
も
の
そ
の
ま
ま
で
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

『
死
線
を
越
え
て
』
は
、
賀
川
豊
彦
の
自
己
の
形
成
の
過
程
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
作
品
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
二
O
O
九
（
平
成
二
二
年
九
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ノ
ー
ベ
ル
財
団

が
ホ
l

ム
ベ
l

ジ
上
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
（1

一
九
五O
年
分
ま
で
）
と
平
和
賞

（1

一
九
五
六
年
分
ま
で
）
の
英
語
版
で
の
候
補
者
リ
ス
ト
を
公
開
し
、
賀
川
豊

彦
が
戦
後
開
も
な
い
一
九
四
七
、
四
八
年
に
二
年
連
続
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候

補
に
、
一
九
五
四
1

五
六
年
の
三
年
連
続
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
は
、
一
九
六
八

年
の
川
端
康
成
、
九
四
年
の
大
江
健
三
郎
が
お
り
、
賀
川
は
こ
れ
ら
の
受
賞
者

よ
り
も
二
O
年
以
上
も
前
に
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
賀
川
は
欧
米

で
も
知
名
度
が
高
く
、
『
死
線
を
越
え
て
』
な
ど
の
小
説
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に

翻
訳
も
さ
れ
て
い
た
。

つ
臼

『
死
線
を
越
え
て
』
発
表
当
時
の
評
価

大
正
の
半
ば
に
発
表
さ
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
死
線
を
越
え
て
』
に

は
、
発
表
当
時
に
文
芸
に
関
わ
っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
書
い
た
論
評
が

残
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
に
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の

か
『
文
義
時
評
大
系
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九O
七
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
評
価



を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賀
川
豊
彦
の
『
死
線
を
越
え
て
』
が
当
時
の
文

壇
に
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。

円
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著者

江口奨

評価まとめ

新年の創作評·（3）寸工口実『時事新報』

1987（明治 20）年 7 月 20 日に東京麹｜大正 9 年 1 月 8 日

町で生まれ、 1975（昭和 50）年 1 月 1s I 「死線を越えて（賀川豊彦氏 改造）

日に亡くなった小説家。 を読んで、私は賀川氏が遂に芸術家で

1917 （大正 6）年 8 月 6 日には処女！ないと言う事が好く解ったO 如何に深

短編集『赤い矢帆』を刊行し、つづい｜刻な或いは悲痛な体験が若しそれが芸

て 10 月に『労働者誘拐』を刊行した。｜術家の手をくぐらなければ、遂に何等

1920年 12月に日本社会主義同盟が｜の芸術的効果をも生み得ないそれはこ

結成されると数少ない文壇人の一人｜の一篇が凡てを証明して余りある。 J

として参加したが、この前後からアナ｜ 「賀川氏は矢張実行家であって、芸術

ーキズムに心を寄せるようになる。 ｜家ではないらしい。」

『文義時評大系 8 ・ 13b』

太田善男 ｜初春の文壇（一）太田善男『読売新聞』大

1880（明治 13）年 10 月生まれの評論｜正 9 年 1 月 1 日

家。 1904 年に小山内薫や川田順、武｜ 「人聞を創り上げると言ふとは、大な

林夢想庵らと「七人j を創刊。翌年に｜る芸術である。吾々の環境を改造する

は東大英文科卒業すると博文館に勤｜ことも、それによって是迄圧抑されて

め『文学概論』（博文館 1906 ・ 9）出｜ゐた人間性を解放して、自由な人格の

版。 1910 年に退職すると「朝日文芸J I 発展を得しむると能きるが為に意義が

欄などに反自然主義の評論をつぎつ｜あるのであって、一切の社会運動は即

ぎと載せる。東京外語講師等を経て、｜ち、此の人間と言ふ偉大な芸術を捺へ

ふたたび 1918 （大正 7）年ごろから｜る一段階であると考えるべきである。」

新古典主義の評論を多く喜く。 I 「「死線を越えてJ は芸術として完成品

宮島新三郎

であるかどうかは別として、一個の人

間的記録として極めて意義のある者で

あると思ふ。 j

『文義時評大系 8 ・ 23c』

新春文壇の印象宮島新三郎『国民新

1892（明治 25）年 1 月 28 日に埼玉で生｜聞』大lE 9 年 1 月 2 日

まれ、 1934（昭和 9）年 2 月 27 日まで｜ 「改造」は総頁数四O六頁中、「新年号

を生きた評論家、英文学者で、早大英 l 創作大附録」が二一六頁、これに露伴

文科を卒業した。文芸評論でみとめら｜道人の「道路j 以下賀川豊彦の「死線

れ「早稲田文学」の同人となった。『芸｜を越えて」の頁数を加へると二七九頁。

術改造の序曲』（1925 年刊）、『現代文｜『文整時評大系 8 ・ 37a』

芸思潮概説』（1931 年刊）のほか近代
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文学研究として『明治文学十二講』

(1925 年刊）、『大正文学十四議』

(1926 年刊）などがある。

有馬尼亭 新春の文壇（四）有馬尼亭『やまと新聞』

不明 大正 9 年 1 月 9 日

「賀川豊彦氏の死線を越えては六百枚

の小説ださうで今月発表されたのはそ

の五分のーに過ぎない。けれど自分は

一息に読んだ。」「ただ一つの欠点は心

理の描写が少々大ざっぱで時とすると

概念的伝習的の不用意な文句が出てく

ることだが、それらの欠点があるにし

ても兎に角襟を正して一読する値打ち

がある。 J

『文義時評大系 8 ・ 55b』

中村星湖 二月の創作と評論【四】中村星湖『読

1884（明治 17）年 2 月 21 日～1974（昭 売新聞』大正 9年 2 月 9 日

和 49）年 4 月 13 日）に生きた小説家、 「賀川豊彦氏の『死線を越えて』（改造）

評論家、翻訳家。山梨県南都留郡河口 といふのを読んだ。「社会小説J と断つ

村に生れ、甲府中を経て明治 36 年に であるのは、編集者の細工かも知れぬ

早大予科入学、翌年英文科に進む。は が、ああいふのが社会小説だとすると、

じめは泉鏡花を崇拝し、鏡花や国木田 社会小説ほど下らない物はないやうに

独歩ふうの処女作『盲巡礼』（1906) 思、ふ。幼稚で、蕪雑で低級である。」

は懸賞当選小説となる。元来ロマンテ 『文義時評大系 8 ・ 138a』

イックでまた主観的な個性を矯めて、

自然主義文学運動の推進者の一人と

なった彼は、小説とは忠実な人間記録

なりとの主張を保持した。しかし大正

期には次第に理想主義の影響をうけ、

平凡で陰穆な現実の中に調和と建設

を求める方向に推移して行った。

坂谷治平 八月の創作及評論（六）板谷治平『やまと

不明 新聞』大正 10 年 8 月 13 日

「私は「死線を越えてJ を歓迎した日

本の読者階級を、強ち盲目だとか新ら

しいもの好きだとか言ひ得ないと恩

ふ。」「フヤケた文壇を何うにかする為

めには、」「文壇に無名な新人をどんど
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柴田勝衛

ん送り出す事が近道だと思ふ。」

『文義時評大系 9 ・ 401a』

今年の分題を顧みて柴田勝衛『新文

1888（明治 21）年 6 月 4 日～1971（昭和｜壇』大lE 10 年 12 月 1 日

46）年 1 月 16 日に生きた評論家、新聞｜長編小説の続出

記者。仙台生まれで、 1909 （明治 42) I orかの賀川豊彦氏の「死線を越えて」」
年に青山学院高等科を卒業し、時事新｜ 「の如き長編が続出して、而かも何万

報記者となる。大正 8年には読売新聞｜部といふ需要を充たした所以のもの

社に入り、のちに編集局長となる。大｜は、たんにこれを広告や商略の巧さに

正中期に「新文壇J などで文芸評論に｜帰して仕舞ふ以外に、今年の文壇を反

携わる他、北欧文学の研究、ジャーナ｜省さす可き、もっと深い根拠があるや

リズムの研究に従事した。

宮島新三郎

前述の通り。

うに思はれる。」

『文萎時評大系 9 ・ 523a』

創作界の傾向及事件 宮島新三郎『早

稲田文学』大正 10 年 12 月 1 日

（五）長編小説の流行

「今日の文壇は差当り長編小説の全盛

期とでも言はるべきであらう。」「七月

の新文学に掲載された柴田勝衛氏の

『長編小説の全盛期』なる論文の一部」

には「然らばこの長編流行の機運を打

開した現代作家の創作的衝動の内容は

果してどんなものか。……私は今これ

を一口に現代作家の社会的意識による

ものだと断定する。その理由は、従来

の自然主義の作家は、殆んど病的と J思

はれるまで深刻な心理解剖を遂行すべ

く、その考察の範囲を飽くまで狭隆に、

個的に鋭く突込んでいくやうな態度を

執っ来たものだが、現代作家はそれと

同時に、その個的な深刻味を更に社会

全体、人類全体の運命と結びつけて観

照しようとしてゐる」」と書かれてい

る。しかし、「あらゆる長編小説が、こ

の社会意識によって発生し来たったも

のと見ることは出来ない。中には一時

の流行にかぶれて長編に走るといふや

うなものがないとは限らなかった。」
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JI 生

不明

『文整時評大系 9 ・ 555a』

新春の文壇（三）ぜI 生『やまと新聞』大
正 11 年 1 月 15 日

く〉賀川豊彦氏の芸術

「今までに二三回、何故あの本が素晴

らしい売行きがあるものなのかしら？

通読した上で是非を論じて見ょうかな

どと d思った事はあるが、曾その一部分

を読んだ際の軽部が、何うしても抜け

切らない為めに通読する気になれぬ。」

『文義時評大系 10 ・ 31d』

川路柳虹 ｜文義時評 クロオデル、その他川路

1888（明治 21）年 7 月 9 日に東京で生｜柳虹『新潮』大正 11 年 2 月 1 日

まれ、 1959（昭和 34）年 4 月 17 日に亡｜ 「私は賀川｜氏のあくまでも自分の意志

くなった詩人。京都美術工芸学校を経｜を貫徹しようとする人道主義的なあの

て東京美術学校日本画科を卒業。 1907 I 生活にも、その主張にも賛成しないも

（明治 40）年 9 月号「詩人」誌上に｜のではありません」が、「その作品に現

『塵溜』（のち『塵塚』と改題）その｜れた人を感動させるものに対しては、

他を発表、『路傍の花』（1910 年刊） ｜不満であります。何故といって、そこ

に次いで『かなたの空』 (1914 年刊l I に読者の涙を誘うものがあるにはあり

を出し、また雑誌「未来」を刊行した。｜ますが、それ等はすべて安値なセンチ

その後『勝利』（ 1918 年刊）、『曙の声』｜メンタリズムで、例へば、女なんかが

(1921 刊年）、『預言』（1922 年刊） ｜芝居へ行って、泣くといふ、又泣きに

などの詩集のほか訳詩集『ヴェルレエ｜芝居を見に行くといふ、それと同じ程

ヌ詩抄~ (1915 年刊）、評論集『作詩｜度の最も低劣な涙を唆るものであるか

の新研究』（1926 年刊）など数多ミの｜らです。」

著書を出した。 ｜『文義時評大系 10 ・ 45a』

村松正俊 ｜自己反省なき作品 村松正俊『時事新

1895（明治 28）年 4 月 10 日に東京で生｜報』大正 11 年 4 月 12 日

まれ、 1981（昭和 56）年 9 月 20 日に亡｜ 「多くの作物は著者の自己の陰がうつ

くなった人物。東大美学科を卒業して｜ってゐつが、さういふ場合には、著者

いる。第五次「新思潮J に参加、「種｜白身作中の人物と共に、自分の反省を
蒔く人」や「文芸戦線」の同人を経て｜してゐない。また著者が作中の主人公

新居格、宮島資夫らの「文芸批評J に｜より離れてゐる場合にも、その人物は

加わり、アナーキズム的な文芸評論を｜決して自己を反省してゐない。」「見る

発表した。翻訳はギリシア悲劇やジョ｜べし、あらゆる今の時代に属すべきも

ーレスの『仏蘭西大革命史j (1930-32 I のは悉くそれである。ブワレジョワ芸術

年刊）、『見失なわれた日本1 (1964 年！と、プロレタリア芸術の争ひはなほや
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刊）など、詩集に『現在』（1962 年刊）｜まないがその両方とも、ひとしく安価

などがある。

平林初之輔

な自己肯定から戦ってゐるとすれば、

その内容は知れたものではない。 J

『文義時評大系 10 ・ 138a』

文壇の一年間 平林初之輔『解放』大

1892（明治 25）年 11 月 8 日に京都竹野 l lE 11 年 12 月 1 日

郡深田村に生れ、 1931（昭和 6）年 6 月｜四 大菩薩峠の第一期完結

15 日までを生きた評論家。京都師範！ 「無抵抗の賀川豊彦氏はもとより改造

に入学したが教職をきらい、 1913 年｜社の要求に抵抗しないで『死線」の先

に早大英文科に入学し、 17 年 25 歳で｜に『太陽』をのぼらせたりした例もあ

早大を卒業。その後も、アテネ・フラ｜るから、売れ行き一つで作品の長さは

ンセにフランス語を学んだ。 20 年に｜どこまででも引っばることができるや

国際通信社に入社し、得意の外国語を｜うだから長いのが自慢にはならぬが。」

生かして海外通信の翻訳を行った。一｜ 『文書基時評大系 10 ・ 320a』

方で同僚の市川正ーや青野秀吉とマ

ルクス主義の研究に没頭した。 21 年

に相沢駒子と結婚し、『唯物史観と文

学』（1921 年）その他の注目すべき文

芸評論を発表しマルクス主義に依る

気鋭の文芸評論家として注目された。

宮島新三郎 ｜小説界の傾向 宮島新三郎『早稲田文

前述の通り。 ｜学』大正 11 年 12 月 1 日

「在来の小説は何等かの方法手段に依

って、その局面を展開せざる限りは、

現代人の胸を打つベくにはあまりに行

き詰って新味に乏しく、他方、旧文芸

に変るべくプロレタリア新興文学が

華々しい叫びをあげて台頭するにはし

たが、これこそプロレタリア文学だと

いって示すに足る代表作品は終に見当

たらなかった。 j 「かういふ過渡期に於

ては、変態物が流行するのが、殆ど例

となってゐる。 j 「『死線を越えて』の中

巻J などが「その事実を物語ってゐる。」

『文筆時評大系 10 ・ 360a~

直木三十二 ｜月評 時に回顧（二）直木三十二『時

不明。おそらく直木三十五の誤植。 ｜事新報』大正 11 年 12 月 6 日

直木三十五 | 「「死線を越えて」を愚と思ひながら何
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1891（明治 24）年 2 月 12 日～1934（昭 処かにか潜む作者の体験からくる力を

和 9）年 2 月 24 日に生きた小説家。本 思ふとき世のプロ作家、評論家達は口

名は植村宗一。 1911 年に早大英文科 賢しけれど未だ途遠しの感を抱かざる

予科に入学したものの学費が続かず、 を得ない、繰返すが問題は芸術的であ

高等師範部に転ずるが除籍される。 るとかないとかでは無い。その口にし

1918 年にトルストイ全集刊行会（のち てゐる生活が真実であるか如何に力強

の春秋社）をおこし雑誌「主潮」を創 いかといふ事だけである。そうしてそ

刊した。しかし絵画分裂したため、鷲 れが溢れて次の時代の潮流となるので

尾雨工と冬夏社を興し、それも放漫な ある。 j

経営で潰してしまい、里見弾、吉井勇 『文義時評大系 10 ・ 366d』

らの「人間J の運営にタッチするなど

した。

南部修太郎 六月の小説月評（五）南部修太郎『都

1892（明治25)10 月 12 日に仙台で生ま 新聞』大正 13 年 6 月 11 日

れ、 1936（昭和 11）年 6 月 22 日に亡く 0 「何しろ昨今の文壌には、一つは読

なった小説家。 1917 年に慶大文科を 者の好奇心を惹、かうとする自作広告術

卒業。翌年から 3 年間「三回文学」を のためか、また一つは文壇凡々沈滞の

編集する。紀行風の短編『修道院の秋』 声も久しい折柄せめて題名にでも変つ

(1916 年）で典雅な作風を認められ、 た趣向を見せようとするせいか、」「題

同窓の小島政二郎とともに芥川龍之 名に雄篇名作轡を並べている。」「作家

介、菊池寛らの「新思潮」派と交わり 題目に狗肉を売らんとす、窮せる哉と

つつ、三回派として活躍した。著書に 云ふベしであるが、「死線を越えて」或

は『修道院の秋』（『新進作家叢書』二 いは「愛すればこそ」「などと思ひきつ

二として 1920 年刊）、『若き入獄者の てたってのければ、また狗肉を喜んで

手記』（1924 年刊）などがある。また、 買ふ世間でもある。小説家も不幸にし

『新進傑作小説全集』のなかに『南部 て食はなければならない人間である。 J

修太郎集・石浜金集』（1930 年刊）な 『文整時評大系 12 ・ 360c』

どがある。
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江
口
は
『
死
線
を
越
え
て
』
が
小
説
と
し
て
芸
術
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
着
目

し
て
お
り
、
同
様
に
己
生
、
村
松
も
同
様
の
点
に
注
目
し
た
論
評
を
載
せ
て
い

る
。
一
方
、
直
木
は
「
問
題
は
芸
術
的
で
あ
る
と
か
な
い
と
か
で
は
無
い
。
そ

の
口
に
し
て
ゐ
る
生
活
が
真
実
で
あ
る
か
如
何
に
力
強
い
か
と
い
ふ
事
だ
け
で

あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
芸
術
か
否
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
視
点
か
ら
も
小

説
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
が
伺
え
る
。

そ
の
他
、
柴
田
、
宮
島
、
南
部
は
こ
の
時
期
に
多
く
発
表
さ
れ
た
長
編
小
説

に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
そ
の
一
例
あ
る
い
は
代
表
例
と
し
て
『
死
線
を
越
え

て
』
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

『
死
線
を
越
え
て
』
発
表
当
時
の
日
本
の
社
会

明
治
三
0
年
代
か
ら
明
治
末
に
か
け
て
、
日
露
戦
争
の
前
後
に
は
日
本
の
資

本
主
義
は
帝
国
主
義
の
道
を
急
ぎ
、
台
頭
し
て
き
た
民
主
主
義
運
動
は
次
々
と

弾
圧
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
学
界
で
は
浪
漫
主
義
思
潮
が
挫
折
し
、

自
然
主
義
へ
と
移
行
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
期
半
ば
か
ら
大
正
期
末

に
か
け
て
、
日
本
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
日
本
の
資
本
主
義
は
金
融
資

本
の
独
占
を
し
、
戦
後
の
恐
慌
に
際
し
で
も
民
衆
の
意
士
山
は
抑
え
つ
け
ら
れ
、

文
学
の
世
界
に
も
こ
の
宗
教
の
潮
流
が
起
こ
っ
た
。
賀
川
豊
彦
の
『
死
線
を
越

え
て
』
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
、
大
衆
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

賀
川
は
『
死
線
を
越
え
て
』
以
外
に
も
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
当
時
キ
リ
ス

ト
教
伝
道
や
社
会
事
業
、
労
働
運
動
の
実
践
的
な
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
こ
の

膨
大
な
量
の
著
作
が
こ
れ
ら
の
活
動
の
か
た
わ
ら
に
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

賀
川
は
思
想
と
実
践
の
両
方
の
力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
小
説
家
や
文
壇
人
と
は
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
念
頭
に
置
い
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
察
明
を
呼
び
醒
ま
せ
」
（
第
一
書
房
、
一
九
二
三
）
の
中
に
「
『
死
線
を
越

え
て
』
を
書
い
た
動
機
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
ら

れ
て
い
る
。

「
『
死
線
を
越
え
て
』
を
書
い
た
動
機
を
話
せ
と
の
御
言
葉
で
す
が
、
困
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
明
治
四
十
年
の
五
月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ー
ー
さ
う
で
す
。

も
う
丁
度
二
十
年
も
前
に
な
り
ま
す
ね
、
私
が
肺
病
で
明
石
の
病
院
か
ら
三

河
蒲
郡
の
離
れ
に
移
っ
た
頃
、
独
り
ぼ
っ
ち
で
あ
ま
り
淋
し
い
も
の
で
す
か

ら
、
私
は
小
説
を
毎
日
書
き
綴
っ
た
の
で
し
た
。
誰
も
訪
ね
て
く
れ
る
人
は

な
し
、
知
っ
て
い
る
人
と
云
ふ
の
は
村
に
誰
も
無
い
も
の
で
す
か
ら
、
幻
の

中
で
過
去
の
人
間
を
小
説
と
し
て
想
い
ひ
浮
べ
て
み
、
た
の
で
す
。
さ
う
で
し

た
、
そ
の
前
の
年
だ
っ
た
と
記
憶
し
ま
す
。
私
は
小
説
を
書
き
た
か
っ
た
の

で
、
古
雑
誌
の
上
に
小
説
を
書
き
綴
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
貧

乏
で
原
稿
用
紙
が
買
へ
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
古
雑
誌
を
原
稿
用
紙
代

り
に
使
用
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
に
私
が
小
説
を
書
き
た
か
っ
た
理
由

は
、
私
の
小
さ
い
胸
に
、
過
去
の
か
な
し
い
経
験
が
あ
ま
り
に
も
深
刻
に
響

い
た
こ
と
と
、
私
が
宗
教
的
に
な
っ
て
行
く
こ
と
に
依
っ
て
非
常
に
気
持
が

変
っ
て
来
た
こ
と
を
、
ど
う
し
て
も
小
説
体
で
書
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
」
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こ
の
中
で
賀
川
は
「
過
去
の
か
な
し
い
経
験
が
あ
ま
り
に
も
深
刻
に
響
い
た

こ
と
」
と
「
私
が
宗
教
的
に
な
っ
て
行
く
こ
と
に
依
っ
て
非
常
に
気
持
が
変
っ

て
来
た
こ
と
」
が
「
ど
う
し
て
も
小
説
を
書
き
た
か
っ
た
理
由
」
だ
と
述
べ
て

い
る
。
当
時
、
賀
川
が
家
庭
環
境
と
病
気
か
ら
来
る
孤
独
感
か
ら
自
己
表
現
の

欲
求
に
駆
り
た
て
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
し
、
読
書
を
通
じ
て
い
か
に
し



て
生
き
て
い
く
の
か
模
索
し
て
い
た
彼
は
、
文
学
青
年
、
哲
学
青
年
と
言
わ
れ

る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
頃
、
日
本
文
壇
で
は
永
井
荷
風
ら
に
よ
っ
て
自
然
主
義
文
学
に
気
運
が

高
ま
り
、
一
九
O
七
（
明
治
四
O
）
年
、
岡
山
花
袋
が
自
身
の
恋
愛
を
題
材
と

し
た
「
蒲
団
」
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
告
白
の
文
学
系
列
と
し
て
形

式
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
彼
の
自
己
表
現
の
欲
求
は
こ
の
告
自
体
と
い
う
方
法
を

自
身
の
表
現
の
場
所
と
し
て
見
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
死
線
を
越
え

て
』
の
二
五
章
に
は
「
最
近
起
っ
て
来
た
自
然
主
義
文
学
の
感
化
は
栄
一
の
胸

に
も
強
く
感
ぜ
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
賀
川
自
身
が
自
然
主
義
文
学
に

対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
活
動
、
社
会
運
動
、
執
筆
活
動
と
い
っ
た
多
方
面
で
活
躍

し
た
賀
川
に
と
っ
て
小
説
を
書
く
こ
と
が
第
一
義
の
自
己
表
現
で
は
な
く
キ
リ

ス
ト
教
的
な
救
済
活
動
に
よ
る
社
会
の
改
良
に
随
伴
す
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、

し
か
し
そ
れ
で
も
賀
川
は
自
身
を
小
説
家
と
自
負
し
て
い
た
。
『
死
線
を
越
え
て
』

発
表
当
時
の
文
壇
で
の
評
価
は
く
だ
ら
な
い
小
説
だ
、
賀
川
氏
は
芸
術
家
で
は

な
い
、
と
い
う
よ
う
に
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
自
身
の
小
説
が

大
衆
か
ら
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
、
大
衆
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
が
賀
川
の
小
説

家
と
し
て
の
自
負
を
強
く
し
た
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
。

『
死
線
を
越
え
て
』
に
あ
る
通
り
、
彼
は
神
戸
葺
合
の
貧
民
窟
に
住
み
込
み
、

そ
こ
で
の
諸
問
題
の
一
つ
一
つ
に
身
を
持
っ
て
取
り
組
む
の
だ
が
、
彼
は
貧
民

窟
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
人
間
の
暗
い
部
分
を
目
の
当
た
り
に
し
て
無
力
感
に
陥

る
こ
と
と
な
り
、
結
局
、
貧
民
窟
を
救
う
た
め
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
説
教
と
祈

り
以
外
に
手
段
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
慈
善
事
業
の
よ
う

な
場
当
た
り
的
な
救
済
事
業
や
、
場
当
た
り
的
な
社
会
草
命
と
い
っ
た
外
部
の

カ
で
は
結
局
人
聞
社
会
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
外
部
的
な
カ
で
救
う
こ
と

が
出
来
な
い
の
な
ら
、
人
間
内
部
に
働
く
神
の
力
を
信
じ
た
い
と
い
う
認
識
を

持
っ
た
。

賀
川
は
問
題
の
根
本
的
な
解
決
策
を
探
す
た
め
に
米
国
に
留
学
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
た
ま
た
ま
労
働
組
合
の
デ
モ
と
遭
遇
を
し
た
。
こ
こ
で
賀
川
は
資
本

主
義
社
会
の
負
の
側
面
で
あ
る
貧
民
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
外
部
か
ら
の
救

済
活
動
を
行
う
の
で
は
な
く
、
貧
民
や
労
働
者
が
自
ら
を
救
済
す
る
社
会
変
革

活
動
を
す
る
し
か
手
は
な
い
と
認
識
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
賀
川
は

帰
国
後
、
労
働
組
合
運
動
の
組
織
を
始
め
る
こ
と
と
な
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
は
未
曽
有
の
好
景
気
を
経
験
し
、
そ
の
裏
側
で

は
労
働
問
題
が
続
出
し
て
い
た
。
帰
国
後
、
友
愛
会
に
属
し
て
い
た
彼
は
こ
う

い
っ
た
労
働
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
関
西
労
働
同
盟
会
」
を
結
成
。
資
本

主
義
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
社
会
的
諸
悪
と
の
戦
い
に
突
き
進
ん
で
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。
『
死
線
を
越
え
て
』
の
終
盤
で
は
、
労
働
者
が
町
工
場
の
人
権

無
視
と
非
情
と
に
抗
議
を
す
る
た
め
に
行
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
同
情
し
、
後
援

し
て
い
た
主
人
公
の
栄
一
は
留
置
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
栄
一
は
留
置
さ

れ
た
こ
と
を
全
く
罪
に
感
じ
ず
、
留
置
場
で
祈
祷
と
膜
想
に
ふ
け
り
、
労
働
者

解
放
の
決
意
を
持
っ
て
『
死
線
を
越
え
て
』
は
締
め
く
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
は
、
戦
時
中
の
好
況
か
ら
一
転
し
て
、
世
界
的

な
経
済
恐
慌
の
波
に
巻
き
込
ま
れ
、
株
式
相
場
は
暴
落
し
た
。
企
業
に
よ
る
事

業
は
縮
小
、
廃
止
さ
れ
大
衆
は
大
き
な
不
安
に
陥
っ
て
い
た
。
賃
下
げ
や
工
場

の
閉
鎖
は
労
働
運
動
の
思
想
を
加
速
さ
せ
、
他
方
で
は
大
戦
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
が
学
生
や
知
識
人
を
風
腰
、
普
通
選
挙
運
動
も
、

労
働
階
級
を
主
力
と
し
た
大
衆
運
動
と
な
っ
て
き
て
い
た
。

一
九
二
O
（
大
正
九
）
年
二
月
に
起
こ
っ
た
八
幡
製
鉄
所
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、

二
月
と
四
月
の
東
京
市
電
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
五
月
の
日
本
最
初
の
メ
ー
デ
ー

司
自
ム

司
自
よ



な
ど
、
盛
り
上
が
っ
た
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
政
府
や
資
本
家
と
強
く
対
立
、

高
揚
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
争
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
死
の
問
題
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
人
間
味
を
疎
外
す
る
資
本
主
義
機
構
の
持
つ
非
情
さ
へ
の
反
発

が
、
大
衆
を
宗
教
的
な
も
の
の
思
想
に
ひ
き
ょ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
社
会
状
況
の
中
で
、
『
死
線
を
越
え
て
』
は
資
本
主
義
社
会
の
暗
黒
部
で
あ
る

貧
民
窟
に
於
け
る
貧
民
救
済
の
実
践
報
告
と
し
て
大
衆
の
前
に
登
場
し
、
問
題

に
体
当
た
り
し
て
解
決
を
目
指
し
た
り
り
し
さ
、
た
く
ま
し
さ
に
魅
惑
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
文
壇
か
ら
の
評
価
は
「
下
ら
な
い
」
「
表
現
が
稚
拙
だ
」
と

い
う
よ
う
に
非
難
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
た
し
か
に
文
壇
小
説
に
比

較
す
れ
ば
そ
う
い
っ
た
欠
点
は
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
有
馬
尼
亭

の
よ
う
に
、
表
現
が
大
ざ
っ
ぱ
で
時
と
し
て
不
用
意
な
文
句
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
欠
点
が
あ
る
。
『
死
線
を
越
え
て
』
を
含
め
、
賀
川

豊
彦
の
小
説
は
通
俗
的
な
も
の
が
多
い
。
宗
教
は
、
も
と
も
と
人
類
全
体
に
神

を
信
じ
、
信
仰
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。
人
類
全
体
へ
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
は
或
る
程
度
の
通
俗
性
は
必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
戦
前
の
日
本
に
と
っ
て
は

西
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
も
の
は
民
衆
に
は
異
国
の
宗
教
と

し
て
映
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
芸
術
性
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、
啓

蒙
的
な
態
度
を
織
り
交
ぜ
て
行
く
他
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
欠
点
が
あ
る
も
の
の
、
『
死
線
を
越
え
て
』
に
描
か
れ
て
い
る
の

は
人
生
を
諦
め
て
生
半
可
に
さ
と
り
澄
ま
し
て
い
る
人
間
で
は
な
く
、
第
一
義

を
求
め
て
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
人
間
で
あ
り
、
襟
を
正
し
て
一
読
す
る
価
値

が
あ
る
と
し
た
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
自
伝
的
小
説
『
死
線
を
越
え
て
』

は
、
小
説
の
技
巧
と
し
て
は
拙
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
豊
富
な
体
験
に
よ

り
そ
の
構
成
の
弱
点
を
補
っ
て
余
り
あ
り
、
作
者
の
体
験
を
リ
ア
ル
に
保
持
し

て
い
る
点
が
現
在
か
ら
み
て
も
高
く
評
価
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
賀
川
は
自
身
の
自
伝
的
小
説
と
も
い
え
る
『
死
線
を
越
え

て
』
は
当
時
の
大
衆
に
歓
迎
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
正
の
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
作
品
と
な
っ
た
。
ま
た
賀
川
自
身
も
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候
補
に
挙
が
っ
て

お
り
、
『
死
線
を
越
え
て
』
は
当
時
の
日
本
の
大
衆
で
の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、

海
外
か
ら
の
評
価
も
き
わ
め
て
高
か
く
反
響
も
大
き
い
作
品
だ
っ
た
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

一
方
で
『
死
線
を
越
え
て
』
は
、
発
表
当
時
の
日
本
の
文
壇
か
ら
の
評
判
は

良
く
な
か
っ
た
。
特
に
表
現
の
稚
拙
さ
や
小
説
自
体
の
芸
術
性
の
な
い
と
い
う

点
を
低
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
表
現
の
技
術
な
ど
に
は
日
を
つ
ぶ
っ
て

小
説
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
情
熱
を
評
価
し
た
も
の
は
や
は
り
少
数
で
あ
っ
た
。

賀
川
が
第
一
の
目
標
と
し
て
い
た
の
は
、
小
説
で
の
自
己
表
現
で
は
な
く
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
道
に
よ
る
貧
民
の
救
済
で
あ
っ
た
た
め
に
、
自
己
告
白
と
い
う
小

説
の
方
法
の
み
を
自
然
主
義
か
ら
借
り
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
酷
評
を
下
さ

れ
た
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
賀
川
の
小
説
が
評
価
に
値
し
な
い
わ
け
で
は
も

ち
ろ
ん
な
い
。
賀
川
は
小
説
家
と
し
て
第
一
に
目
指
し
た
も
の
は
小
説
に
よ
っ

て
芸
術
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
民
衆
を
救
済
す
る
こ
と
で
、
賀
川
の

小
説
に
は
そ
こ
か
ら
来
る
熱
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
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二
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に
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沢
諭
吉
が
東
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で
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た
日
刊
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独
立
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縛
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す
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を
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た
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福
沢
諭
吉
没
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一
九
O
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）
後
は
石
河
幹
明
、
板
倉
卓
造
ら
が
筆
政
を
担
当
、
各
界
に

影
響
を
及
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た
。
一
九O
五
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明
治
三
八
〉
年
コ
一
月
に
大
阪
に
進
出
し
『
大
阪
時
事
新
報
』

を
創
刊
し
た
が
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
）
被
災
後
経
営
が
悪
化
、
昭
和
に
入
っ
て
一
九

三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
二
月
二
五
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
買
収
さ
れ
廃
刊
と
な
っ
た
。

一
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
一
一
月
二
日
、
子
安
峻
、
本
野
盛
亭
、
柴
田
昌
吉
と
い
う
神
奈
川

裁
判
所
の
三
人
の
翻
訳
官
が
創
刊
し
た
。
日
清
・
日
露
両
戦
役
の
後
に
は
、
島
村
抱
月
、

徳
田
秋
声
、
上
司
小
剣
、
小
杉
天
外
、
正
宗
白
鳥
ら
の
自
然
主
義
時
代
の
牙
城
と
な
り
、

泉
鏡
花
、
樋
口
一
葉
、
斎
藤
緑
雨
、
川
上
眉
山
ら
が
執
筆
を
つ
づ
け
、
ロ
マ
ン
主
義
か
ら

写
実
主
義
、
自
然
主
義
へ
と
移
行
す
る
明
治
文
壇
の
華
や
か
な
舞
台
を
提
供
し
た
。

一
二
八
九
O
（
明
治
二
三
）
年
二
月
一
日
、
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
が
創
刊
し
た
日
刊
紙
。
当
初
青

年
層
の
圧
倒
的
支
持
を
受
け
て
い
た
が
、
日
清
戦
争
後
に
蘇
峰
が
桂
太
郎
に
接
近
し
た
た

め
官
僚
、
軍
人
の
支
持
を
得
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
二
（
大
正
二
）
年
の
憲
政
擁
護
運
動

で
桂
内
閣
を
支
持
す
る
な
ど
し
て
民
衆
の
襲
撃
を
受
け
る
が
、
根
強
い
蘇
峰
信
者
の
支
援

を
得
て
紙
勢
は
衰
え
ず
、
大
正
中
期
に
は
二
O
万
1

二
五
万
部
を
維
持
し
た
。

四
日
刊
新
開
。
明
治
一
九
・
一
0
・
七s
昭
和
一
九
・
四
・
三
O
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
四
年
か
ら
大
正
元
年
ま
で
『
文
芸
評
論
』
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
し
た
が
、
大
正
初

年
新
政
党
運
動
を
支
持
、
し
だ
い
に
読
者
を
失
っ
て
い
き
、
昭
和
六
年
一
月
四
ペ
ー
ジ
建

て
の
夕
刊
新
聞
と
な
り
、
同
時
に
右
翼
の
言
論
機
関
的
新
聞
と
な
っ
た
。

五
明
治
二
九
年
に
六
冊
発
行
さ
れ
た
も
の
と
明
治
四
一
年
1

大
正
五
年
の
聞
に
発
行
さ
れ
た

も
の
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。

六
文
芸
雑
誌
。
一
九O
六
（
明
治
三
九
）
年
一
月i

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
一
一
月
（
第
二
次
）
。

編
集
者
島
村
滝
太
郎
（
抱
月
）
。
早
稲
田
文
学
社
編
集
、
金
尾
文
淵
堂
、
の
ち
の
東
京
堂

発
行
。
第
二
次
は
始
め
文
芸
協
会
の
機
関
誌
形
を
と
っ
て
い
た
が
、
た
ち
ま
ち
自
然
主
義

文
学
運
動
の
牙
城
と
な
っ
た
。
大
正
期
に
は
お
お
よ
そ
自
然
主
義
の
匂
い
が
残
存
し
海
外

の
新
恩
潮
の
導
入
に
も
敏
感
で
、
民
衆
芸
術
論
義
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
徐
々
に

そ
の
指
導
性
は
表
退
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
新
感
覚
派
の
運
動
に
押
さ
れ
、
本
間
久

雄
の
努
力
で
明
治
文
学
の
研
究
、
回
想
、
さ
ら
に
江
戸
文
学
、
記
紀
、
万
葉
集
の
研
究
な

ど
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

七
一
九

O
四
年
五
月
創
刊
。
新
潮
社
発
行
。
「
文
壇
の
公
器
」
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
配
慮

は
今
日
に
及
ん
で
お
り
、
文
学
上
の
新
運
動
に
注
意
を
怠
ら
ず
、
白
樺
派
、
新
思
潮
派
、

新
感
覚
派
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
新
興
芸
術
派
等
に
誌
面
を
開
き
、
「
新
進
当
時
に
は

誰
で
も
一
度
は
厄
介
に
な
る
」
（
広
津
和
郎
）
と
も
い
わ
れ
、
海
外
の
新
文
学
の
紹
介
も
積 q

d
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極
的
で
あ
っ
た
。

八
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
潮
を
背
景
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
総
合
雑
誌
の

一
つ
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月
創
刊
。
二
＝
一
年
九
月
に
終
刊
。
総
合
雑
誌
と
し
て
『
改

造
』
や
『
中
央
公
論
』
よ
り
も
社
会
主
義
的
で
、
吉
野
作
造
や
家
明
会
の
福
岡
徳
一
二
、
東

大
新
人
会
の
赤
松
克
麿
を
中
心
と
し
て
、
佐
野
学
、
坂
井
利
彦
、
石
川
三
四
郎
ら
が
登
場
。

マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
ア
ナ
キ
ス
ト
の
呉
越
同
舟
で
あ
る
。
創
作
柵
は
、
小
川
未
明
、
宇
野

造
二
、
宮
地
嘉
六
ら
の
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
系
の
創
作
、
評
論
が
主
流
だ
っ
た
。

九
賀
川
豊
彦
『
死
線
を
越
え
て
』
（
改
造
社
・
一
九
二
O
）
の
こ
と
。

一
O

賀
川
豊
彦
『
太
陽
を
射
る
も
の
』
（
改
造
社
・
一
九
こ
こ
の
こ
と
。
『
死
線
を
越
え
て
』

の
続
編
に
当
た
る
。

一
一
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
東
京
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
刊
紙
。
文
学
や
芝
居
、
演
劇
に
重
点

を
置
き
、
花
柳
界
の
広
告
を
載
せ
る
な
ど
独
特
の
編
集
方
法
で
庶
民
の
人
気
を
集
め
た
。

一
時
は
改
進
党
色
を
帯
び
、
経
営
不
振
に
陥
っ
た
が
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
二
月
二

日
、
足
利
の
機
業
家
福
田
英
助
が
買
収
し
、
独
立
自
営
を
信
条
と
し
た
健
全
な
経
営
を
続

け
た
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
O
月
一
日
に
戦
時
新
聞
統
合
で
『
国
民
新
聞
』
と
合

併
し
『
東
京
新
聞
』
に
な
る
。
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宮
津
賢
治
論

ー
ー
ー
恋
愛
・
結
婚
観
の
変
遷
と
童
話
作
品
へ
の
反
映

は
じ
め
に

富
津
賢
治
が
禁
欲
主
義
者
と
し
て
生
涯
を
未
婚
で
貫
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
彼
が
実
際
に
現
実
の
女
性
へ
抱
い
た
思
慕
や
結
婚
に
関
す
る
意

識
の
変
遷
と
い
う
の
は
余
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
賢
治
は
精
神
主
義
者
と
し

て
ま
る
で
孤
高
の
聖
人
の
よ
う
に
世
間
で
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
一

人
の
男
性
と
し
て
、
人
間
と
い
う
高
尚
か
つ
本
能
的
な
生
物
と
し
て
、
結
婚
を

大
い
に
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
論
は
宮
津
賢
治
の
生
涯
に
起
き
た
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
彼
の
「
結
婚
」

観
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
変
遷
し
て
い
っ
た
か
を
検
証
し
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。

賢
治
の
「
結
婚
」
観
の
変
遷
、
賢
治
の
実
体
験
の
検
証

賢
治
の
童
話
作
品
に
は
数
は
そ
う
多
く
は
い
な
い
が
、
あ
る
パ
タ
ー
ン
の
ヒ

ロ
イ
ン
が
登
場
す
る
。
「
シ
グ
ナ
ル
と
シ
グ
ナ
レ
ス
」
の
シ
グ
ナ
レ
ス
や
、
「
土

神
と
狐
」
の
樺
の
木
が
そ
う
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
ヒ
ロ
イ
ン
に
は
共
通
点
が
あ

（
上
）
｜
｜
｜

表

千

尋

る
。
皆
一
様
に
健
気
で
純
真
、
つ
つ
ま
し
や
か
で
、
修
げ
な
の
で
あ
る
。
こ
の

女
性
ら
し
い
女
性
像
は
、
賢
治
の
好
み
で
あ
り
賢
治
の
思
う
「
女
性
」
と
い
う

も
の
の
理
想
の
姿
で
も
あ
っ
た
。
孤
独
の
修
羅
の
道
を
選
び
、
女
性
を
遠
ざ
け

ま
た
彼
女
ら
に
対
し
て
遠
慮
や
苦
手
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
賢
治
は
「
女
性
」

性
に
憧
れ
を
抱
き
続
け
て
い
た
。
こ
の
ヒ
ロ
イ
ン
像
の
ルl
ツ
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

に
一d

1

よ

・
こ
の
多
感
な
旅
人
は
闘
の
聞
に
沢
山
の
恋
を
致
し
ま
し
た
、
対
剖

も
｜
期
剖U1
材
引
け
剖
叶
村
剖
剥
U
剖
別
、
何
と
し
た
わ
け
合
や
ら

指
導
標
の
処
へ
行
っ
て
恭
し
く
帽
子
を
取
っ
た
り
、
け
れ
ど
も
、
と

う
と
う
旅
の
終
り
が
近
づ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
盛
岡
高
等
農
林
学
校
時
代
に
作
っ
た
同
人
雑
誌
『
ア
ザ
リ
ア
』
第
一

号
（
大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
）
に
載
せ
た
「
「
旅
人
の
は
な
し
」
か
ら
」
と

い
う
散
文
作
品
一
の
部
分
で
あ
る
。
賢
治
自
身
を
恩
わ
せ
る
「
旅
人
」
が
旅
の

経
験
誇
を
述
べ
て
い
く
。
独
身
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
る
賢
治
だ
が
、
実
際
は

彼
の
ま
わ
り
に
は
何
人
か
、
周
囲
か
ら
結
婚
を
勧
め
ら
れ
る
な
ど
し
て
関
係
を



取
り
ざ
た
さ
れ
た
女
性
が
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
彼
は
禁
欲
主
義
者
で

理
性
の
人
た
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の
実
惚
れ
っ
ぽ
く
、
「
女
性
」
に
夢
見
る
青
年

と
し
て
の
一
面
も
持
っ
て
い
た
。
二
節
以
降
は
し
ば
し
、
賢
治
の
女
性
観
・
恋

愛
観
・
結
婚
観
の
変
遷
と
独
身
主
義
の
成
立
要
因
を
、
賢
治
の
実
生
活
か
ら
探

し
て
時
系
列
に
そ
っ
て
整
理
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

初
恋
の
特
別
視
、
非
成
就

賢
治
が
初
め
て
恋
を
し
た
の
は
十
八
歳
の
春
だ
っ
た
と
い
う
。
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
三
月
に
盛
岡
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
賢
治
は
岩
手
病
院
で
肥
厚
性
鼻

炎
の
手
術
を
行
っ
た
が
、
術
後
の
経
過
が
あ
ま
り
良
く
な
く
高
熱
が
続
い
た
。
一

こ
の
入
院
中
に
賢
治
は
片
思
い
の
初
恋
を
し
た
。
相
手
は
岩
手
病
院
の
看
護
婦

て
だ
っ
た
と
い
う
。

リ
ピ
ド

l

・
肉
的
な
衝
動
か
ら
湧
き
起
こ
っ
た
初
め
て
の
恋
、
文
字
通
り
熱

を
上
げ
る
よ
う
な
恋
が
自
分
の
体
温
を
上
げ
る
の
を
賢
治
は
感
じ
た
。
こ
の
恋

は
賢
治
の
一
途
な
片
思
い
で
あ
っ
た
が
、
「
こ
の
人
と
結
婚
し
た
い
」
と
退
院
し

て
き
た
賢
治
は
父
母
に
話
し
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
父
は
「
ま
だ
お
互
い
に
若

す
ぎ
る
」
と
許
可
し
な
か
っ
た
。
シ
グ
ナ
ル
と
シ
グ
ナ
レ
ス
の
結
婚
を
阻
ん
だ

の
も
、
や
は
り
お
目
付
け
役
の
電
信
柱
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
の
男
性
の
答
族
の
反

対
で
あ
る
。
自
由
結
婚
と
い
う
言
葉
に
人
々
は
憧
れ
は
し
た
も
の
の
、
家
同
士

の
結
婚
が
当
然
だ
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
賢
治
は
家
長
制
度
に
反
発
の
念

を
持
ち
な
が
ら
も
、
父
に
対
す
る
畏
敬
の
意
は
捨
て
ら
れ
ず
に
い
た
。
次
は
文

語
詩
「
公
子
」
の
下
書
稿
一
の
部
分
で
あ
る
。

父
母
の
ゆ
る
さ
ぬ
も
ゆ
ゑ

き
み
わ
れ
と
年
も
同
じ
く

と
も
に
尚
は
た
ち
に
み
た
ず

料
利
同
材
団l
d
叶
ゴ
剖
劉
引

き
み
が
辺
は
川
劃
叫
州
制
剖

わ
が
父
は
わ
が
病
ご
と

二
た
び
の
い
た
つ
き
山
を
得
ぬ

火
の
ご
と
く
き
み
を
お
も
へ
ど

材
刈
刈
叫
引
制
剖
材
料
剖
川

白
衣
の
看
護
婦
へ
の
恋
情
は
結
局
相
手
に
告
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
本
能
的

で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
こ
の
初
恋
の
非
成
就
は
特
別
な
経
験
と
し
て
賢
治
の
心
に

留
め
ら
れ
た
。
後
に
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
詩
編
の
た
め
に
ま
と
め

た
ノ
l

ト
に
も
そ
の
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
「
東
京
」
ノ
ー
ト
に
は
「
岩
手
病
院

熱
芝
赤
十
字
ノ
看
護
婦
」
の
語
が
、
「
文
語
詩
篇
」
ノl
ト
に
は
ド
イ
ツ
語
で

初
恋
を
示
す
「
出
E
Z
F
5
Z

移
リ
行
ク
心
」
と
い
う
メ
モ
書
き
が
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
も
た
び
た
び
賢
治
は
初
恋
の
思
い
を
詩
な
ど
に
残
し
、
推
蔽

を
重
ね
た
。
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森
の
上
の
こ
の
神
楽
殿
い
そ
が
し
く
の
ぼ
り
て
立
て
ば

か
く
こ
う
は
め
ぐ
り
て
ど
よ
み
松
の
風
頬
を
吹
く
な
り

（
略
）

さ
ら
に
ま
た
夏
雲
の
下
、
青
々
と
山
な
み
は
は
せ
、

従
ひ
て
野
は
澱
め
ど
も
か
の
ま
ち
は
つ
ひ
に
見
え
ざ
り

う
ら
〉
か
に
野
を
過
ぎ
り
行
く
か
の
雲
の
影
と
も
な
り
て



き
み
が
べ
に
あ
り
な
刈
も
の
を
う
ち
ど
よ
み
ま
た
鳥
時
け
ば

川
斗
川
』
は
剖
司
副U
剖
野
は
さ
ら
に
劃
叫
財
し
て

松
の
風
日
に
鳴
る
も
の
を

こ
れ
は
詩
「
丘
」
の
部
分
で
あ
る
。
初
恋
の
思
い
を
連
ね
た
多
く
の
短
歌
や

詩
作
品
に
共
通
す
る
の
は
「
高
台
（
神
楽
殿
）
に
の
ぼ
っ
て
北
の
空
へ
流
れ
て
行

く
夏
の
雲
一
を
見
つ
め
る
」
と
一
言
う
情
景
で
あ
る
。
賢
治
は
初
恋
の
人
の
出
身
地

だ
っ
た
と
も
さ
れ
る
北
の
方
角
に
流
れ
る
雲
一
に
初
恋
の
思
い
出
を
重
ね
て
い
た

よ
う
だ
。
こ
の
初
恋
の
情
景
が
、
の
ち
に
「
女
性
」
へ
の
憧
僚
や
セ
ク
シ
ユ
ア

ル
な
「
艶
か
し
き
雲
」
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
つ
な
が
る
原
点
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
同
時
期
に
、
島
地
大
等
訳
の
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
を
読
ん
だ
賢

治
は
体
が
震
え
る
ほ
ど
の
感
銘
を
受
け
、
法
華
経
思
想
に
深
く
傾
倒
し
て
い
く
。

恋
の
非
成
就
｜
｜
第
六
節
で
後
述
す
る
「
魂
の
同
行
者
」
の
希
求
と
非
成
就
も

含
め
て
、
個
人
的
な
愛
の
挫
折
の
経
験
は
や
が
て
我
欲
の
否
定
や
法
華
経
の
思

想
と
混
じ
り
合
い
、
自
己
犠
牲
的
と
も
い
え
る
博
愛
精
神
、
「
み
ん
な
の
ま
こ
と

の
幸
福
」
を
願
う
心
へ
と
昇
華
す
る
原
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
先
に
述

べ
て
お
く
。

結
核
の
発
病
、
肉
体
の
悩
み
と
絶
望

初
恋
も
経
験
し
、
人
並
に
女
性
に
対
し
て
悩
ま
し
げ
な
思
い
も
抱
い
て
い
た

賢
治
青
年
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
彼
は
何
故
結
局
結
婚
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
女
性
に
憧
れ
な
が
ら
、
賢
治
は
女
性
を
苦
手
と
し
た
。
と
き
に
大
げ
さ
に

「
女
性
」
を
自
分
の
周
り
か
ら
排
除
し
よ
う
と
さ
え
し
た
。
賢
治
は
宮
津
家
の

長
子
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
結
婚
し
て
子
供
を
設
け
家
督
を
継
ぐ
べ
き
で
あ
っ

た
の
に
、
何
故
彼
は
そ
の
生
涯
を
未
婚
で
通
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

賢
治
の
「
結
婚
」
を
阻
ん
だ
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
家
制
度
に
よ
る
一
族
へ

の
束
縛
と
個
人
の
自
由
恋
愛
の
反
対
か
、
そ
れ
ま
で
知
識
階
級
で
は
常
識
と
さ

れ
て
い
た
所
帯
や
女
性
関
係
を
持
つ
こ
と
は
理
性
的
な
活
動
の
妨
げ
に
な
る
と

い
う
固
定
観
念
だ
ろ
う
か
。
だ
が
と
く
に
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
や
は
り
賢
治
自
身
の
結
核
の
発
病
と
自
覚
で
あ
ろ
う
。

賢
治
の
結
核
が
発
覚
し
た
の
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
、
六
月
一
二
十
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
賢
治
は
胸
の
痛
み
か
ら
岩
手
病
院
で
検
査
を
受
け
た
。
医
師

に
は
肋
膜
炎
と
診
断
五
さ
れ
た
。
肋
膜
炎
と
は
現
在
で
言
う
胸
膜
炎
の
こ
と
で
、

肺
の
外
部
を
覆
う
胸
膜
に
炎
症
が
起
こ
る
疾
患
で
あ
る
。
胸
膜
炎
は
そ
れ
自
体

で
発
症
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
が
ん
・
結
核
・
肺
炎
な
ど
の
後
に

発
症
す
る
こ
と
が
多
い
病
で
あ
る
。
賢
治
の
肋
膜
炎
の
端
と
な
っ
た
も
の
こ
そ

結
核
の
発
病
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

結
核
は
昭
和
二
十
五
年
に
治
療
法
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
人
の
死
亡
原

因
の
第
一
位
を
占
め
た
病
で
あ
る
。
初
期
症
状
は
風
邪
に
似
て
い
る
が
、
咳
や

疾
、
発
熱
が
長
く
続
き
、
悪
化
す
る
と
血
の
混
じ
っ
た
疾
な
ど
が
出
は
じ
め
呼

吸
困
難
に
陥
り
、
や
が
て
死
を
迎
え
る
。
当
時
は
不
治
の
病
で
あ
り
、
若
く
し

て
命
を
落
と
す
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
明
治
時
代
に
は
樋
口
一
葉
や
正
岡
子

規
と
い
っ
た
名
だ
た
る
文
学
者
や
芸
術
家
が
結
核
の
た
め
に
夫
逝
し
た
た
め
、

創
造
的
精
神
と
肺
病
に
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
｜
｜
芸
術
で
名
を
残

す
人
は
結
核
で
死
ぬ
と
い
う
結
核
の
ロ
マ
ン
化
、
結
核
を
テ1
7
に
し
た
結
核

文
学
の
潮
流
も
生
ま
れ
た
。
結
核
患
者
は
熱
の
た
め
頬
が
赤
く
な
り
、
目
は
う

る
み
、
痩
せ
て
肌
は
白
く
な
る
た
め
美
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
も
結
び
付
け

ら
れ
、
薄
倖
の
才
子
佳
人
に
特
有
の
病
気
と
し
て
悲
劇
的
に
描
か
れ
る
こ
と
が

円i1
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多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
実
の
結
核
は
肺
を
病
み
苦
し
み
な
が
ら
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
で

あ
る
。
病
院
で
診
断
を
受
け
た
こ
ろ
賢
治
は
、
『
ア
ザ
リ
ア
』
の
同
人
で
あ
る
河

本
義
行
に
「
自
分
の
命
も
あ
と
十
五
年
は
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
。

結
核
の
発
病
は
賢
治
の
意
識
を
否
が
応
に
も
死
へ
と
向
け
さ
せ
た
。
自
分
の
生

命
の
存
在
価
値
と
意
義
を
賢
治
は
見
つ
め
直
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ

ザG
。

家
族
の
証
言
に
よ
る
と
、
診
断
を
受
け
た
直
後
の
夏
ご
ろ
か
ら
賢
治
は
「
双

子
の
星
」
や
「
蜘
妹
と
な
め
く
ぢ
と
狸
」
と
い
っ
た
童
話
の
創
作
を
始
め
た
と

い
う
。
同
年
七
月
に
鈴
木
三
重
吉
主
催
の
童
話
雑
誌
『
赤
い
烏
』
が
創
刊
さ
れ

た
こ
と
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
大
正
九
年
十
月
ご
ろ
に
は
国
柱
会

に
入
会
し
、
上
京
。
そ
の
後
国
柱
会
理
事
の
高
知
尾
智
耀
の
す
す
め
も
あ
っ
て

賢
治
は
法
華
経
紹
介
の
た
め
の
童
話
制
作
に
熱
中
し
た
。
大
正
十
年
八
月
妹
ト

シ
の
病
の
報
で
帰
花
し
た
際
、
賢
治
の
ト
ラ
ン
ク
は
書
き
た
め
ら
れ
た
童
話
の

原
稿
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
い
う
。
弟
の
正
六
に
よ
れ
ば
、
賢
治
は
「
童
児
（
わ

ら
し
）
こ
さ
え
る
代
り
に
書
い
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
書
い
た
童
話
を
家
族
に
読

み
聞
か
せ
た
と
い
う
。
価
値
の
失
わ
れ
た
肉
体
の
牢
獄
の
な
か
で
、
賢
治
の
意

識
は
よ
り
精
神
的
な
も
の
の
延
長
に
自
ら
の
存
在
意
義
を
見
つ
け
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
賢
治
は
童
話
制
作
に
励
む
こ
と
で
自
己
の
存
在
価
値
を
見
出
そ
う

と
し
た
。
賢
治
に
と
っ
て
学
校
の
先
輩
で
も
あ
り
、
詩
人
と
し
て
敬
愛
し
た
石

川
啄
木
も
か
つ
て
明
治
問
卜
五
年
（
一
九
三
一
年
）
に
結
核
の
た
め
に
命
を
落
と

し
て
い
る
。
賢
治
も
お
の
れ
の
創
作
を
我
が
子
と
し
て
世
に
残
さ
ん
と
、
こ
の

頃
各
所
に
原
稿
を
持
ち
込
み
熱
心
に
文
学
活
動
を
行
っ
た
。

こ
の
と
き
賢
治
は
二
十
五
歳
、
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
て
い
る
の
に
腰
も
落
ち

着
け
ず
、
家
業
を
手
伝
う
わ
け
で
も
な
く
、
創
作
に
耽
る
ば
か
り
の
賢
治
を
、

家
族
は
い
か
に
落
ち
着
け
る
か
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
十
八
歳
の
頃
、
お
互
い

に
若
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
か
な
わ
な
か
っ
た
結
婚
を
、
今
度
は
周
囲
の
方
か

ら
勧
め
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
賢
治
は
結
婚
し
よ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。
賢
治
は
童
話
を
「
童
児
（
わ
ら
し
）
こ
さ
え
る
代
り
に
」
書
い

た
と
家
族
に
言
っ
た
。
結
核
が
発
病
し
て
か
ら
賢
治
は
す
っ
か
り
自
分
が
結
婚

す
る
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。

結
核
は
発
病
者
の
咳
な
ど
か
ら
飛
沫
感
染
す
る
病
で
あ
る
。
遺
伝
に
よ
っ
て

感
染
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
当
時
す
で
に
科
学
的
に
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い

た
が
、
大
衆
の
う
ち
で
は
結
核
は
ま
だ
遺
伝
病
と
同
じ
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
。

結
核
を
発
症
し
や
す
い
体
質
、
遺
伝
子
と
い
う
も
の
は
存
在
す
る
と
ま
こ
と
し

や
か
に
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宮
津
一
族
の
家
系
が
そ
れ
だ
っ

た
。
宮
津
家
は
花
巻
で
は
優
秀
で
有
力
な
一
族
（
マ
キ
）
｜
｜
宮
津
マ
キ
と
し
て

畏
敬
の
念
を
集
め
ら
れ
な
が
ら
、
同
時
に
肺
病
（
は
い
）
マ
キ
と
し
て
差
別
の
対

象
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
宮
津
家
で
は
賢
治
の
妹
ト
シ
を
は
じ
め
、
母
イ

チ
、
叔
母
コ
ト
、
母
方
の
叔
父
磯
吉
や
母
方
の
祖
父
金
次
郎
も
結
核
を
患
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

賢
治
が
最
初
に
結
婚
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
の
は
、
大
正
七
年
二
月
二
日

の
政
次
郎
宛
書
簡
で
の
こ
と
で
肋
膜
炎
と
診
断
さ
れ
る
前
で
あ
る
が
、
自
分
が

肺
病
マ
キ
の
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
、
胸
の
痛
み
や
下
が
ら
な
い
熱
と
い
っ

た
こ
れ
ま
で
の
症
状
か
ら
、
賢
治
は
お
の
れ
の
身
体
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
と

薄
々
理
解
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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で
は
賢
治
の
結
婚
を
阻
ん
だ
の
は
「
結
核
患
者
・
結
核
体
質
の
者
へ
の
差
別

意
識
」
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
違
う
。
賢
治
が
お
の
れ
の
結
婚
を
忌

避
し
た
の
は
、
科
学
者
と
し
て
の
見
解
か
ら
｜
｜
優
生
学
の
見
地
に
基
づ
い
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
賢
治
は
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
の
『
性
の
心
理
』
を
愛
読

し
て
お
り
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
へ
ツ
ケ
ル
の
『
生
命
の
不
可
思
議
』
や
丘
浅
次
郎

の
『
進
化
論
講
話
』
も
読
ん
だ
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
六
優
生
学
の
積

極
的
推
進
者
で
も
あ
る
エ
リ
ス
の
『
性
の
心
理
』
中
で
、
優
生
学
に
つ
い
て
述

べ
た
「
産
児
の
科
学

3
z
m
2
2
8
0
同
司g
n
g

巳
芯
ロ
）
」
の
章
に
は
こ
ん
な

文
章
が
あ
る
。ゐ

樹
出
器
の
系
嗣
を
引
い
た
夫
婦
の
聞
に
於
て
も
、
万
全
の
策
を

講
じ
て
刊
倒
剖
封
割
羽
川
寸
済
ま
す
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

い
ふ
事
は
、
こ
れ
ま
た
幾
多
の
学
者
か
ら
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
（
例
へ
ば
一
九O
O
年
に
ネ
ー
ブ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た
結
核

病
会
議
の
席
上
で
、
マ
ツ
サ
ロ
ン
ゴ
I

が
結
婚
と
結
核
と
の
関
係
を

論
じ
て
そ
の
必
要
を
力
調
し
て
ゐ
る
。
）
七

生
物
学
・
優
生
学
的
に
見
て
劣
る
遺
伝
子
は
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

進
化
論
を
信
奉
し
て
い
た
賢
治
自
身
が
お
の
れ
の
身
体
に
は
欠
陥
が
あ
る
と
判

断
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
の
繁
栄
を
考
え
る
な
ら
結
核
を
発
症
し

や
す
い
お
の
れ
の
遺
伝
子
は
残
す
べ
き
で
な
い
。
結
核
を
発
病
し
た
自
分
は
生

物
と
し
て
落
伍
し
て
い
る
｜
｜
賢
治
青
年
は
さ
ぞ
や
悩
み
、
絶
望
し
た
こ
と
だ

ろ
う
。
自
分
は
人
並
み
の
恋
を
し
て
は
い
け
な
い
、
結
婚
す
べ
き
で
な
い
と
い

う
忌
避
と
諦
め
は
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

性
愛
を
自
然
へ
の
同
化
希
求
に
変
え
て

禁
欲
主
義
者
と
な
っ
た
賢
治
は
、
『
春
と
修
羅
』
の
序
で
「
わ
た
く
し
は
ど
こ

ま
で
も
孤
独
を
愛
し
熱
く
湿
っ
た
感
情
を
嫌
ひ
ま
す
の
で
」
と
書
い
て
い
る
。

周
囲
の
者
が
持
ち
か
け
て
来
る
縁
談
を
こ
と
ご
と
く
断
り
、
羅
須
地
人
協
会
時

代
に
賢
治
を
慕
っ
て
接
近
し
た
高
瀬
露
を
避
け
た
と
い
う
逸
話
も
有
名
で
あ
ろ

う
。
女
性
に
た
い
す
る
忌
避
（
あ
る
い
は
無
視
）
は
、
初
期
作
品
「
女
」
や
詩

「
聖
女
の
さ
ま
し
て
ち
か
づ
け
る
も
の
」
、
童
話
「
土
神
と
狐
」
に
お
け
る
ヒ
ロ

イ
ン
で
あ
る
は
ず
の
樺
の
木
を
無
視
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
跡
づ
け
ら
れ

る
。
ま
た
「
土
神
と
狐
」
の
テ
1
7
は
恋
愛
を
め
ぐ
る
嫉
妬
心
に
あ
り
、
そ
の

成
立
に
は
禁
欲
主
義
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
賢
治
は
「
女
性
」

を
精
神
修
養
の
道
を
限
む
者
で
あ
り
、
欲
を
誘
発
す
る
存
在
と
し
て
嫌
悪
す
べ

き
生
々
し
き
「
女
」
と
し
て
考
え
て
い
た
。

肉
体
的
な
伴
侶
を
要
る
こ
と
を
否
と
し
た
賢
治
の
性
愛
は
そ
の
矛
先
を
「
女

性
」
か
ら
自
然
へ
と
変
え
た
。
賢
治
は
「
お
れ
は
、
（
欲
が
治
ま
ら
な
く
な
っ
て
）

た
ま
ら
な
く
な
る
と
野
原
へ
飛
び
出
す
よ
。
雲
に
だ
っ
て
女
性
は
い
る
よ
。
（
略
）

風
だ
っ
て
、
甘
い
こ
と
ば
を
さ
さ
や
い
て
く
れ
る
よ
」
と
友
人
藤
原
嘉
藤
治
に

話
し
た
人
と
い
う
。
森
佐
一
も
、
賢
治
は
性
欲
に
襲
わ
れ
た
時
「
手
帳
と
ペ
ン

シ
ル
を
持
っ
て
、
夜
で
も
暁
で
も
、
た
ち
ま
ち
気
閣
の
底
に
、
ぽ
と
し
ぎ
（
よ
だ

か
）
の
よ
う
に
飛
び
出
し
た
」
九
の
だ
と
語
っ
て
い
る
。

結
核
の
発
病
か
ら
結
婚
す
る
事
を
諦
め
、
精
神
的
な
連
れ
添
い
（
第
六
節
で
後

述
す
る
「
魂
の
同
行
者
」
）
も
得
る
こ
と
の
叶
わ
な
か
っ
た
賢
治
は
、
自
然
を
自

ら
の
恋
人
と
し
よ
う
と
し
た
。
詩
「
一
本
木
野
」
で
も
「
わ
た
く
し
は
森
や
の

は
ら
の
こ
ひ
び
と
」
と
称
し
て
い
る
。

次
は
賢
治
が
病
床
で
作
っ
た
と
い
う
詩
「
風
が
お
も
て
で
呼
ん
で
ゐ
る
」
の

Q
d
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部
分
で
あ
る
。
「
疾
中
」
詩
篇
群
（
羅
須
地
人
協
会
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
一
九

二
八
二
九
三

O
に
成
立
）
の
一
片
で
あ
り
、
病
床
で
弱
気
に
な
り
恐
怖
に
追
い

つ
め
ら
れ
た
賢
治
が
、
己
の
病
や
死
を
厳
し
き
自
然
の
一
部
で
あ
る
と
感
じ
、

死
に
よ
っ
て
自
然
と
一
体
化
す
る
自
分
を
「
結
婚
」
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。

風
が
交
々
叫
ん
で
ゐ
る

「
お
れ
た
ち
は
み
な

お
ま
へ
の
出
る
の
を
迎
へ
る
た
め
に

お
ま
へ
の
す
き
な
み
ぞ
れ
の
粒
を

横
ぞ
っ
ぽ
う
に
飛
ば
し
て
ゐ
る

お
ま
へ
も
早
く
飛
び
だ
し
て
来
て

あ
す
こ
の
稜
あ
る
巌
の
上

葉
の
な
い
黒
い
林
の
な
か
で

う
つ
く
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
を
も
っ
た

お
れ
た
ち
の
な
か
の
ひ
と
り
と

制
剤
園
川
紺
姻
リ
司
」
と

繰
り
返
し
繰
り
返
し

風
が
お
も
て
で
叫
ん
で
ゐ
る

玉

反
動
と
し
て
の
仲
人
賢
治

自
身
の
結
婚
に
は
諦
念
を
感
じ
未
婚
を
貫
い
た
賢
治
は
、
そ
の
一
方
で
埋
め

合
わ
せ
の
よ
う
に
友
人
の
結
婚
の
世
話
に
は
熱
心
だ
っ
た
と
い
う
。
賢
治
自
身

は
家
に
と
ら
わ
れ
ぬ
純
粋
な
自
由
恋
愛
・
結
婚
に
賛
成
し
て
い
た
。
友
人
藤
原

嘉
藤
治
の
話
に
よ
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
何
気
な
く
出
会
っ
た
女
給
が
自
分
の

好
み
だ
と
咳
い
た
藤
原
嘉
藤
治
に
対
し
、
「
珂
き
な
ら
紺
婚
し
ろ
、
こ
こ
で
ハ
ツ

キ
リ
返
事
し
ろ
」
と
賢
治
は
言
っ
た
と
い
う
。
一
O

実
際
昭
和
三
年
三
月
、
賢
治

は
嘉
藤
治
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
青
森
ま
で
出
向
い
て
花
嫁
（
女
給
の
女
性
）
の
親

の
許
し
を
得
に
行
き
、
婚
礼
の
準
備
を
整
え
る
な
ど
仲
人
の
役
割
を
懸
命
に
果

た
し
た
。
賢
治
は
そ
の
後
生
ま
れ
た
嘉
藤
治
の
長
女
と
長
男
に
名
前
ま
で
贈
っ

て
い
る
。

童
話
作
品
「
シ
グ
ナ
ル
と
シ
グ
ナ
レ
ス
」
に
も
二
人
の
結
婚
を
取
り
ま
と
め

て
や
ろ
う
と
す
る
倉
庫
の
屋
根
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
。
彼
は
シ

グ
ナ
ル
と
シ
グ
ナ
レ
ス
の
結
婚
に
唯
一
賛
成
し
て
く
れ
る
者
で
あ
っ
た
。
倉
庫

の
屋
根
の
立
ち
位
置
は
そ
の
ま
ま
賢
治
の
自
由
結
婚
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
を
表

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

六

「
魂
の
同
行
者
の
希
求
」
と
非
成
就
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な
ん
だ
こ
の
眼
は
何
十
年
も
見
た
眼
だ
ぞ

昨
日
も
今
日
も
問
ひ
答
へ
し
た
あ
の
眼
だ
ぞ

向
ふ
も
ぢ
っ
と
見
て
ゐ
る
ぞ

劉
剖
剖
剖
叫
叫
剖
斗
剖
叫
叫
叫

先
に
挙
げ
た
の
は
詩
「
あ
る
恋
」
で
あ
る
。
人
並
み
に
妻
と
し
て
女
性
を
婆

る
こ
と
を
避
け
た
賢
治
は
、
そ
の
代
償
を
求
め
る
よ
う
に
、
胸
の
虚
を
埋
め
寄

り
添
っ
て
く
れ
る
道
連
れ
、
「
魂
の
同
行
者
」
を
希
求
し
た
。
「
魂
の
同
行
者
」

と
は
具
体
的
に
言
え
ば
、
肉
体
の
し
が
ら
み
や
性
欲
の
範
鴎
の
外
に
あ
る
、
精

神
的
な
恋
人
で
あ
り
、
宗
教
の
道
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
候

補
に
挙
が
っ
た
の
は
、
妹
の
ト
シ
と
一
つ
級
下
の
親
友
で
あ
っ
た
保
阪
嘉
内
で



あ
る
。

二
歳
年
下
の
ト
シ
は
賢
治
の
す
ぐ
下
の
妹
で
あ
る
。
賢
治
に
と
っ
て
、
自
分

の
宗
教
の
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
宮
津
の
家
族
の
な
か
で
唯
一
の
理
解
者
で

あ
っ
た
。
勉
学
の
た
め
ト
シ
が
上
京
し
、
離
れ
て
暮
ら
し
た
問
も
兄
妹
は
書
簡

を
多
く
や
り
と
り
し
た
。
ト
シ
は
賢
治
の
思
想
を
理
解
し
、
ト
シ
自
身
が
病
臥

し
静
養
中
だ
っ
た
と
き
も
賢
治
の
作
品
整
理
に
協
力
し
た
。
賢
治
に
と
っ
て
は

分
身
と
も
い
え
る
か
け
が
え
の
な
い
人
物
で
あ
る
。

ト
シ
本
人
は
、
卒
業
間
近
で
病
が
ち
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
東
京
の
日
本

女
子
大
に
主
席
入
学
し
た
ほ
ど
の
才
女
で
、
性
格
は
物
静
か
で
し
と
や
か
な
女

性
だ
っ
た
と
い
う
。
賢
治
が
理
想
と
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
ー
l

女
性
の
姿
の
モ
デ
ル

が
、
妹
ト
シ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

保
阪
嘉
内
に
賢
治
が
出
会
っ
た
の
は
盛
岡
高
等
農
林
学
校
時
代
の
こ
と
で
あ

る
。
大
正
五
年
（
一
九
二
ハ
年
）
、
嘉
内
は
賢
治
の
一
つ
下
級
生
と
し
て
盛
岡
高

等
農
林
学
校
に
入
学
し
、
そ
の
時
の
寮
の
室
長
を
勤
め
て
い
た
の
が
賢
治
だ
っ

た
。
嘉
内
は
演
劇
・
文
学
趣
味
を
も
ち
、
石
川
啄
木
と
ト
ル
ス
ト
イ
に
傾
倒
し

て
い
た
。
奔
放
な
立
ち
居
振
る
舞
い
と
、
深
い
演
劇
の
知
識
な
ど
に
賢
治
が
惹

か
れ
、
二
人
は
無
二
の
親
友
と
な
り
盛
ん
に
談
議
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

賢
治
と
同
級
の
小
菅
健
吉
、
嘉
内
と
同
級
の
河
本
義
行
と
大
正
六
年
（
一
九
一
七

年
）
七
月
に
創
刊
し
た
文
芸
同
人
誌
『
ア
ザ
リ
ア
』
で
も
お
互
い
を
意
識
し
呼
応

し
あ
う
よ
う
な
作
品
を
書
い
て
い
る
。

ま
た
『
ア
ザ
リ
ア
』
完
成
の
の
ち
二
人
で
岩
手
山
を
登
山
し
た
と
き
に
、
「
み

ん
な
の
幸
福
を
実
現
さ
せ
る
」
銀
河
の
誓
い
を
交
わ
し
た
相
手
で
あ
る
嘉
内
は

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
モ
デ
ル
の
一
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
三
月
、
嘉
内
は
高
等
農
林
学
校
を
除
名
処
分
と
な
り

山
梨
へ
と
帰
郷
し
た
が
、
そ
の
後
も
二
人
は
親
密
な
手
紙
の
や
り
取
り
を
続
け

た
。賢

治
と
嘉
内
は
お
互
い
を
精
神
的
な
恋
人
と
認
め
あ
っ
て
い
た
。
「
文
語
詩
篇
」

ノ
l

ト
の
農
林
第
二
年
第
一
学
期
の
項
の
メ
モ
に
は
「

N
唱
S
Z
E
o
宮
果

樹
園
」
の
語
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
賢
治
が
嘉
内
と
の
避
遁
を
「
魂
の
同
行

者
」
に
な
り
う
る
者
と
の
出
会
い
と
し
て
見
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
降
は
『
ア
ザ
リ
ア
』
第
四
号
（
大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
十
二
月
十
六
日
）

に
掲
載
さ
れ
た
嘉
内
の
小
説
「
打
て
ば
響
く
」
の
部
分
で
あ
る
。

友
よ
、
ま
こ
と
の
刻
刈
よ
傍
り
来
よ
。

わ
れ
と
思
ふ
さ
ま
泣
か
う
で
は
な
い
か
、
地
が
固
く
氷
っ
て
身

を
切
る
様
な
風
の
吹
き
荒
ぶ
夜
な
ら
、
北
海
の
は
な
れ
島
、
別
甘

叫
ゴ
刈
羽
引
剖
叫
寸
泣
か
う
、
心
ゆ
く
ま
で
に
泣
か
う
。

（
略
）
友
よ
、
梅
川
忠
兵
衛
の
う
る
は
し
い
物
語
を
御
存
じ
だ
ら

う
。
小
春
治
兵
衛
の
は
な
し
も
知
っ
て
だ
ら
う
。
叶
刈
剥
け
オ
斗

リ
エ
ッ
ト
。
天
文
学
者
レ
ォ
、
ニ
コ
ラ
ツ
ヰ
ツ
チ
と
星
と
の
話
を

知
っ
て
御
い
で
だ
ら
う
。
割H
封
剖
叫
剥
劉
吋
司
剖
刷
刈
剖
国

樹
欄
『
刻
刻
割
朝
日
制
対
日
制
剤
制
調
斗
。

（
略
）
人
は
い
か
に
多
く
集
る
と
も
烏
合
の
衆
で
は
何
に
も
な

ら
な
い
。
そ
れ
故
に
あ
る
集
り
に
集
る
ご
と
き
人
々
な
ら
ば
す
べ

て
が
全
じ
方
向
に
向
か
っ
て
全
じ
考
へ
で
、
ほ
ん
と
う
に
、
ま
じ

め
で
、
御
例
口
者
で
な
く
、
共
に
封
同
組
刈
寸
伺
剖
川
も
の
だ
。

あ
〉
し
か
し
誰
が
ほ
ん
と
う
に
私
の
心
を
汲
ん
で
く
れ
る
だ
ら

う
か
。
制
叶
剥
刈
判1
羽
川
剖
訓
引
制
同
制
剖
矧
剖
刈
同
制
川
d

司
自
ム

q,u 



次
は
賢
治
が
の
ち
に
白
分
の
学
生
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
書
い
た
詩
〔
古

び
た
水
い
ろ
の
薄
明
宵
の
な
か
に
〕
（
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
五
月
七
日
）
で
あ

る
。

古
び
た
水
い
ろ
の
薄
明
宵
の
な
か
に

わ
た
く
し
は
遠
い
停
車
場
の
一
れ
つ
の
あ
か
り
を
の
ぞ
み

そ
れ
が
一
つ
の
巨
き
な
建
物
の
や
う
に
見
え
ま
す
こ
と
か
ら

そ
の
建
物
の
舎
監
に
な
ら
う
と
云
ひ
ま
し
た

そ
し
て
ま
も
な
く
こ
の
学
校
が
た
ち

わ
た
く
し
は
そ
の
が
ら
ん
と
し
た
巨
き
な
寄
宿
舎
の

舎
監
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

剥
刈
刈
剖
司
叫
剖
側
ペ
刈
叫

国
竹
川
寸
刈
川
剖
刈
寸
川
寸
到
叫
札
引
剖
叫
寸

材
対
叶
叫
剖
剖
寸
叫
寸
刻
剖
川
剖
リ
出

そ
し
て
も
う
何
も
か
も
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
十
二
月
二
十
三
日
に
、
賢
治
と
嘉
内
は
雪
の
中
を

「
七
つ
森
」
方
面
へ
出
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
こ
と
が
嘉
内
の
歌
稿

『
文
象
花
商
岩
』
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
「
夕
闇
の
デ
ン
シ
ン
パ

シ
ラ
へ
だ
た
り
て
ひ
ろ
野
の
雪
と
二
人
の
若
者
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。
賢

治
童
話
に
は
様
々
な
場
面
で
電
信
柱
が
登
場
す
る
。
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
最
後

の
シ
i

ン
や
、
「
月
疫
の
で
ん
し
ん
ば
し
ら
」
の
行
中
阜
、
あ
る
い
は
「
シ
グ
ナ
ル

と
シ
グ
ナ
レ
ス
」
で
は
盛
ん
に
電
信
を
や
り
取
り
し
て
い
る
。
精
神
を
共
有
す

る
電
信
柱
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
時
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

近
親
で
あ
る
こ
と
や
同
性
で
あ
る
こ
と
の
く
び
き
に
捕
ら
わ
れ
ぬ
精
神
上
の

恋
人
、
ト
シ
と
嘉
内
の
存
在
は
賢
治
の
孤
独
を
埋
め
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

し
か
し
賢
治
は
そ
ん
な
二
人
と
も
悲
痛
な
別
れ
を
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

先
に
賢
治
の
も
と
を
離
れ
て
行
っ
た
の
は
保
阪
嘉
内
だ
っ
た
。
大
正
九
年
（
一

九
二
O
年
）
に
賢
治
が
国
柱
会
に
入
会
し
た
後
、
書
簡
を
や
り
取
り
す
る
中
で

賢
治
は
嘉
内
に
も
執
効
に
法
華
経
へ
の
入
信
・
帰
衣
を
す
す
め
て
経
典
を
贈
る

な
ど
し
た
。
し
か
し
嘉
内
は
入
信
し
な
か
っ
た
。
と
う
と
う
大
正
一
O
年
（
一
九

二
一
年
）
七
月
信
仰
上
の
問
題
で
二
人
は
決
別
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

嘉
内
と
の
離
別
に
悲
し
む
賢
治
の
耳
に
ト
シ
の
略
血
の
報
が
届
い
た
の
は
そ

の
す
ぐ
あ
と
、
同
年
の
八
月
で
あ
っ
た
。
知
ら
せ
を
受
け
て
賢
治
は
帰
花
。
懸

命
に
看
護
に
あ
た
る
も
大
正
十
一
年
（
一
九
一
一
二
年
）
十
一
月
二
十
七
日
の
夜
、

結
核
の
た
め
に
ト
シ
は
没
す
る
。
み
ぞ
れ
降
る
寒
い
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト

シ
の
死
に
衝
撃
を
受
け
た
賢
治
は
「
永
訣
の
朝
」
の
三
部
作
を
書
き
、
そ
し
て

「
永
訣
の
朝
」
以
降
半
年
詩
作
な
ど
を
止
ん
だ
。
ト
シ
の
存
在
と
そ
れ
を
喪
っ

た
悲
し
み
は
賢
治
文
学
全
般
に
強
く
影
響
を
残
し
た
。
ト
シ
の
死
に
よ
り
、
賢

治
は
自
分
は
地
上
に
残
さ
れ
た
「
修
羅
」
、
ト
シ
を
失
わ
れ
た
聖
な
る
分
身
と
し

て
見
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
聖
性
の
希
求
は
個
別
希
求
（
恋
愛
）
か
ら
普
遍

的
倫
理
性
（
宗
教
情
操
）
へ
と
変
換
し
た
。

次
は
詩
「
無
声
働
突
」
の
部
分
で
あ
る
。
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わ
た
く
し
が
青
ぐ
ら
い
修
羅
を
あ
る
い
て
ゐ
る
と
き

お
ま
へ
は
じ
ぶ
ん
に
さ
だ
め
ら
れ
た
み
ち
を

叶
け
叶
剖
吋
u
d
往
か
う
と
す
る
か

同
州
司
寸
寸
は
叶
引
叶
寸
廿
叫
日
川
叫
羽
叫
J
1
の
わ
た
く
し
が



あ
か
る
く
つ
め
た
い
精
進
の
み
ち
か
ら
か
な
し
く
つ
か
れ
て
ゐ
て

毒
草
や
蛍
光
菌
の
く
ら
い
野
原
を
た
だ
よ
ふ
と
き

お
ま
へ
は
ひ
と
り
ど
こ
へ
行
か
う
と
す
る
の
だ

「
魂
の
同
行
者
」
の
希
求
の
非
成
就
は
、
賢
治
を
さ
ら
な
る
孤
独
の
奈
落
へ

と
突
き
落
し
た
。
個
人
的
な
恋
愛
（
肉
体
的
な
恋
愛
、
そ
し
て
精
神
的
な
恋
愛
）

の
挫
折
は
賢
治
の
意
識
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
。
個
に
愛
を
求
め
る
の
で
は
な

く
全
体
を
愛
す
ー
ー
ー
賢
治
は
「
み
ん
な
の
ま
こ
と
の
幸
福
」
を
願
う
宗
教
的
な

愛
の
求
道
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

七

自
己
無
化
志
向

結
核
と
い
う
死
病
に
よ
り
己
は
遺
伝
子
を
残
す
に
不
適
合
で
あ
る
と
い
う
肉

体
の
悩
み
を
抱
え
、
賢
治
は
自
身
の
存
在
意
義
と
価
値
を
再
考
し
、
童
話
制
作

に
そ
れ
を
求
め
た
。
し
か
し
賢
治
の
文
学
活
動
は
そ
の
熱
心
さ
も
あ
え
な
く
、

世
間
に
認
め
ら
れ
ず
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。
肉
体
の
悩
み
の
た
め
に
生
じ
た

孤
独
を
埋
め
よ
う
と
探
し
た
魂
の
同
行
者
も
得
る
こ
と
叶
わ
ず
、
さ
ら
に
深
い

孤
独
と
慎
悩
を
抱
え
賢
治
は
一
人
き
り
で
修
羅
の
道
を
歩
ん
だ
。
賢
治
が
求
め

る
も
の
は
み
な
賢
治
の
手
を
す
り
抜
け
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

誰
に
も
必
要
と
さ
れ
ぬ
無
価
値
な
自
分
は
い
っ
そ
無
で
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い

う
賢
治
の
悲
嘆
は
自
己
無
化
志
向
と
し
て
多
く
の
作
品
の
底
流
と
な
っ
た
。

詩
集
「
春
と
修
羅
」
に
収
め
ら
れ
た
「
小
岩
井
農
場
」
の
つ
ハl
ト
一
」
ス

ー
ト
四
」
「
パl
ト
九
」
を
整
理
し
て
み
る
。
大
正
十
三
一
年
（
一
九
二
四
年
）
に
出

版
さ
れ
た
当
時
の
初
版
本
と
、
賢
治
が
手
元
に
置
き
後
に
手
入
れ
し
た
宮
津
家

本
を
比
較
す
る
と
後
者
で
は
一
部
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

宮
津
家
本
で
は
、
み
ん
な
の
輸
の
中
か
ら
「
わ
た
く
し
」
が
消
失
し
、
魂
の

同
行
者
の
希
求
の
テ
！
マ
さ
え
削
ら
れ
て
い
る
。
「
み
ん
な
」
か
ら
歓
待
さ
れ
る

「
わ
た
く
し
」
は
居
ら
ず
、
「
み
ん
な
」
の
幸
福
に
は
「
わ
た
く
し
」
は
数
え
ら

れ
て
い
な
い
。
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
も
「
わ
た
く
し
」
の
道
連
れ
と
な
っ
て
く

れ
る
者
も
い
な
い
。
孤
独
は
よ
り
強
調
さ
れ
、
賢
治
の
抱
え
る
悲
し
み
は
自
己

無
化
志
向
と
し
て
作
品
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

}\ 

賢
治
の
女
性
観
・
恋
愛
観
・
結
婚
観
の
変
遷
の
ま
と
め

次
は
「
業
の
は
な
び
ら
」
詩
群
（
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
十
月
頃
）
の
草

稿
「
産
業
組
合
青
年
会
」
（
第
二
葉
）
で
あ
る
。
賢
治
の
悲
し
い
「
恋
」
の
変
遷

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
恋
」
は
初
恋
の
淡
い
感
傷
で
あ
り
、

「
魂
の
同
行
者
」
の
希
求
で
あ
り
、
宗
教
情
操
の
求
道
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
挫

折
し
て
虚
無
に
襲
わ
れ
る
賢
治
の
悲
痛
を
、
読
む
者
に
感
じ
さ
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
詩
で
あ
る
。

η
δ
 

っ
“

び
し
ゃ
び
し
ゃ
の
寒
い
雨
に
ぬ
れ

か
す
か
な
雲
の
蛍
光
を
た
よ
り
な
が
ら

こ
ん
や
わ
た
く
し
、
が
剥
リ
寸
あ
る
い
て
ゐ
る
も
の
は

い
っ
と
も
し
ら
ぬ
判
制
叫
叫
斗
引
叫

材
叫
川
瑚
引
川
刷
剰
で
あ
る

ま
こ
と
に
わ
た
く
し
は
こ
の
ま
よ
な
か
の

杉
ゃ
い
ち
ゐ
に
固
ま
れ
て

ほ
の
か
に
睡
る
い
ち
い
ち
の
棟
を



つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
と
数
へ
な
が
ら

ど
こ
か
ら
と
も
わ
か
ら
な
い
稲
の
か
ほ
り
に
漂
ひ

っ
か
れ
た
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
や
水
の
肱
き

ま
た
じ
ぶ
ん
と
ひ
と
と
も
わ
か
ず

水
た
ま
り
や
泥
を
わ
た
る
建
音
を

遠
く
の
そ
ら
に
聞
き
な
が
し

か
ら
松
が
風
を
冴
え
冴
え
と
し

銀
ど
ろ
が
雲
一
を
乱
し
て
ひ
る
が
え
る
な
か
に

赤
い
鬼
げ
し
の
花
を
燃
し

黒
い
す
も
も
の
実
を
も
ぎ
る

胡
叶
寸
叶
リ
川
叶
け
叶M
Mの

な
に
か
無
心
に
語
っ
て
ゐ
る

明
引
川
ゴ
け
同
叫
剖
付
剖
村
剖

倒
到
叫
叶
叶
吋
剥
叫
羽
汁
叶

こ
の
ま
っ
黒
な
松
の
並
木
を

は
て
な
く
ひ
と
り
た
ど
っ
て
来
た

あ
〉
材
叶
d
u
叫
剥
叶
引
叫
叫
叫

材
叶
叶
叫
剖
寸
刈
叶
寸
叶
別
問
討
材
叶
羽
引
制
叫
と

わ
た
く
し
が
東
の
そ
ら
に

声
高
く
叫
ん
で
問
へ
ば

そ
こ
ら
の
黒
い
林
か
ら

噺
る
や
う
な
う
つ
ろ
な
声
が

ひ
と
き
れ
の
木
だ
ま
を
か
へ
し

じ
ぶ
ん
の
恋
を
な
げ
う
つ
も
の
は

叶
州
寸
削
剥
剖
剥
叶
引
と

さ
び
し
く
叫
剖
川
肱
い
て

来
た
方
を
ふ
り
か
へ
れ
ば

並
木
の
松
の
残
像
が

ほ
の
じ
ろ
く
空
に
ひ
か
っ
た

賢
治
の
女
性
観
・
恋
愛
観
・
結
婚
観
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
を
こ

れ
ま
で
に
検
証
し
て
き
た
。
そ
の
ま
と
め
を
次
に
整
理
し
て
お
く
。

－
童
話
作
品
に
共
通
す
る
「
修
げ
な
ヒ
ロ
イ
ン
像
」
の
ルl
ツ
は
特
別
視
さ
れ

た
初
恋
の
非
成
就
の
経
験
と
妹
ト
シ
の
姿
に
あ
っ
た
。

－
自
身
の
結
核
の
発
病
か
ら
、
肉
体
的
な
も
の
か
ら
精
神
的
な
も
の
へ
と
大
き

く
結
婚
観
・
恋
愛
観
が
変
化
し
た0

・
個
人
的
な
恋
愛
の
挫
折
か
ら
、
個
へ
の
愛
で
な
く
「
み
ん
な
の
ほ
ん
と
う
の

幸
福
」
を
願
う
全
体
愛
の
思
想
へ
と
転
換
し
、
さ
ら
に
賢
治
自
身
は
自
然
と
の

同
化
希
求
を
持
つ
に
至
っ
た
。

－
独
身
主
義
・
禁
欲
主
義
の
中
で
女
性
観
が
、
想
の
「
修
げ
な
ヒ
ロ
イ
ン
像
」

と
避
け
る
べ
き
「
生
々
し
き
女
」
に
二
極
化
し
た
。
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宮
津
賢
治
論
恋
愛
・
結
婚
観
の
変
遷
と
童
話
作
品
へ
の
反
映
（
下
）
で
は
こ
れ

ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
童
話
「
シ
グ
ナ
ル
と
シ
グ
ナ
レ
ス
」
を
読
み

解
く
こ
と
と
す
る
。



『春と修量J （初版本） 「春と修羅』（富津家本）

小岩井農場パートー 小岩井農場パ｝トー

あすこなら空気もひどく明瞭で あすこは空気も明瞭で5

樹でも州でもみんな幻燈だ 樹でも州でも幻燈だ

もちろんおきなぐさも咲いてゐるし おきなぐさも咲いてゐゃうし

野はらは黒ぶだう酒しゅのコップもならべて きみかげさうもぎっしりだ

わたくしを歓待するだらう

（略） （略）

ひらっとわたくしを通り越す ひらつと横を行き過ぎる

みちはまっ黒の腐植土で みちはまっ黒の腐植土で

雨あまあがりだし弾力もある 雨あまあがりだし弾力もある

馬はピンと耳を立て 馬はピンと耳を立て

その端はじは向ふの青い光に尖り その端はじは向ふの青い光に尖り

いかにもきさくに馳けて行く いかにもきさくに馳けて行く

うしろからはもうたれも来ないのか

（略）

汽車からおりたひとたちは

さっきたくさんあったのだが

みんな丘かげの茶褐部落や

繋つなぎあたりへ往くらしい

西にまがって見えなくなった

小岩井農場パ｝ト悶 小岩井農場パ｝ト限

いまこそおれはさびしくない いまこそおれはさびしくない

たったひとりで生きて行く たったひとりで生きて行く

こんなきままなたましひと

たれがいっしょに行けゃうか

大ぴらにまっすぐに進んで 大ぴらにまっすぐに進んで

それでいけないといふのなら それでいけないといふのなら

田舎ふうのダブルカラなど引き裂いてしまへ 田舎ふうのダブルカラなど引き裂いてしまへ

小岩井農場パート九 小岩井農場パート九

いま疲れてかたちを更へたおまへの信仰から いま疲れてかたちを更へたおまへの信仰から

発散して酸えたひかりの澱だ 発散して酸えたひかりの澱だ

ちいさな自分を害rjることのできない

この不可思議な大きな心象宙宇のなかで

もしも正しいねがひに燃えて

じぶんとひとと万象といっしょに

至上福しにいたらうとする まことの福しにいたらうとする

それをある宗教情操とするならば それを一つの宗教風の情操であるとするならば
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そのねがひから砕けまたは疲れ ｜そのねがひから砕けまたは疲れ

じぶんとそれからたったもひとつのたましひと ｜じぶんとそれからたったもひとつのたましひと

完全そして永久にどこまでもいっしょに行かう｜完全そして永久にどこまでもいっしょに行かうと

とする ｜する

この変態を恋愛といふ

（略）

もうけっしてさびしくはない

なんべんさびしくないと云ったとこで

またさびしくなるのはきまってゐる

けれどもここはこれでいいのだ

すべてさびしさと悲傷とを焚いて

ひとは透明な〔軌〕道をすすむ

ラリツクス ラリツクスいよいよ青く

雲はますます縮れてひかり

主主iムI主かっきりみちをまがる

この変態を恋愛といふ

（略）

もうけっしてさびしくはない

なんべんさびしくないと云ったとこで

またさびしくなるのはきまってゐる

けれどもここはこれでいいのだ

すべてさびしさとを焚いて

ひとは透明な〔軌〕道をすすむ

ラリツクス ラリツクス いよいよ青く

雲はますます縮れてひかり

かっきりみちは東へまがる
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。
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潤
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。
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。
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『
放
浪
記
』

か
ら
見
る
林
芙
美
子
像
の
変
遷

ー
ー
ー
映
画
・
演
劇
を
視
座
と
し
て
｜
｜

は
じ
め
に

林
芙
美
子
は
、
一
生
を
通
じ
て
社
会
の
底
辺
に
生
ま
れ
、
つ
つ
ま
し
く
暮
ら

す
市
井
の
人
間
た
ち
を
愛
し
続
け
た
作
家
で
あ
る
。
貧
し
い
か
ら
と
い
っ
て
絶

望
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
「
貧
し
さ
」
を
当
り
前
の
日
常
と
し
て
小
説
の

中
に
組
み
込
み
、
と
き
に
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
。
芙
美
子
自
身
、
関
東
大

震
災
を
体
験
し
、
戦
争
を
直
視
し
、
そ
し
て
戦
後
の
混
乱
期
を
肌
で
感
じ
、
い

く
つ
も
の
波
乱
を
乗
り
越
え
て
き
て
い
る
。
苦
難
の
日
々
を
自
分
の
カ
で
生
き

抜
い
て
き
た
強
い
女
性
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
底
辺
の
女
性
た
ち
を
描
き
続
け
て
き

た
林
芙
美
子
の
小
説
に
は
、
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
も
通
じ
る
も
の
を
見

出
せ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
一
っ
と
し
て
、
『
放
浪
記
』
が
あ
る
。
林
芙
美
子
『
放
浪
記
』
は
、
森
光

子
が
主
演
し
た
演
劇
と
し
て
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
演
劇
だ
け
か
と

言
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
過
去
、
映
画
や
テ
レ
ビ
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

高

実

藤

代

と
だ
。
私
は
過
去
に
何
度
も
映
像
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。
現

在
の
視
覚
化
さ
れ
た
『
放
浪
記
』
と
昔
の
視
覚
化
さ
れ
た
『
放
浪
記
』
で
は
、

何
処
が
ど
う
違
う
の
か
。
ま
た
映
像
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
人
々
が
持
つ
芙
美
子

の
印
象
に
変
化
は
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
こ
の
研
究
で
解
き
明
か
し
て
い
く
。
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林
芙
美
子
と
同
時
代

林
芙
美
子
は
山
口
県
下
関
生
れ
が
主
説
と
さ
れ
る
。

一
九

O
三
年
十
二
月
三
十
一
日
生
ま
れ
と
し
て
一
行
商
人
宮
田
麻
太
郎
を
父

に
、
林
キ
ク
の
私
生
児
と
し
て
届
け
ら
れ
た
。
し
か
し
宮
田
の
商
売
が
成
功
し
、

芸
者
を
家
庭
に
入
れ
る
と
宮
田
は
母
キ
ク
と
芙
美
子
を
追
い
出
し
た
。
の
ち
離

婚
し
、
同
情
し
た
宮
田
の
番
頭
沢
井
喜
三
郎
と
キ
ク
は
結
婚
し
た
。
九
州
の
炭

坑
地
帯
を
行
商
し
て
歩
き
、
芙
美
子
は
転
校
を
重
ね
た
。
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
、

転
校
先
の
尋
常
小
学
校
を
卒
業
す
る
頃
は
広
島
県
尾
道
に
落
ち
着
い
た
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
尾
道
市
立
高
等
女
学
校
に
合
格
、
在
学
中
は
帆
布
工



場
の
夜
勤
の
女
工
を
し
た
。
一
九
一
一
一
一
年
（
大
正
十
一
）
尾
道
市
立
高
等
女
学
校

卒
業
後
、
愛
人
岡
野
軍
一
を
頼
っ
て
上
京
、
女
性
の
で
き
る
娘
り
の
職
－

4

を
転
々

と
し
、
い
わ
ゆ
る
放
浪
時
代
が
始
ま
っ
た
。
翌
年
、
大
学
を
卒
業
し
た
軍
一
は

因
島
の
工
場
に
就
職
。
家
族
の
反
対
に
あ
い
、
軍
一
は
芙
美
子
を
棄
て
た
。
失

恋
し
た
芙
美
子
は
、
日
記
を
つ
け
る
こ
と
で
傷
心
を
慰
め
た
。
こ
れ
が
『
放
浪

記
』
の
原
形
と
な
る
。

関
東
大
震
災
の
と
き
、
両
親
と
避
難
先
の
四
国
で
一
緒
に
な
っ
た
。
一
九
二

四
年
（
大
正
十
三
）
、
芙
美
子
は
単
身
上
京
、
神
田
の
市
民
座
を
や
っ
て
い
た
新

劇
俳
優
で
詩
人
の
田
辺
若
男
と
同
棲
し
た
が
、
彼
に
は
女
優
の
山
路
千
枝
子
が

い
る
こ
と
を
知
り
別
れ
た
。
本
郷
肴
町
の
南
天
堂
書
店
の
二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ア
ナ
キ
ス
ト
詩
人
萩
原
恭
次
郎
、
岡
本
潤
、
壷
井
繁
治
た
ち
と
知
り
あ
い
、

ま
た
、
友
谷
静
栄
と
「
二
人
」
と
い
う
詩
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
創
刊
。
翌
年
、

新
進
詩
人
の
野
村
吉
哉
と
同
棲
す
る
。

一
九
三
六
年
（
大
正
十
五
）
、
野
村
と
別
れ
た
芙
美
子
は
、
本
郷
コ
一
丁
目
の
大

黒
屋
と
い
う
酒
屋
の
二
階
に
間
借
り
し
て
い
た
平
林
た
い
子
と
同
居
、
一
緒
に

女
給
と
な
っ
て
働
き
な
が
ら
、
売
文
の
道
を
ひ
ら
く
た
め
に
助
け
あ
っ
た
。
芙

美
子
は
童
話
や
詩
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
手
塚
緑
敏
と
い
う
画
学
生
と

結
ぼ
れ
た
。
芙
美
子
の
ア
ナ
ー
キ
ー
な
生
活
は
よ
う
や
く
安
定
を
得
た
。
一
九

二
八
年
（
昭
和
三
）
『
女
人
芸
術
』
に
『
放
浪
記
』
を
連
載
、
好
評
を
博
し
、
一

九一二

O
年
『
放
浪
記
』
出
版
し
て
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。
続
い
て
『
続
放

浪
記
』
を
出
版
し
、
出
世
作
と
な
っ
た
。
そ
の
印
税
で
満
州
、
中
国
を
旅
行
し

た
。
そ
の
後
次
々
と
作
品
を
発
表
、
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

戦
中
は
日
支
事
変
ベ
ン
部
隊
に
従
軍
、
上
海
派
遣
八
行
っ
た
。
戦
後
は
反
戦

的
な
作
品
を
残
す
一
方
、
『
う
ず
潮
』
（
一
九
四
七
）
な
ど
の
長
編
小
説
を
発
表
。

一
九
四
コ
一
年
（
昭
和
十
八
）
、
男
児
泰
を
養
子
と
す
る
。
一
九
五

O
年
（
昭
和
二
十

五
）
屋
久
島
旅
行
に
出
た
が
、
流
行
作
家
と
し
て
の
酷
使
に
衰
弱
し
、
昭
和
二
十

六
年
六
月
二
十
八
日
心
臓
麻
療
の
た
め
急
逝
し
た
。

芙
美
子
の
人
生
は
波
乱
万
丈
と
も
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
分
人
と
の
交
流
も

多
か
っ
た
。
当
時
の
芙
美
子
を
知
る
人
の
印
象
と
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
以
下
の
文
章
や
肉
声
に
注
目
す
る
。

芙
美
子
の
異
父
姉
ヒ
デ
の
娘
で
、
芙
美
子
の
建
て
た
家
で
家
政
婦
を
し
て
い

た
林
福
江
は
、
「
叔
母
・
林
芙
美
子
の
思
い
出
」
（
「
芸
術
座
放
浪
記
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

叔
母
は
社
交
的
な
性
格
で
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
あ
る
と
き
は
お
客
さ
ま

と
お
酒
を
呑
ん
だ
り
、
自
分
で
料
理
を
し
て
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
q

お

友
達
も
い
ろ
い
ろ
訪
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
。
（
中
略
）
私
は
叔
母

に
よ
く
叱
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
性
格
が
ケ
ロ
ツ
と
し
て
い
る
人
で
し
た
。

思
っ
て
も
す
ぐ
忘
れ
て
、
『
福
江
i
』
と
呼
ば
れ
て
は
用
事
を
言
い
つ
か
っ

て
い
ま
し
た
（
笑
）
。

30 

ま
た
共
に
文
学
を
志
し
、
切
瑳
琢
磨
し
て
い
た
平
林
た
い
子
は
「
林
芙
美
子

の
霊
に
」
（
婦
人
画
報
社
「
婦
人
画
報
」
一
九
五
一
・
九
月
号
）
に
て
芙
美
子
が

亡
く
な
っ
た
時
の
悔
し
さ
を
示
す
。

貴
女
こ
そ
、
こ
の
汚
ら
し
い
人
生
を
愛
し
た
人
で
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

人
生
の
た
の
し
さ
を
知
っ
て
巾
と
丈
い
っ
ぱ
い
に
生
き
た
人
で
し
た
。
（
中

略
）
貴
女
は
い
ろ
／
＼
な
生
き
る
知
恵
を
授
け
て
下
す
っ
た
。
漬
物
の
っ

け
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
も
貴
女
で
し
た
ね
。
ク
ヌ
l
ト
・
ハ
ム
ス
ン
の

『
飢
ゑ
』
と
い
う
小
説
が
あ
る
こ
と
を
私
に
教
え
た
の
も
貴
女
で
し
た
。



あ
の
小
説
は
、
私
と
貴
女
の
心
に
革
命
を
起
し
ま
し
た
。
『
放
浪
記
』
は
た

し
か
に
そ
の
革
命
の
中
で
書
か
れ
た
小
説
で
す
。

当
時
の
文
芸
評
論
家
・
中
村
光
夫
は
、
芙
美
子
の
死
に
関
し
て
「
こ
の
才
能

が
死
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
な
け
れ
ば
も
っ
と
延
び
て
新
し
い
可
能
性
を
実
現
し

た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
場
合
に
だ
け
、
或
る
作
家
の
死
を
正
当
に
惜
し
む
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
や
う
に
非
情
な
考
へ
方
を
し
て
も
林
芙
美
子

の
死
は
惜
し
ま
れ
る
に
価
す
る
と
思
は
れ
ま
す
」
と
、
現
代
文
学
の
発
展
と
い

う
観
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
急
な
出
来
事
は
あ
ま
り
に
も
傷
ま
し
い
と
述
べ
る
。

一
方
で
は
、
川
端
康
成
が
告
別
式
の
弔
辞
に
て
「
故
人
は
自
分
の
文
学
生
命
を

保
つ
た
め
、
他
に
対
し
て
、
時
に
は
ひ
ど
い
こ
と
も
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
、
あ
と
二
、
三
時
間
も
経
て
ば
故
人
は
灰
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
死

は
一
切
の
罪
悪
を
消
滅
さ
せ
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
こ
の
際
、
故
人
を
許
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
作
家
や

周
囲
か
ら
恨
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
で
は
芙
美
子
を
悼
ん
で
ほ
し

い
川
端
の
気
持
が
強
く
表
れ
て
い
る
。

ま
た
、
林
芙
美
子
は
死
去
す
る
数
日
前
、
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
て
い
た
。
そ
の

時
に
語
っ
て
い
た
の
が
、
芙
美
子
自
身
の
人
生
観
だ
っ
た
。

い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
し
ね
、
だ
か
ら
無
駄
弾
丸
は
地
り
た
く
な
い
。

そ
の
点
で
は
非
常
に
野
心
を
持
っ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
に

共
感
を
持
た
れ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
庶
民
の
人
が
読
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
、

灰
々
し
た
も
の
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
三

ど
こ
ま
で
も
庶
民
の
生
活
に
よ
り
そ
う
作
家
と
し
て
、
最
後
の
最
後
ま
で
野

心
を
持
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

以
上
、
一
章
を
通
し
て
み
る
と
、
林
芙
美
子
は
、
放
浪
時
代
に
職
を
転
々
を

し
、
裕
福
と
は
言
え
な
い
生
活
を
送
っ
て
来
た
。
し
か
し
ど
ん
底
で
も
貧
し
く

て
も
、
決
し
て
心
ま
で
暗
く
し
な
か
っ
た
。
強
く
、
這
し
く
、
そ
し
て
懐
の
大

き
い
人
物
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

小
説
『
放
浪
記
』
と
同
時
代
の
評
価

震
災
後
の
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
に
改
造
社
が
出
版
し
た
『
現
代
日
本
文

学
全
集
』
全
六
三
巻
が
低
価
格
で
成
功
を
お
さ
め
出
版
界
で
は
円
本
ブ
l
ム
が

起
き
て
い
た
。
ま
た
震
災
後
の
復
興
の
過
程
で
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
な
ど

時
代
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
『
放
浪
記
』
の
出
版
、
林
芙
美
子
の
誕
生
は
、
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
。

小
説
『
放
浪
記
』
の
内
容
は
主
と
し
て
、
女
学
校
卒
業
後
、
上
京
し
て
の
放

浪
生
活
の
苦
し
さ
を
日
記
体
で
つ
づ
っ
た
も
の
だ
。
は
じ
め
女
性
の
文
芸
雑
誌

『
女
人
芸
術
』
に
「
秋
が
来
た
ん
だ
」
の
題
名
で
連
載
さ
れ
、
『
放
浪
記
』
は
副

題
だ
っ
た
の
が
単
行
本
に
す
る
際
に
本
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
か

ら
第
三
部
の
三
つ
か
ら
な
る
。
作
者
を
含
め
実
名
で
登
場
す
る
作
家
や
詩
人
た

ち
が
、
物
語
に
よ
り
現
実
感
を
与
え
て
い
る
が
、
虚
構
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

悲
惨
な
生
活
と
絶
望
、
そ
れ
に
抗
す
る
た
く
ま
し
さ
、
恋
愛
と
旅
な
ど
、
そ
の

後
の
芙
美
子
の
文
学
に
内
在
す
る
基
本
的
な
要
素
が
こ
の
出
世
作
に
含
ま
れ
て

いプ
Q

。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
一
部
か
ら
第
一
二
部
は
、
時
系
列
順
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
芙
美
子
が
上
京
時
に
書
い
た
五
年
間
の
雑
記
の

中
か
ら
抜
き
出
し
て
編
集
し
た
も
の
だ
。
形
式
は
第
一
部
か
ら
第
三
一
部
を
通
し

可
E
A

qδ 



て
五
年
間
を
縦
割
り
に
し
た
よ
う
な
形
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
。

次
に
、
小
説
『
放
浪
記
』
の
同
時
代
評
価
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

小
説
『
放
浪
記
』
が
出
版
さ
れ
る
と
す
ぐ
さ
ま
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

当
時
の
評
価
に
は
賞
賛
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
第
一
部
が
単
行
本
『
放
浪
記
』

に
な
っ
た
際
に
て
板
垣
直
子
は
「
林
芙
美
子
氏
の
『
放
浪
記
』
に
を
さ
め
ら
れ

る
十
五
の
短
編
は
、
そ
れ
／
＼
に
面
白
い
い
〉
も
の
許
り
で
あ
る
。
全
巻
詩
的

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
。
」
四
と
、
詩
才
を
認
め
て
い
る
。
第
二
部
に
つ
い
て

森
田
草
平
は
「
『
放
浪
記
』
に
お
い
て
は
、
作
者
は
そ
の
景
色
と
風
物
の
中
に
あ

っ
て
、
彼
女
の
生
活
を
生
活
し
て
ゐ
た
。
」
五
と
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
描
写
を

評
価
し
て
い
る
。

第
三
部
で
は
浅
見
淵
が
こ
の
作
品
の
面
白
さ
は
「
第
一
に
流
縛
物
で
あ
り
浪

漫
味
を
生
ん
で
ゐ
る
こ
と
、
し
か
も
、
そ
れ
が
自
停
で
あ
り
実
感
が
流
露
し
て

ゐ
る
こ
と
」
「
第
二
に
、
大
正
時
代
の
風
俗
が
鮮
や
か
に
出
て
ゐ
た
こ
と
」
六
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
林
暁
は
「
氏
の
ど
ん
底
時

代
の
偽
ら
ぬ
体
験
を
日
録
し
た
こ
の
作
品
は
、
そ
の
詠
嘆
の
純
粋
さ
に
お
い
て
、

氏
が
終
戦
後
発
表
し
た
数
多
く
の
小
説
ら
し
い
小
説
に
比
べ
て
は
る
か
に
僕
ら

の
心
に
も
必
む
も
の
が
あ
る
」
七
と
虚
構
を
駆
使
し
た
近
代
小
説
に
比
べ
『
放

浪
記
』
と
い
う
実
録
は
よ
り
心
に
響
く
作
品
だ
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
を
見
る
か
、
ぎ
り
、
特
に
実
感
に
伴
っ
た
詩
が
好
評
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

芙
美
子
の
詩
才
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
芙
美
子
の
生
活
が
浮
び
あ
が
っ
て
く

る
よ
う
な
作
風
が
受
け
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
共
感
さ
れ
て
い
る

の
は
、
郷
愁
や
ど
ん
底
の
暮
ら
し
の
中
で
も
生
き
て
行
く
芙
美
子
の
強
靭
な
姿

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

映
画
『
放
浪
記
』

林
芙
美
子
が
体
験
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
小
説
が
、
映
像
や
演
劇
と
い
う
眼
に

見
え
る
形
に
な
っ
た
時
、
『
放
浪
記
』
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
。
そ
の
鍵
を
紐
解

く
た
め
、
は
じ
め
に
映
画
『
放
浪
記
』
か
ら
把
握
し
て
お
き
た
い
。

映
画
と
い
う
媒
体
を
取
っ
た
と
き
、
観
客
は
画
面
上
で
次
々
と
起
こ
る
出
来

事
を
享
受
す
る
。
失
敗
す
れ
ば
何
回
も
シ

l
ン
を
取
り
直
す
こ
と
も
あ
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
完
成
さ
れ
た
作
品
を
私
達
は
見
て
い
る
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
観
客
は
登
場
人
物
や
カ
メ
ラ
、
観
客
と
し
て
の
視
点
か
ら
物
語
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
観
客
は
次
々
と
起
こ
る
事
件
を
、
様
々
な
視
点
か
ら
一
貫
し

て
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
映
画
の
特
徴
を
捉
え
た
う
え
で
、

映
画
版
『
放
浪
記
』
を
考
え
て
み
た
い
。

映
画
版
の
『
放
浪
記
』
は
三
一
つ
存
在
す
る
。
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
八
、

木
村
荘
十
二
監
督
・
夏
川
静
江
主
演
『
放
浪
記
』
。
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九

年
）
九
、
久
松
静
児
監
督
・
角
梨
枝
子
主
演
『
放
浪
記
』
。
そ
し
て
一
九
六
二
年

（
昭
和
三
十
七
年
）

0
、
成
瀬
己
喜
男
監
督
・
高
峰
秀
子
主
演
『
放
浪
記
』
で

あ
る
。ま

ず
、
修
正
前
の
第
二
部
に
当
た
る
『
続
放
浪
記
』
が
出
版
さ
れ
た
後
に
公

開
さ
れ
た
一
九
一
二
五
年
版
映
画
『
放
浪
記
』
に
つ
い
て
。
小
説
『
放
浪
記
』
の

中
で
触
れ
て
い
た
女
優
・
夏
川
静
江
の
主
演
で
あ
っ
た
。

夏
川
静
江
は
一
九
一
一

0
年
代
終
わ
り
か
ら
一
九
一
二

0
年
代
に
か
け
て
流
行
し

た
日
活
の
映
画
で
多
く
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ
て
い
る
。
演
技
は
抑
制
さ
れ
た
微

妙
な
表
情
や
動
き
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
物
語
展
開
の
中
で
社
会
の
波
に
も
ま

れ
、
も
が
き
苦
し
む
女
性
の
心
理
を
巧
み
に
表
現
し
た
。
洗
練
し
た
演
技
で
難

し
い
こ
な
す
女
優
と
し
て
賞
賛
を
得
て
い
る
。
あ
る
批
評
家
は
、
「
総
理
大
臣
の

名
前
す
ら
知
ら
な
い
尋
常
一
年
生
す
ら
名
前
を
知
っ
て
い
る
ほ
ど
ブ
ロ
マ
イ
ド

ワ
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が
売
れ
て
い
る
」
と
評
し
た
。
二

右
記
の
よ
う
に
国
民
的
人
気
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
夏
川
静
江
は
、
「
放
浪
記
と
私
」

（
改
造
社
「
改
造
」
一
九
三
五
・
一
二
）
に
て
映
画
化
に
つ
い
て
と
林
芙
美
子

の
印
象
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

林
芙
美
子
さ
ん
の
役
に
扮
す
る
事
は
今
迄
に
私
が
か
つ
て
演
っ
た
事
も

な
い
全
く
違
っ
た
役
柄
で
有
る
だ
け
に
非
常
に
私
の
興
味
を
そ
〉
っ
た
事

は
事
実
で
あ
り
ま
す
し
、
又
こ
れ
迄
に
な
い
興
味
と
興
奮
と
を
以
っ
て
放

浪
記
を
讃
み
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
の
映
童
化
に
は
野
心
的
な
気
持
さ
へ
湧

い
て
来
た
こ
と
も
事
実
で
御
座
い
ま
す
。

『
放
浪
記
』
の
よ
う
な
ど
ん
底
で
も
力
強
く
暮
ら
し
て
い
く
活
力
の
あ
る
女

性
の
役
を
演
じ
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
野
望

を
持
っ
て
映
画
に
挑
む
夏
川
静
江
の
姿
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
林
芙
美
子
と

対
面
す
る
前
は
、
陰
気
で
暗
い
影
の
あ
る
、
い
じ
け
た
感
じ
の
す
る
人
物
だ
と

思
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
対
面
す
る
と
「
人
生
の
暗
さ
や
絶
望
的
な
重
苦

し
さ
を
描
写
し
て
い
な
が
ら
も
ど
こ
か
ゆ
と
り
の
あ
る
明
る
く
楽
天
的
な
雰
囲

気
」
だ
っ
た
と
語
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
芙
美
子
さ
ん
に
庇
盛
な
生
活
カ
と
創
作

の
熱
が
身
内
に
燃
え
て
ゐ
た
か
ら
ど
ん
な
不
幸
も
機
ね
返
し
て
し
ま
っ
た
の
」

だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。
芙
美
子
は
不
運
に
遭
っ
て
も
そ
れ
を
諦
め
、
甘
ん

じ
て
受
け
て
、
す
こ
し
も
こ
だ
わ
る
事
な
く
、
荒
い
人
生
の
波
を
た
だ
よ
う
だ

け
の
ゆ
と
り
が
心
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
夏
川
静
江
は
理
解
し
て
い
た
。

ま
た
、
芙
美
子
が
映
画
化
に
つ
い
て
公
開
前
に
寄
せ
た
一
言
葉
が
あ
る
。
「
原
作

者
の
私
が
一
番
不
安
に
恩
ひ
怖
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
筋
の
ば
ら
ば
ら
な
此
放
浪

記
が
、
映
画
で
は
ど
の
や
う
な
筋
を
持
っ
か
」
だ
っ
た
が
、
「
手
元
に
と
ゾ
け
ら

れ
た
ス
チ
ー
ル
や
、
製
作
台
本
を
見
ま
す
と
、
案
外
、
筋
が
素
直
に
運
び
、
一

カ
ッ
ト
一
カ
ッ
ト
の
写
真
に
も
、
無
理
の
な
い
こ
と
を
う
れ
し
く
」
思
っ
て
い

る
。
初
め
て
の
『
放
浪
記
』
映
画
化
な
だ
け
に
、
原
作
者
で
あ
る
芙
美
子
自
身

も
不
安
に
思
つ
て
は
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
台
本
や
撮
影
風
景
の
写
真
を
見

て
安
心
し
て
い
る
。
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
放
浪
記
に
筋
を
つ
け
る
こ
と
で
観
客
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
は
た
し
か
だ
と
自
信
を
も
っ
て
い
た
二
。

で
は
公
開
さ
れ
た
当
時
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
か
と
言
う
と
、
役
者
、

演
出
ど
ち
ら
も
受
け
付
け
な
い
意
見
、
が
見
受
け
ら
れ
た
て
一
。

夏
川
静
江
で
は
、
そ
の
気
品
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
の
理
智
の
閃
き
か
ら

い
っ
て
も
到
底
無
理
で
あ
り
、
主
人
公
の
ガ
ム
シ
ャ
ラ
な
ヤ
ケ
ク
ソ
な
甘

酸
ば
い
生
活
感
情
は
到
底
表
現
で
き
な
い
無
理
が
あ
っ
た
の
を
最
大
の
不

幸
と
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
根
本
的
に
企
画
の
失
敗
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
批
評
の
中
に
は
「
あ
の
映
画
は
、
い
ろ
い
ろ
文
句
も
出
た
に
も
か
〉

は
ら
ず
、
必
ず
し
も
不
評
で
は
な
か
っ
た
し
、
少
く
も
あ
の
座
談
会
に
出
た
連

中
は
、
あ
の
写
真
を
、
面
白
い
と
思
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
ら
う
。
」
一
間
と
い
う

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
『
放
浪
記
』
の
座
談
会
に
出
席
し
て
い
た
舟
橋
氏
の
意

見
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
公
開
前
の
映
画
の
写
真
を
み
た
だ
け
に
過
剰
な
期
待

を
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
と
一
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。
夏
川
静
江
が
い
う
よ
う
に
、

芸
術
的
に
は
成
功
し
て
も
、
大
衆
に
受
け
る
か
は
別
だ
っ
た
、
と
筆
者
は
推
測

す
る
。林

芙
美
子
の
死
後
一
二
年
後
に
作
成
さ
れ
た
の
が
一
九
五
四
年
版
映
画
『
放
浪

記
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
監
督
が
久
松
静
児
、
主
演
が
角
梨
枝
子
で
あ
っ
た
。



久
松
静
児
監
督
が
可
成
お
芝
居
風
に
演
出
し
て
い
る
。
こ
の
主
人
公
を

演
ず
る
角
梨
枝
子
も
感
情
を
に
じ
み
出
す
に
到
ら
ず
、
気
迫
が
な
い
。
出

来
上
っ
た
も
の
は
通
俗
的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
に
終
っ
て
い
る
。

な
ど
辛
口
な
評
価
が
見
受
け
ら
れ
た
一
五

O

当
時
、
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
東

南
ア
ジ
ア
映
画
祭
（
現
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
映
画
祭
）
参
加
作
品
だ
っ
た
の
だ
が
、

他
の
出
展
作
品
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
印
象
が
あ
る
。

そ
し
て
現
在
よ
く
流
通
し
て
い
ー
る
の
が
一
九
六
二
年
版
映
画
『
放
浪
記
』

で
あ
る
。
こ
の
映
画
を
担
当
し
た
成
瀬
・
高
峰
コ
ン
ビ
は
、
当
時
の
映
画
界
で

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
成
瀬
巳
喜
男
監
督
は
林
芙
美
子
作
品
を
多

く
手
掛
け
て
い
る
こ
と
で
有
名
だ
。
成
瀬
は
平
凡
な
市
井
の
人
物
た
ち
の
喜
怒

哀
楽
を
リ
ア
ル
に
き
め
細
か
く
描
く
こ
と
に
か
け
て
は
天
才
的
で
あ
っ
た
。
派

手
な
演
出
を
嫌
い
、
さ
り
げ
な
い
表
現
の
う
ち
に
心
情
が
に
じ
み
出
て
く
る
こ

と
を
求
め
た
一
六
。

高
峰
秀
子
は
『
放
浪
記
』
映
画
化
に
向
け
、
参
考
の
た
め
に
、
戦
前
の
林
芙

美
子
の
写
真
を
出
来
る
だ
け
見
、
生
前
の
彼
女
を
知
っ
て
い
る
人
々
か
ら
し
ゃ

べ
り
方
や
癖
、
人
柄
な
ど
を
聞
い
て
回
っ
た
。
そ
う
し
て
作
り
上
げ
た
高
峰
の

ふ
み
子
像
が
、
次
の
六
点
で
あ
る
。

1 

『
放
浪
記
』
以
前
の
ふ
み
子
は
ご
く
普
通
の
女
性
で
、
も
の
を
書
い
て

も
、
現
代
の
投
書
婦
人
程
度
、
ま
た
は
大
人
の
綴
方
教
室
。

明
る
さ
は
常
に
「
心
の
暗
さ
」
か
ら
出
し
、
空
虚
さ
と
や
け
っ
ぱ
ち
さ

が
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
。

無
意
識
の
う
ち
の
心
の
潔
癖
さ
。
若
い
女
ら
し
い
、
文
学
へ
の
あ
こ
が

れ
、
美
し
い
も
の
へ
の
あ
こ
が
れ
（
男
性
の
容
貌
も
ふ
く
め
て
）

2 3 

4 

人
間
臭
さ
。
美
と
醜
は
表
現
し
て
も
、
下
品
と
紙
一
重
で
抑
え
る
こ
と
。

終
始
、
自
分
が
美
し
く
な
い
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
重
大
な
影
響

を
持
つ
作
品
だ
か
ら
、
絶
対
に
美
人
に
写
ら
な
い
こ
と
。
美
し
さ
は
容

姿
以
外
の
も
の
で
出
す
こ
と
。

初
め
は
泥
臭
い
少
女
で
も
『
放
浪
記
』
出
版
か
ら
ラ
ス
ト
に
か
け
て
、

き
た
え
ら
れ
た
一
種
の
人
格
と
品
を
出
す
こ
と
。
一
七

（
傍
点
原
文
マ
マ
）

5 6 こ
の
時
の
評
価
と
し
て
は
「
貧
乏
を
描
い
て
も
あ
わ
れ
や
悲
し
さ
だ
け
で
な

く
、
ど
き
っ
と
さ
せ
る
も
の
や
厳
粛
な
も
の
が
ほ
し
い
。
成
瀬
・
高
峰
の
コ
ン

ビ
に
よ
る
水
準
以
上
の
作
品
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
も
の
足
り
な
い
。
」
一
八
と
い

っ
た
評
価
や
「
本
物
の
林
芙
美
子
さ
ん
に
似
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
数

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

暗
く
、
や
ぼ
っ
た
い
人
物
が
『
放
浪
記
』
の
ヒ
ッ
ト
を
足
掛
か
り
と
し
て
た

く
ま
し
い
人
間
と
な
っ
て
い
く
。
成
瀬
・
高
峰
コ
ン
ビ
で
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が

前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
制
作
側
と
観
客
側
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
お
こ
り
、

興
行
的
に
は
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

芙
美
子
が
生
き
て
い
る
特
に
制
作
さ
れ
た
一
九
一
二
五
年
版
、
さ
ら
に
芙
美
子

死
後
約
三
一
年
の
一
九
五
周
年
版
、
死
後
約
十
年
時
の
一
九
六
二
年
版
、
林
芙
美

子
の
生
存
時
の
印
象
が
色
濃
か
っ
た
だ
け
に
、
林
芙
美
子
そ
の
人
を
描
く
よ
う

に
観
客
側
が
求
め
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
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四

演
劇
『
放
浪
記
』



他
方
、
演
劇
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
。
観
客
と
役
者
が
一
空
間
に
存

在
し
て
お
り
、
ラ
イ
ブ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
撮
り
直
し
が
き
か
ず
、
そ
の

場
か
ぎ
り
の
演
技
を
観
客
は
見
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
長
い
年
月
を
か
け
て

何
度
も
公
演
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
同
じ
役
者
が
同
じ
役
を
す
る
場
合
、
老

い
や
死
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。
そ
の
際
に
よ
く
聞
く
の
が
、
肉
体
は
衰
え

る
が
、
芸
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
演
劇
で
は
役
者
と
観
客
が
同

じ
場
所
で
そ
の
場
限
り
の
一
劇
を
創
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と

し
て
、
演
劇
『
放
浪
記
』
か
ら
林
芙
美
子
像
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か

を
紐
解
い
て
み
た
い
。

菊
田
一
夫
演
出
、
森
光
子
主
演
の
こ
の
演
劇
は
今
ま
で
に
多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
た
。
一
九
六
一
年
初
演
時
、
「
こ
の
芙
美
子
を
森
光
子
が
ほ
と
ん
ど
捨
て

身
の
芸
で
演
る
。
巧
い
と
は
言
え
な
い
が
素
直
な
の
が
い
い
」
と
い
う
演
技
の

評
価
や
、
尾
道
や
女
給
部
屋
場
面
は
原
作
を
よ
く
要
約
し
て
お
り
、
こ
の
辺
り

は
脚
色
が
満
点
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
映
画
よ
り
お
お
む
ね
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
一
九
。
さ
ら
に
一
九
六
一
一
年
二
月
十
六
日
付
け
の
新
聞
に
「
女
性
客
に

変
わ
ら
ず
人
気
／
森
光
子
『
放
浪
記
』
ア
ン
コ
ー
ル
」
の
記
事
も
見
受
け
ら
れ

る。
映
画
と
演
劇
に
つ
い
て
女
優
や
脚
本
家
が
語
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を

参
考
に
、
『
放
浪
記
』
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
た
の
か
を
突
き
詰

め
る
。成

瀬
巳
喜
男
が
映
画
『
放
浪
記
』
を
ど
の
よ
う
に
撮
っ
て
い
た
か
を
知
る
手

が
か
り
と
し
て
高
峰
秀
子
の
自
伝
『
わ
た
し
の
渡
世
日
記
下
』
が
あ
る
。
こ
の

自
伝
に
は
成
瀬
、
が
高
峰
に
対
し
「
好
き
に
演
り
な
さ
い
」
と
言
っ
た
り
、
成
瀬

監
督
と
と
も
に
照
明
を
工
夫
し
、
も
っ
と
荒
び
た
肌
を
出
す
よ
う
に
と
キ
ヤ
メ

ラ
マ
ン
に
注
文
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
不
美
人
に
撮
り
直
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

は
じ
め
か
ら
『
放
浪
記
』
を
ひ
と
つ
の
文
学
作
品
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
映
画

化
に
当
た
っ
て
、
そ
の
生
き
ざ
ま
を
描
こ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
。
（
傍
点
原
文

ママ）ま
た
菊
田
一
夫
は
、
放
浪
記
の
演
劇
化
の
際
に
、
芸
術
座
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

て
以
下
の
文
を
寄
せ
て
い
る
。

劇
化
は
『
放
浪
記
』
の
順
を
追
わ
ず
『
放
浪
記
』
の
登
場
人
物
を
登
場

さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
モ
デ
ル
を
無
視
し
て
他
の
人
物
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

モ
デ
ル
問
題
を
恐
れ
る
に
あ
ら
ず
、
か
つ
て
私
の
知
っ
て
い
た
林
芙
美
子

を
通
し
て
『
放
浪
記
』
と
い
う
一
つ
の
ド
ラ
マ
を
描
き
た
か
っ
た
。

（
中
略
）
幼
な
い
頃
か
ら
幸
運
の
神
に
突
ツ
放
さ
れ
て
生
き
て
き
た
人

間
の
人
生
へ
の
処
し
か
た
は
、
時
と
し
て
〉
そ
う
で
な
い
人
に
は
理
解
で

き
な
い
こ
と
、
が
あ
り
ま
す
。
幸
福
に
育
っ
て
き
た
人
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の

実
際
の
体
験
談
す
ら
が
、
そ
ん
な
馬
鹿
気
た
こ
と
は
世
の
中
に
有
り
得
な

い
こ
と
と
し
て
瑚
笑
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
が
ち
で
す
。
そ
の
理
由
に
よ

り
、
私
は
林
芙
美
子
の
人
生
を
肯
定
し
た
『
放
浪
記
』
を
書
き
ま
し
た
。

に
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『
放
浪
記
』
を
創
作
と
し
た
う
え
で
林
芙
美
子
を
描
き
、
そ
れ
を
見
た
人
に
、

林
芙
美
子
の
人
生
を
肯
定
的
に
見
る
よ
う
に
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。

『
放
浪
記
』
を
手
掛
け
た
成
瀬
巳
喜
男
、
菊
田
一
夫
の
ど
ち
ら
と
も
林
芙
美

子
本
人
を
描
こ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
『
放
浪
記
』
の
登
場
人
物
と
し
て
の

林
芙
美
子
を
演
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
じ
姿
勢
で
『
放
浪
記
』
に
挑
ん
だ
菊
田
一
夫
と
成
瀬
巳
喜
男
。
今
ま
で
述

べ
て
き
た
映
画
と
演
劇
の
評
価
の
違
い
は
何
故
生
ま
れ
た
の
か
。
特
に
成
瀬
巳



喜
男
が
監
督
の
一
九
六
二
年
版
は
、
菊
田
一
夫
の
舞
台
脚
本
を
も
と
に
し
て
い

る
。
そ
こ
で
一
場
面
を
比
較
し
て
、
演
出
の
違
い
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

資
料
一
に
て
演
劇
『
放
浪
記
』
か
ら
あ
ら
す
じ
を
引
用
三
O
し
た
。
誤
解
が
な

い
よ
う
に
、
映
画
の
筋
と
の
主
な
違
い
を
四
つ
挙
げ
て
お
く
。

一
つ
は
、
映
画
に
は
菊
田
が
出
て
こ
な
い
こ
と
。
晩
年
の
菊
田
の
セ
リ
フ
は
、

印
刷
会
社
の
社
長
に
な
っ
た
安
岡
が
語
っ
て
い
る
。

二
つ
め
は
、
『
放
浪
記
』
に
あ
る
日
記
の
一
部
が
画
面
に
表
示
さ
れ
、
芙
美
子

役
の
高
峰
に
よ
る
独
自
が
あ
る
こ
と
だ
。

三
つ
め
は
、
芙
美
子
の
幼
少
期
が
描
か
れ
る
な
ど
、
芙
美
子
の
人
生
を
演
劇

よ
り
時
系
列
順
に
演
出
し
て
い
る
。

四
つ
め
は
、
演
劇
で
は
「
花
の
い
の
ち
は
み
じ
か
く
て
苦
し
き
こ
と
の

み
多
か
り
き
」
の
表
示
が
、
映
画
で
は
最
後
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
前
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

資
料
二
に
同
じ
一
場
面
を
筆
者
が
聞
き
取
っ
て
文
に
お
こ
し
た
も
の
が
あ
る
。

カ
フ
エ
ー
に
来
た
土
建
屋
の
田
村
た
ち
が
、
「
カ
フ
エ
ー
の
女
給
は
コ
一
十
五
銭
で

淫
売
を
す
る
」
と
馬
鹿
に
し
、
芙
美
子
が
怒
る
場
面
を
取
り
上
げ
た
。

演
劇
は
、
観
客
と
役
者
が
同
一
の
場
所
に
い
る
た
め
、
会
場
の
笑
い
声
が
劇

の
雰
囲
気
を
コ
ミ
カ
ル
に
し
て
い
る
。
役
者
の
身
振
り
手
振
り
も
大
げ
さ
で
、

コ
ミ
カ
ル
さ
を
さ
ら
に
引
き
立
て
て
い
る
。
セ
リ
フ
と
セ
リ
フ
の
テ
ン
ポ
が
よ

く
、
観
る
人
が
そ
の
場
に
い
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
る
。
森
光
子
演
じ
る
芙
美
子

も
、
ど
こ
か
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
か
わ
い
げ
が
あ
る
。

一
方
映
画
は
、
始
終
緊
張
の
張
っ
た
シ

1
ン
で
あ
る
。
特
に
芙
美
子
の
ア
ッ

プ
が
多
用
さ
れ
、
迫
真
に
迫
っ
た
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
芙
美
子
の
セ
リ
フ
が

重
く
、
芙
美
子
の
人
生
観
を
感
じ
さ
せ
る
。
高
峰
秀
子
演
じ
る
芙
美
子
は
、
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
あ
る
、
捨
て
鉢
な
と
こ
ろ
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
雰
囲
気
の
違
い
、
芙
美
子
の
演
じ
方
の
違
い
が
、
決
定
的
な
評
価
の
差

を
つ
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

演
劇
が
好
評
を
博
し
た
結
果
、
一
九
七
一
年
、
十
年
ぶ
り
に
演
劇
『
放
浪
記
』

が
再
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
再
演
以
降
、
二

O
二
一
年
ま
で
公
演
し

続
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
批
評
内
容
が
時
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
徐
々

に
変
化
し
て
い
く
。

五

演
劇
『
放
浪
記
』
を
支
え
た
森
光
子

森
光
子
は
一
九
二

O
年
（
大
正
九
）
五
月
九
日
、
京
都
の
三
条
大
橋
の
す
ぐ

近
く
で
生
ま
れ
た
。
母
は
祇
園
の
芸
妓
で
、
父
は
京
都
帝
大
（
現
京
都
大
学
）

の
学
生
だ
っ
た
。
母
は
反
対
を
押
し
切
り
「
私
生
児
」
と
し
て
光
子
を
生
ん
だ
。

十
三
一
歳
の
時
、
母
が
結
核
で
、
父
も
が
ん
で
死
ぬ
。
そ
こ
で
食
べ
て
い
く
た
め

の
手
段
と
し
て
、
十
四
歳
で
女
優
に
な
っ
た
。

十
八
歳
に
な
る
こ
ろ
に
は
娘
役
と
し
て
多
く
の
映
画
に
出
演
し
た
。
二
十
一

歳
、
戦
時
中
に
歌
手
を
目
指
し
て
陸
軍
の
満
州
慰
問
団
に
参
加
し
た
。
千
地
慰

問
先
の
南
京
で
既
に
肺
浸
潤
性
疾
患
を
患
っ
て
い
た
。

二
十
九
歳
の
秋
に
秋
に
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
、
約
三
年
間
芸
能
活
動
を
休
止
、

京
都
山
科
で
、
闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
大
阪
へ
戻
り
、
仕
事
復
帰
の

準
備
を
始
め
る
が
、
森
を
待
っ
て
い
た
の
は
芸
能
界
の
厳
し
い
現
実
だ
っ
た
。

よ
う
や
く
こ
ぎ
つ
け
た
ラ
ジ
オ
出
演
で
人
気
を
得
、
徐
々
に
顔
と
名
を
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
三
十
八
歳
の
時
に
菊
田
一
夫
の
誘
い
で
東
京
へ
行
く
。
「
花
の
れ
ん
」

で
東
京
・
芸
術
座
初
舞
台
。
四
十
歳
で
芸
術
座
「
が
し
ん
た
れ
」
に
て
林
芙
美

チ
役
を
演
じ
た
。
翌
年
『
放
浪
記
』
初
演
が
決
定
し
、
林
芙
美
子
役
に
抜
擢
さ
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れ
る
。
初
演
か
ら
十
年
の
問
、
順
調
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
、
再
演
以
降
『
放

浪
記
』
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
据
え
る
よ
う
に
な
る

九
十
二
歳
、
肺
炎
に
よ
る
心
不
全
の
た
め
東
京
都
内
の
病
院
で
死
去
。

林
芙
美
子
と
似
た
境
遇
に
置
か
れ
た
森
光
子
だ
っ
た
が
、
持
ち
前
の
謙
虚
さ

と
粘
り
強
さ
で
生
き
て
き
た
の
だ
っ
た
。

前
章
に
て
、
演
劇
は
役
者
の
老
い
が
問
題
に
な
る
が
、
芸
で
カ
バ
ー
を
す
る

と
い
う
こ
と
に
触
れ
た
。
森
光
子
も
例
に
も
れ
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
数
々
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
演
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
動
の
変
化
が
み
ら
れ
る
の
だ
。

例
え
ば
初
演
時
に
は
「
は
じ
め
て
の
主
役
で
す
し
、
林
さ
ん
を
知
っ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
わ
さ
な
い
で
や
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が

・
：
」
－
一
一
と
言
っ
て
い
る
。
林
芙
美
子
そ
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
見
て
取
れ
る
。
当
時
は
脚
本
の
持
つ
味
が
充
分
分
か
ら
ず
、

主
役
と
言
う
だ
け
で
肩
に
カ
が
入
っ
て
脚
本
を
読
む
力
も
余
裕
も
な
か
っ
た
と

振
り
返
っ
て
い
る
三
一
。

そ
し
て
再
演
時
に
は
「
体
当
り
で
生
き
た
林
芙
美
子
さ
ん
を
表
現
す
る
に
は
、

か
ら
だ
を
張
る
よ
り
あ
り
ま
せ
ん
も
の
」
一
こ
と
、
こ
こ
で
も
や
は
り
芙
美
子
の

イ
メ
ー
ジ
優
先
の
気
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
九
四
年
一
二

O
O回
を
迎
え
た
際
に
は

私
は
せ
り
ふ
を
今
の
時
代
の
テ
ン
ポ
で
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

す
ご
く
早
い
ん
で
す
。
真
ん
中
で
プ
レ
ス
（
息
）
し
な
い
で
一
息
で
言
う
。

一一四

さ
ら
に
二

O
O四
年
に
は
明
ら
か
に
演
じ
る
上
で
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
。

芙
美
子
は
貧
し
い
人
の
味
方
だ
と
観
て
い
た
お
客
さ
ん
が
、
あ
ら
！
、

こ
ん
な
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
！
っ
て
、
引
い
て
ゆ
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

心
配
で
『
バ
カ
ヤ
ロ
ー
っ
て
言
っ
て
お
や
り
よ
』
を
、
な
る
べ
く
控
え
め

に
言
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
お
客
さ
ん
に
嫌
わ
れ
た
く
な
く
て

い
ま
で
は
『
パ
カ
ヤ
ロ

l
！
』
っ
て
強
く
言
っ
た
方
が
、
人
間
ら
し
い

ん
だ
と
思
っ
て
、
は
っ
き
り
言
っ
て
い
ま
す
－
五

観
客
に
合
わ
せ
て
林
芙
美
子
を
演
じ
る
と
い
う
よ
り
、
時
代
に
合
わ
せ
て
人

間
と
い
う
も
の
を
演
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

観
客
に
も
あ
る
種
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
『
放
浪
記
』
一

0

0
0回
公
演
の
舞
台
裏
」
に
て
、
森
光
子
が
思
い
出
を
語
る
部
分
が
あ
る
。
「
何

回
も
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
女
子
大
生
の
時
に
初
演
を
見
て
、

何
年
か
経
っ
て
ま
た
ご
ら
ん
に
な
り
、
『
私
は
、
あ
の
暗
い
夫
婦
喧
嘩
の
場
面
が
、

と
て
も
嫌
で
不
愉
快
で
し
た
。
で
も
、
あ
れ
か
ら
結
婚
し
て
子
供
が
で
き
ま
し

た
ら
、
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
』
と
」
。
こ
れ
は
夫
婦
の
聞
に
溝
が
深

く
な
っ
て
、
言
葉
の
役
げ
つ
け
あ
い
に
な
る
。
互
い
に
傷
つ
け
あ
い
、
決
定
的

な
言
葉
ま
で
言
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
場
面
だ
。
初
め
は
嫌
で
不
愉
快
だ
っ
た

場
面
が
、
人
生
経
験
を
積
ん
で
新
た
に
見
る
と
そ
の
場
が
好
き
に
な
っ
た
と
い

う
。
観
客
が
自
分
の
人
生
と
比
較
し
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
を
あ
て
は
め
て
、
共

感
を
生
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
森
光
子
は
「
演
じ
る
私
も
、
見
て
く
だ
さ
る
お
客

様
も
、
一
緒
に
成
長
し
て
い
っ
た
」
一
長
と
表
現
し
て
い
る
。

時
代
が
す
す
む
に
つ
れ
、
評
価
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
新
聞

記
事
を
比
較
し
て
検
証
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
一
九
六
一
年
に
、
「
脚
色
は
、
『
放

浪
記
』
が
す
ん
だ
あ
と
で
の
、
出
世
後
の
芙
美
子
の
心
境
に
触
れ
て
い
る
が
、
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こ
こ
を
も
っ
と
描
き
込
ん
だ
ら
ホ
ン
ト
の
『
現
代
劇
』
に
な
ろ
う
」
－
記
と
い
っ

た
劇
評
や
、
演
技
の
評
価
。
ま
た
別
の
記
事
で
は
森
光
子
の
演
技
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。
一
九
七
一
年
の
再
演
時
に
は
、
森
の
評
価
と
共
に
「
演
劇
の
見

事
な
勝
利
だ
」
一
瓦
と
演
劇
の
効
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

一
九
七
四
年
で
は
森
の
進
歩
に
つ
い
て
触
れ
、
他
の
役
者
の
演
技
に
も
一
言

加
え
て
い
る
。
一
九
八
九
年
の
日
本
経
済
新
聞
で
は
「
森
が
演
じ
る
芙
美
子
は

け
な
げ
で
明
る
く
、
愛
す
べ
き
女
」
－
7

九
と
あ
る
。

二
O
O三
年
は
「
今
は
彼
女
の
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
や
醜
い
部
分
も

直
視
し
、
表
現
す
る
。
そ
こ
か
ら
に
じ
み
出
る
作
家
の
孤
独
感
と
す
ご
み
は
、

見
る
人
び
と
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。
森
の
成
長
が
芙
美
子
像
を
膨
ら
ま

し
た
」
三
0
0

二
O
一
二
年
日
本
経
済
新
聞
で
は
「
こ
こ
に
描
か
れ
た
林
芙
美
子
の
生
涯
は
、

そ
の
大
半
が
賑
難
辛
苦
に
つ
き
て
い
る
の
だ
が
、
作
・
演
出
に
あ
た
う
た
菊
田

一
夫
も
、
芙
美
子
に
扮
し
た
森
光
子
も
、
お
な
じ
よ
う
な
自
分
の
『
放
浪
記
』

を
持
っ
て
い
た
」
三
一
と
は
っ
き
り
と
森
光
子
の
人
生
と
演
劇
『
放
浪
記
』
に
で

て
く
る
林
芙
美
子
の
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

演
劇
『
放
浪
記
』
の
評
価
が
森
光
子
主
体
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
、
観

る
側
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
。
二

O
二
一
年
、
森
光
子
が
死
去
し
た
際
、

評
論
家
の
矢
野
誠
一
氏
は
「
舞
台
に
は
大
切
な
物
を
失
っ
た
よ
う
な
人
間
ば
か

り
出
て
く
る
。
観
客
は
自
分
の
人
生
と
向
き
合
い
、
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
す
。

菊
田
一
夫
は
林
芙
美
子
を
超
え
た
」
三
一
一
一
と
小
説
『
放
浪
記
』
か
ら
演
劇
『
放
浪

記
』
が
分
離
し
、
一
つ
の
芸
術
作
品
と
し
て
独
立
し
た
と
明
確
化
し
て
い
る
。

文
芸
評
論
家
の
尾
形
明
子
氏
は
「
森
光
子
は
大
衆
性
を
獲
得
し
た
か
わ
り
に
、

芙
美
子
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
至
る
知
性
や
深
み
を
手
放
し
」
た
一
言
一
と
分
析
す
る
。

観
客
が
生
き
て
き
た
人
生
経
験
と
、
演
劇
に
て
表
現
さ
れ
る
ふ
み
子
の
苦
労
が

共
感
を
呼
ぴ
、
さ
ら
に
芙
美
子
の
人
生
を
肯
定
す
る
脚
本
に
よ
り
本
来
の
林
芙

美
子
の
あ
く
の
強
い
部
分
が
薄
れ
、
大
衆
受
け
す
る
形
に
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

林
芙
美
子
と
同
じ
私
生
児
と
し
て
生
ま
れ
、
「
あ
い
つ
よ
り
／
上
手
い
は
ず
だ

が
／
な
ぜ
売
れ
ぬ
」
と
詠
ん
だ
ほ
ど
苦
難
を
味
わ
っ
た
森
光
子
。
四
十
一
歳
で

花
開
き
、
主
役
を
一
度
も
変
わ
る
こ
と
な
く
演
じ
続
け
た
姿
も
、
生
涯
死
ぬ
ま

で
小
説
を
書
き
続
け
た
林
芙
美
子
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

お
わ
り
に

林
芙
美
子
と
い
う
作
家
は
ど
ん
な
に
貧
し
く
て
も
、
決
し
て
心
ま
で
は
絶
望

的
に
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
貧
乏
を
あ
り
の
ま
ま

に
描
き
出
す
と
い
う
、
し
た
た
か
さ
を
も
っ
た
女
性
で
あ
っ
た
。
林
芙
美
子
が

上
京
し
て
か
ら
経
験
し
た
放
浪
時
代
を
書
い
た
『
放
浪
記
』
は
、
出
版
し
た
当

時
か
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
長
ら
く
人
々
に
愛
さ
れ
た
作
品
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

映
画
や
演
劇
と
い
っ
た
媒
体
で
何
度
も
公
開
・
上
演
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

映
画
は
だ
い
た
い
が
好
評
と
は
言
い
難
い
評
価
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
小
説

の
ふ
み
子
H
作
家
と
し
て
の
林
芙
美
子
を
過
剰
に
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。
制

作
側
と
観
客
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
引
き
起
こ
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
初
演

時
の
演
劇
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
森
光
子
の
明
る
く
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
演

技
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
再
演
以
降
、
約
五
十
年
も

の
間
二

0
0
0回
以
上
、
上
演
さ
れ
続
け
た
。
今
で
は
演
劇
『
放
浪
記
』
と
い

え
ば
森
光
子
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ほ
ど
だ
。
林
芙
美
子
の
人
生
と
森
光

子
の
人
生
が
重
ね
ら
れ
、
人
々
に
感
動
を
与
え
て
い
た
。
さ
ら
に
は
観
客
が
各
々

の
苦
労
し
た
体
験
を
も
重
ね
合
わ
せ
、
共
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
林

芙
美
子
そ
の
人
を
知
る
人
物
が
少
な
く
な
り
、
林
芙
美
子
に
「
似
て
い
る
」
「
似
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て
い
な
い
」
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。

庶
民
に
暮
ら
し
を
泥
臭
く
書
い
た
林
芙
美
子
。
彼
女
が
描
い
た
『
放
浪
記
』

は
、
今
の
移
り
変
わ
り
が
激
し
い
、
混
沌
と
し
た
時
代
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
彼
女
の
生
き
ざ
ま
は
今
な
お
演
劇
や
小
説
、
漫
画
と
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
で
私
達
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

平
林
た
い
子
は

「林
芙
美
子
」
（
新
潮
社

一
九
六
九

・
七
）
の
な
か
で
、
芙
美
子
自
身

は
五
月
に
生
ま
れ
た
と
「
放
浪
記
」
に
書
い
て
い
る
が
、
母
キ
ク
は
六
月
だ
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
、
と
記
述
し
て
い
る
。

銭
湯
の
下
足
番
、
印
刷
屋
の
工
員
、
す
し
屋
・
牛
屋
の
女
中
、
女
性
新
聞
記
者
、
株
屋

の
事
務
員
、
派
出
婦
、
毛
糸
店
の
売
り
子
、
セ
ル
ロ
イ
ド
工
場
の
キ
ュ
ー
ピ
ー
の
色
づ
け
、

小
学
新
報
社
の
帯
封
か
き
、
産
院
の
手
伝
い
人
、
カ
フ
エ
ー
の
女
給
な
ど
。
特
に
カ
フ
エ
ー

の
女
給
は
資
格
も
い
ら
な
か
っ
た
為
、
働
き
先
と
し
て
よ
く
選
ん
で
い
た
。

一
「
花
の
い
の
ち
は
み
じ
か
く
て
・
林
芙
美
子
展
生
誕
一

O
O年
記
念
」

（ア
ー

ト
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
レ
イ
二

O
O三）

四
板
垣
直
子
「
新
興
女
流
作
家
」
（
「
女
人
芸
術
」

一
九
三
0
・
九）

4

森
田
草
平
「
文
義
時
評
（
三
）
」
（「東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
三
五
・
三
）

六
浅
見
淵
「
文
整
時
評
」
（
「文
墓
首
都
」
一
九
四
八
・
十
）

七
上
林
暁
「
文
整
時
評
②
」
（
「
時
事
速
報
」
一
九
四
七

・
七）

八
改
造
社
刊
『
続
放
浪
記
』
の
出
版
後
。

九
留
女
書
店
刊

『
放
浪
記
』
の
出
版
後
。
林
芙
美
子
死
後
三
年
経
っ
て
い
る
。

。
林
芙
美
子
死
後
一

O
年
近
く
経
過
し
て
い
る
。

藤
木
秀
朗
「
増
殖
す
る
ベ
ル
ソ
ナ
映
画
ス
タ
l
ダ
ム
の
成
立
と
日
本
近
代
」
（
名
古
屋

大
学
出
版
会

二

O
O七
・
一
一
）

林
芙
美
子

「『
放
浪
記
』
の
映
画
化
に
就
い
て
」
（
改
造
社
「
文
義
」
三
、
四
号
特
別
号

一
九
三
五
）

－
「映
画
と
演
劇
新
作
画
評
H

放
浪
記

J

（
朝
日
新
聞
朝
刊

一
九
三
五
・
五
・
二
七）

四
舟
橋
聖
一
「
文
辞
時
評
（
五
）
」
（
『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三
一
五

・
六）

五
藤
井
静
「
放
浪
記
（
東
映
）
」
（
「
映
画
技
術
」

一
九
五
四

・
五）

六
佐
藤
忠
男

「日
本
の
映
画
人
｜
日
本
映
画
の
創
造
者
た
ち

l
」
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

二
O
O七
・
六
）

ヒ
注
二
二
と
同
じ

八

「淡
い
笑
い
は
あ
っ
て
も
胸
を
つ
く
も
の
が
な
い
」
（
朝
日
新
聞
夕
刊
一
九
六
二

・

一
0
・
七）

九
「
森
光
子
、
捨
て
身
の
芸
」
（
朝
日
新
聞
社
東
京
夕
刊

一
九
六

一
・
一
・
六）

0

「放
浪
記
D
V
D
B
O
X
」
の
D
V
D版
特
製
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
。

「芸
術
座
で
『
放
浪
記
』
上
演
森
光
子
が
林
芙
美
子
に
な
る
」
（
「
朝
日
新
聞
東
京
夕

刊
」

一
九
六

一
・
九

・
一九）

注
二
六
と
同
じ

－

「
森
光
子
、
十
年
ぶ
り
『
放
浪
記
』
を
再
演
」
（
「
朝
日
新
聞
東
京
夕
刊
」

一
九
七

一
・
一
・
一一

）

四
「
森
光
子
時
代
に
合
わ
せ
『
放
浪
記
』

三
十
三
年
（
聞
く
）
」
（
朝
日
新
聞
夕
刊
芸
能

一
九
九
四

・
＝
了
五
）

五
「
役
者
森
光
子
（
現
代
の
肖
像
）
」
（
週
刊
ア
エ
ラ
二

O
O四
・
一
・
一
九）

六
森
光
子

「〈
『
放
浪
記
』
一
五
O
O回
〉

女
優
と
い
う
業
を
背
負
っ
て
」

（中
央
公
論
新

社

「婦
人
公
論
」

一
九
九
九
・
九）

じ
注
二
四
と
同
じ
。

八
注
二
七
と
同
じ
。

九

「放
浪
記
！
｜
赤
擦
の
生
に
深
い
理
解
（
舞
台
）」
（日
本
経
済
新
聞
大
阪
夕
刊

N
e
x

t
関
西

一
九
八
九

・
四
・
七
）

δ

「
森
光
子

・
芸
を
求
め
て
（
歩
く
「
放
浪
記
」
の
世
界
上
）
」
（
朝
日
新
聞
夕
刊
ら

う
ん
じ

二
O
O
二
・一

0
・三）

－

「森
光
子
さ
ん
を
悼
む
、
波
測
の
昭
和
婦
人
像
を
体
現
｜
｜
評
論
家
矢
野
誠

一
氏
（
文

化
）
」
（
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
二

O
一
二
・
二

・
二ハ）

一

「放
浪
記
｜
｜
三
人
の
苦
節
、
塗
り
重
ね

（名
作
の
横
顔
）」
（
日
本
経
済
新
聞
夕
刊

O
O五
・

三
・
七
）

一－

注
三
三
と
同
じ
。
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資
料本

郷
の
下
宿
・
大
和
館
。
新
劇
俳
優
の
伊
達
春
彦
と
同
棲
し
て
い
る
林
芙

美
子
は
、
あ
る
夜
、
春
彦
の
着
物
の
挟
か
ら
一
通
の
女
文
字
の
手
紙
を
発

見
す
る
。
ほ
ど
な
く
、
ま
さ
に
そ
の
手
紙
の
女
・
日
夏
京
子
を
と
も
な
い
、

春
彦
が
帰
っ
て
く
る
。
あ
わ
て
て
押
入
れ
に
隠
れ
る
芙
美
子
だ
が
、
自
身

の
立
場
を
考
え
直
し
、
春
彦
と
別
れ
る
決
心
を
す
る
の
だ
っ
た
。

芙
美
子
は
、
＝
由
美
＝
と
い
う
名
で
神
田
小
川
町
の
カ
フ
エ
ー
「
寿
楽
」

の
女
給
を
し
て
い
た
。
冬
の
夜
、
寿
楽
の
常
連
で
土
建
屋
の
田
村
に
侮
辱

さ
れ
た
芙
美
子
は
、
の
の
し
り
返
し
、
勢
い
あ
ま
っ
て
店
を
や
め
る
こ
と

に
す
る
が
、
彼
女
の
妹
分
で
、
田
村
の
お
め
が
ね
の
悠
起
も
一
緒
に
や
め

る
と
言
い
出
し
た
。

ご
た
ご
た
の
最
中
、
店
に
詩
人
の
、
白
坂
五
郎
を
は
じ
め
と
す
る
雑
誌

「
太
平
洋
詩
人
」
の
同
人
た
ち
が
芙
美
子
を
訪
ね
て
や
っ
て
き
た
。
芙
美

子
は
、
印
刷
担
当
の
菊
田
一
夫
か
ら
詩
の
原
楕
を
依
頼
さ
れ
た
り
、
北
日
の

恋
仇
・
日
夏
京
子
と
再
会
し
た
り
。
京
子
は
今
、
同
人
の
ひ
と
り
、
上
野

山
光
晴
と
同
棲
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
、
福
地
貢
が
い
た
。
芙
美
子
は
、

ず
う
ず
う
し
く
は
っ
き
り
し
た
気
性
の
福
地
に
惹
か
れ
る
の
だ
っ
た
。

福
地
と
の
同
棲
も
う
ま
く
ゆ
か
な
く
な
っ
た
芙
美
子
は
、
心
機
一
転
、

故
郷
、
尾
道
の
実
家
に
戻
っ
た

0

・
さ
つ
そ
く
初
め
て
の
恋
人
、
香
取
恭
助

を
訪
ね
る
こ
と
に
す
る
。
因
島
の
造
船
所
で
事
務
員
を
し
て
い
る
香
取
に

は
、
す
で
に
妻
子
が
い
た
。
平
凡
な
世
間
並
み
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
彼

の
姿
に
、
芙
美
子
は
埋
め
き
れ
な
い
距
離
を
感
じ
る
の
だ
っ
た
。

実
家
で
は
、
母
の
き
し
が
、
義
父
の
嫌
作
と
暮
ら
し
て
い
る
。
身
を
中
九
川

せ
る
芙
美
子
は
、
腹
を
す
か
せ
て
歩
く
行
商
人
の
親
子
の
姿
に
、
昔
の
貧

し
か
っ
た
日
々
を
思
い
返
す
の
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
香
取
が
自
責
の
念
に

か
ら
れ
て
訪
ね
て
き
た
。
芙
美
子
は
、
自
分
も
結
婚
し
て
い
る
と
虚
勢
を

張
り
、
明
る
く
香
取
を
見
送
る
の
だ
っ
た
。

芙
美
子
が
ま
だ
福
地
と
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
一
方
で
京
子
は
白
坂
と
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
い
た
。
芙
美
子
の
世
田
谷
の
借
家
で
は
、
隣
入
の
村
野

や
す
子
が
、
芙
美
子
と
京
子
の
小
説
を
「
女
性
芸
術
」
に
紹
介
す
る
段
収

り
を
た
て
て
く
れ
て
い
た
。
ど
ち
ら
か
一
方
が
採
用
さ
れ
る
予
定
だ
。
し

か
し
、
二
人
一
緒
に
原
楕
を
編
出
部
に
届
け
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
芙
美
子

が
独
断
で
自
分
の
原
稿
の
み
を
一
足
先
に
提
出
し
た
こ
と
を
知
り
、
や
す

子
は
絶
交
を
言
い
渡
す
。
自
分
に
舞
い
込
ん
で
き
た
チ
ャ
ン
ス
を
大
切
に

す
る
余
り
の
軽
挙
が
や
す
子
に
誤
解
を
与
え
た
こ
と
に
、
芙
美
子
は
呆
然

と
な
る
。

借
家
に
印
刷
工
の
安
岡
信
雄
が
や
っ
て
く
る
。
本
郷
の
下
宿
時
代
か
ら

芙
美
子
に
想
い
を
寄
せ
て
い
た
安
岡
は
、
芙
美
子
の
頼
み
で
金
を
都
合
し

て
き
た
の
だ
。
今
、
芙
美
子
に
は
結
核
を
患
う
福
地
の
療
養
費
が
必
要
だ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
行
為
が
彼
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。
し

か
も
そ
こ
に
福
地
の
愛
人
、
間
島
時
枝
が
現
わ
れ
、
堂
々
と
福
地
の
部
屋

に
入
っ
て
ゆ
く
。

福
地
と
喧
嘩
別
れ
し
た
芙
美
子
は
、
渋
谷
の
木
賃
宿
で
暮
ら
し
て
い
た
。

画
家
の
藤
山
武
士
や
女
占
師
な
ど
、
雑
多
な
職
業
の
連
中
が
寝
泊
ま
り

す
る
中
、
芙
美
子
は
み
か
ん
箱
を
机
代
わ
り
に
原
稿
用
紙
に
筆
を
走
ら
せ

て
い
た
。

あ
る
夜
、
淫
売
狩
り
が
あ
り
、
逃
げ
込
ん
で
き
た
売
春
婦
が
芙
美
子
の
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ふ
と
ん
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
た
め
、
巻
き
添
え
を
食
っ
て
芙
美
子
も
警
察
に

捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
芙
美
子
は
、
「
女
性
芸
術
」
に
掲
戟
さ
れ
た
「
放

浪
記
j
林
芙
美
子
」
の
こ
と
が
新
聞
の
片
隅
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
た
め
、

程
な
く
嫌
疑
を
晴
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。

木
賃
宿
に
戻
り
、
「
放
浪
紀
」
が
活
字
に
な
っ
た
喜
び
に
小
躍
り
す
る
芙

美
子
に
、
取
り
巻
く
周
囲
の
空
気
は
沈
ん
で
い
る
。
芙
美
子
の
苦
境
を
助

け
よ
う
と
、
悠
起
が
田
村
に
身
体
を
売
っ
て
金
を
工
面
し
た
こ
と
を
知
っ

た
芙
美
子
は
、
衝
動
的
に
悠
起
の
頬
を
な
ぐ
っ
て
し
ま
う
o

「
放
浪
紀
」
の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
。

文
壇
の
大
御
所
を
は
じ
め
、
北
目
の
詩
の
同
人
た
ち
ゃ
、
木
賃
宿
の
仲
間

た
ち
な
ど
が
招
待
さ
れ
、
芙
美
子
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
栄
光
に
輝
く
ひ

と
と
き
で
あ
っ
た
。
喧
嘩
別
れ
を
し
た
福
地
も
旧
怨
を
忘
れ
、
『
放
浪
記
』

を
素
直
に
称
賛
し
、
芙
美
子
は
万
雷
の
拍
手
を
受
け
る
。

だ
が
京
子
は
、
芙
美
子
の
頬
を
打
ち
、
「
物
書
き
の
生
活
が
あ
さ
ま
し
く
な

っ
た
」
と
、
抗
議
の
一
矢
を
む
く
い
て
立
ち
去
る
。
呆
然
と
京
子
た
ち
を

見
送
る
芙
美
子
の
背
後
に
藤
山
が
そ
っ
と
近
寄
り
、
変
わ
ら
ぬ
誠
実
さ
で

芙
美
子
の
興
奮
を
し
ず
め
よ
う
と
す
る
の
だ
っ
た
。

清
貧
と
放
浪
の
半
生
を
経
て
、
今
や
女
流
文
壇
の
流
行
作
家
と
な
っ
た

芙
美
子
は
、
母
親
の
き
し
を
東
京
に
呼
び
寄
せ
、
良
人
の
藤
山
を
好
伴
侶

と
し
て
、
多
忙
な
文
筆
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

彼
女
の
も
と
に
、
放
浪
の
こ
ろ
の
懐
か
し
い
友
人
た
ち
が
訪
れ
て
き
た
。

作
家
と
し
て
名
を
な
し
た
菊
田
一
夫
。

印
刷
会
社
の
社
長
に
な
っ
た
安
岡
信
雄
。

白
坂
五
郎
と
死
別
し
、
そ
の
遺
言
ど
お
り
実
業
家
の
妻
と
な
っ
た
京
子
。

2

花
の
い
の
ち
は
み
じ
か
く
て
苦
し
き
こ
と
の
み
多
か
り
き
＝

そ
ん
な
想
い
を
胸
に
い
だ
く
暇
も
な
さ
げ
に
、
仕
事
に
追
わ
れ
、
疲
れ

果
て
て
机
で
寝
入
っ
て
し
ま
う
芙
美
子
。

「
お
芙
美
、
あ
ん
た
幸
せ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
」

京
子
は
そ
っ
と
語
り
か
け
、
芙
美
子
の
寝
姿
を
あ
と
に
去
っ
て
ゆ
く
。

唱
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資
料（

）
は
役
者
の
行
動
を
、
【
】
は
カ
メ
ラ
の
動
き
を
、
《
》
は
会
場
に
つ
い
て
表

し
て
い
る
。

演
劇
一
カ
フ
エ
ー
寿
楽
に
て

女
給
み
な
そ
っ
ぽ
向
く

芙
美
子
「
ば
か
や
ろ
、
鬼
は
外
（
手
に
持
っ
て
い
た
豆
を
投
げ
る
）
」

子
分
「
や
ろ
う
、
親
分
に
向
か
っ
て
ふ
ざ
け
た
こ
と
し
ゃ
が
る
と
、
た
だ
じ
ゃ

お
か
ね
え
ぞ
」

子
分
、
芙
美
子
を
投
げ
る

お
か
み
「
お
芙
美
ち
ゃ
ん
、
酔
っ
て
ん
だ
よ
、
奥
行
っ
て
お
休
み
よ
」

芙
美
子
「
ば
か
や
ろ
う
に
ば
か
や
ろ
う
っ
て
い
っ
て
ど
う
し
た
っ
て
ん
だ
よ
」

客
「
よ
、
ょ
せ
」

田
村
「
な
ん
だ
と
す
（
た
ち
あ
が
る
ご

お
か
み
「
親
分
あ
ん
た
お
よ
し
ム
な
さ
い
よ
。
泊
券
に
か
か
わ
り
ま
す
よ
。
ゆ
き

ち
ゃ
ん
（
悠
起
駆
け
寄
る
）
」

悠
起
「
親
分
よ
し
て
、
わ
た
し
が
つ
ら
い
か
ら
よ
し
て
」

田
村
「
あ
あ
、
分
か
っ
た
分
か
っ
た
い
い
ん
だ
よ
な
あ
（
悠
起
の
手
を
握
り
し

め
る
）
へ
へ
へ
（
芙
美
子
に
向
か
っ
て
）
（
中
略
）
土
木
建
築
で
な
ら
し
た
田
村

こ
う
へ
い
っ
て
ん
だ
。
仮
に
も
俺
は
こ
の
店
の
客
だ
ぞ
」

芙
美
子
「
客
な
ら
客
ら
し
く
し
ろ
い
」

お
か
み
「
芙
美
ち
ゃ
ん
！
」

《
会
場
笑
い
》

芙
美
子
「
人
聞
は
ね
（
詰
め
寄
る
）
、
人
聞
は
食
わ
な
き
ゃ
死
ん
じ
ま
う
ん
だ
よ
。

死
に
そ
う
に
な
れ
ば
五
十
銭
だ
ろ
う
が
十
銭
だ
ろ
う
が
淫
売
も
す
る
よ
。
そ
ん

な
こ
と
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
死
ん
で
し
ま
う
わ
、
て
言
っ
た
や
つ
に
死
ん
た
め
し

が
あ
る
か
よ
い
い
年
し
ゃ
が
っ
て
」
《
笑
い
》
「
い
い
年
し
ゃ
が
っ
て
人
生
の
裏

表
（
手
の
ひ
ら
を
ひ
っ
く
り
返
す
）
も
分
ら
な
い
よ
う
な
や
つ
が
大
き
な
面
す

る
な
っ
て
ん
だ
よ
（
指
さ
し
ゴ

子
分
「
こ
の
あ
ま
あ
！
（
椅
子
振
り
上
げ
る
）
」

お
か
み
さ
ん
止
め
る

全
体
叫
び
声

お
か
み
「
（
叫
ぶ
）
お
ま
わ
り
呼
ぶ
わ
よ
！
」

子
分
椅
子
下
げ
る

お
か
み
「
（
芙
美
子
み
て
）
芙
美
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
も
ね
、
今
日
限
り
で
、
お
店

や
め
て
頂
戴
！
」

学
生
一
「
お
い
！
ご
ろ
つ
き
い
！
」

学
生
二
人
登
場

田
村
「
な
ん
だ
？
」

学
生
、
悠
起
を
背
後
に
隠
す

学
生
一
「
お
ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
我
々
の
マ
ド
ン
ナ
だ
。
お
ゆ
き
ち
ゃ
ん
を
械
そ

う
と
す
る
や
つ
は
許
さ
ん
ぞ
」

学
生
二
「
（
と
め
よ
う
と
す
る
）
お
い
、
ご
ろ
つ
き
を
相
手
に
す
る
な
よ
な
」

田
村
「
ご
ろ
つ
き
だ
と
お
（
つ
め
よ
る
と
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学
生
一
「
（
威
勢
を
張
っ
て
、
声
裏
返
る
）
お
い
、
ご
ろ
つ
き
い
！
表
へ
出
ろ
お
！
」

親
分
「
よ
ー
し
、
話
つ
け
て
や
る
か
ら
、
覚
悟
し
て
か
か
っ
て
こ
い
」

お
か
み
「
親
分
！
」

親
分
、
学
生
、
女
給
た
ち
退
場

映
画
・
カ
フ
エ
ー
金
の
星

十
杯
の
お
酒
を
飲
み
干
し
て
酔
っ
ぱ
ら
う
芙
美
子

芙
美
子
「
ば
か
や
ろ
お
！
【
芙
美
子
の
上
半
身
ア
ッ
プ
｝
何
言
っ
て
や
が
ん
で

h

え
」田

村
「
な
ん
だ
こ
い
つ
は
」

お
か
み
「
芙
美
ち
ゃ
ん
」

西
原
「
ば
、
ば
か
や
ろ
う
と
は
な
ん
だ
！
」

芙
美
子
「
ば
か
や
ろ
う
に
ば
か
や
ろ
う
つ
っ
た
の
が
ど
う
し
た
の
よ
」

お
か
み
「
芙
美
ち
ゃ
ん
あ
ん
た
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
ん
だ
か
ら
、
奥
行
っ
て
お
休
み

よ」

芙
美
子
、
一
屑
抱
か
れ
て
お
い
だ
さ
れ
る
。

お
か
み
「
な
に
ぼ
や
ぼ
や
し
て
ん
だ
よ
、
い
い
か
ら
お
芙
美
ち
ゃ
ん
は
や
く
奥

へ
連
れ
っ
て
っ
て
」

女
給
た
ち
「
さ
、
い
こ
芙
美
さ
ん
」

芙
美
子
、
女
給
た
ち
を
振
り
払
う
。

芙
美
子
「
人
間
の
面
な
ん
て
の
は
上
等
か
下
等
か
本
人
が
一
番
よ
く
知
っ
て
ん

だ
。
他
人
に
言
わ
れ
な
く
た
っ
て
鏡
を
見
り
や
わ
か
る
ん
だ
い
」

田
村
「
な
に
（
立
ち
上
が
る
ご

お
か
み
「
親
分
、
と
き
ち
ゃ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ
り
で
機
嫌
な
お
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
ね
。
西
原
さ
ん
も
ね
。
さ
、
ど
う
ぞ
」

お
か
み
、
田
村
た
ち
を
な
だ
め
で
座
ら
せ
る
。

【
芙
美
子
の
シ
ョ
ッ
ト
】

芙
美
子
「
（
椅
子
に
座
っ
て
）
人
間
は
ね
え
、
人
聞
は
ね
え
食
わ
な
き
ゃ
死
ん
じ

ま
う
ん
だ
よ
。
（
田
村
を
に
ら
む
）
二
日
も
三
日
も
食
わ
ず
に
、
腹
が
減
っ
て
死

に
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
五
十
銭
だ
ろ
う
、
が
十
銭
だ
ろ
う
が
淫
売
で
も
す
る
よ
」

お
か
み
「
芙
美
ち
ゃ
ん
、
い
い
加
減
に
お
し
！
あ
ん
た
た
ち
何
し
て
ん
だ
よ
。

さ
あ
、
向
こ
う
へ
向
こ
う
へ
」

女
給
た
ち
駆
け
寄
る

芙
美
子
「
い
い
年
し
ゃ
が
っ
て
、
世
の
中
の
裏
表
も
知
ら
ね
え
奴
が
大
き
な
面

す
る
な
！
」

田
村
「
（
立
ち
上
が
り
）
こ
の
あ
ま
、
外
へ
で
ろ
！
」

芙
美
子
「
（
女
給
た
ち
を
振
り
払
っ
て
）
あ
あ
、
出
る
よ
。
出
て
ど
う
す
ん
の
さ
」

お
か
み
「
（
芙
美
子
に
寄
る
）
芙
美
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
今
日
か
ら
店
や
め
て
頂
戴
」

親
分
「
（
芙
美
子
の
胸
倉
つ
か
む
）
生
意
気
な
口
、
ゅ
う
て
！
（
投
げ
る
）
」

西
原
「
ば
っ
か
や
ろ
う
（
投
げ
る
）
」

女
給
「
（
芙
美
子
を
受
け
止
め
る
）
よ
し
て
よ
、
酔
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

親
分
「
く
そ
面
白
く
ね
え
、
帰
ろ
う
」

q
J
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お
か
み
「
あ
、
親
分
、
じ
ゃ
あ
あ
の
隣
の
か
め
ず
し
へ
席
変
え
て
飲
み
な
お
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
ょ
。
ね
、
と
き
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
親
分
の
お
供
し
て
、
ね
（
と

き
を
親
分
の
と
こ
ろ
へ
押
し
出
す
）
さ
さ
、
・
親
分
参
り
ま
し
ょ
う
。
ね
え
、
景

気
よ
く
欽
み
な
お
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
ょ
。
お
願
い
で
す
よ
：
：
：
」

お
か
み
、
と
き
と
親
分
を
背
中
を
押
し
て
退
場
さ
せ
る

【
真
正
面
に
女
給
と
芙
美
子
】

女
給
「
ば
か
に
し
て
る
よ
」

芙
美
子
「
な
に
が
親
分
で
え
」

女
給
「
ほ
ん
と
だ
よ
」
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「
滝
口
修
造
と
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
」

研
iJ荷主

プb

ー
ー
ー
日
本
へ
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
伝
播
を
中
心
に
｜
｜
｜

は
じ
め
に

私
は
か
ね
て
よ
り
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
画
家
ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
の
描
く
絵

画
が
好
き
だ
っ
た
。
日
常
の
風
景
に
漠
然
と
し
た
違
和
感
が
同
じ
空
間
に
存
在

す
る
、
人
の
手
に
よ
っ
て
現
実
の
風
景
の
中
に
空
想
を
入
り
混
ぜ
る
こ
と
の
で

き
る
絵
画
に
し
か
成
し
え
な
い
魅
力
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
マ
グ

リ
ッ
ト
の
絵
画
を
見
て
い
る
と
感
じ
る
違
和
感
は
、
時
に
よ
っ
て
不
気
味
さ
と

し
て
感
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
こ
の
不
気
味
さ
は
一
体
ど
こ
か
ら
く
る
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。
マ
グ
リ
ッ
ト
の
絵
画
に
つ
い
て
、
瀧
口
修
造
は
そ
の
絵
画
の

も
つ
不
穏
さ
を
美
術
評
論
の
形
で
指
摘
し
て
く
れ
て
い
る
。
瀧
口
修
造
は
、
『
鮫

子
の
7
の
目
』
に
お
い
て
、
「
マ
グ
リ
ッ
ト
の
絵
画
は
、
た
し
か
に
一
種
の
謎
解

き
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
」
と
表
現
し
、
マ
グ
リ
ッ
ト
の
「
大
家
族
」
（
一
九
四

七
年
）
を
取
り
上
げ
、
「
マ
グ
リ
ッ
ト
の
絵
は
今
日
そ
の
謎
が
ま
る
見
え
に
見
え

る
と
思
う
こ
と
で
愛
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
こ
に
は
そ
の
よ
う
な
あ

べ
こ
べ
の
状
況
の
運
命
を
こ
そ
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
気
配
が
あ
る
。
マ
グ
リ
ッ

ト
は
今
日
「
不
思
議
の
国
」
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
「
実
物
」

で
示
し
た
の
で
あ
る
」
と
、
そ
の
謎
の
魅
力
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
私
は
こ

手。

海

長

明

日

の
自
分
の
中
に
あ
る
「
絵
画
を
見
た
時
に
感
じ
る
何
か
」
が
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
て

特
定
の
形
を
持
た
ず
言
葉
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
瀧
口
修

造
の
言
葉
は
す
っ
と
蹄
に
落
ち
た
。
や
が
て
私
は
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
関
心

を
抱
き
、
瀧
口
修
造
が
日
本
に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
積
極
的
に
持
ち
込
ん
だ

第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

私
が
瀧
口
修
造
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
た
時
期
に
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
富
山
県
近
代
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
シ
ユ
ル
・
レ
ア
リ
ス
ム
の
企
画

展
「
ロ
マ
ン
の
系
譜
怪
奇
幻
想
玉
手
箱
ゴ
ヤ
か
ら
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
」

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
一
コ
ー
ナ
ー
に
西
欧
の
画
家
か
ら
瀧
口
修
造
へ
と
送
ら

れ
た
作
品
や
、
交
流
の
わ
か
る
手
紙
等
を
展
示
し
た
一
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

日
本
の
美
術
評
論
家
が
、
西
欧
画
家
た
ち
と
も
幅
広
く
交
遊
関
係
を
持
ち
、
作

家
自
ら
作
品
を
贈
る
よ
う
な
間
柄
で
あ
る
こ
と
に
私
は
驚
き
、
そ
の
人
物
に
興

味
を
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
修
造
自
身
の
守
備
範
囲
は
詩
か
ら
美
術
ま
で

と
幅
広
く
、
専
門
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
で
、
交
流
の
あ
っ
た
画
家
に
も

シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
が
多
い
。
私
は
修
造
に
共
感
を
抱
い
た
。
修
造
は
な
ぜ
シ

ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
に
行
き
つ
い
た
の
か
。
彼
は
日
本
に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
美
術
を
持
ち
込
む
こ
と
で
一
体
何
を
期
待
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
私
は
彼

F
h
u
 

A
せ



に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

滝
口
修
造
の
人
物
像

瀧
口
修
造
の
基
礎
情
報

修
造
は
一
九

O
＝
一
（
明
治
三
＋
六
）
年
十
二
月
七
日
、
富
山
県
婦
負
郡
寒
江
大

塚
（
現
在
の
富
山
市
大
塚
）
に
生
ま
れ
た
詩
人
で
あ
り
、
美
術
評
論
家
で
あ
る
。

幼
い
頃
か
ら
絵
画
、
詩
作
と
い
っ
た
創
作
活
動
に
親
し
み
、
近
代
文
学
作
家
た

ち
と
同
人
活
動
を
続
け
る
中
で
、
一
九
三
七
（
大
正
＋
穴
）
年
、
修
造
は
二
十
四

歳
の
時
に
ブ
ル
ト
ン
の
『
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
』
【
仏
名
・
冨
曲
・
ロ
民
O
B
O
E

E吋
S
E
B
O】
を
読
み
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
出
会
う
。
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
修
造
は
、
慶
応
義
塾
大
学
在
学
中
に
『
シ
ユ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
宣
言
』
を
翻
訳
し
た
。
そ
の
事
を
契
機
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
観
に
深

三
交
流
を
続
け
て
き
た
。
藤
井
貞
和
氏
の
「
精
神
の
革
命
、
い
ま
絶
え
ず

綜
合
の
夢
主
題
小
考
・
瀧
口
修
造
」
に
よ
る
と
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
＋
三
）

年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
で
プ
ル
ト
ン
の
邸
宅
を
訪
れ
た
際
に
、
ブ
ル
ト
ン
の
夫

人
に
む
か
つ
て
「
あ
の
人
の
思
想
が
私
の
生
を
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
よ
」

と
語
っ
た
と
さ
れ
、
彼
と
の
出
会
い
が
修
造
の
そ
の
後
の
生
き
方
を
決
定
づ
け

た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
、
『
近
代
芸
術
』
に
お
い
て
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
を

紹
介
。
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
国
民
が
再
び
海
外
の
美
術
に
対
し
て
関
心
を

持
つ
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
ピ
カ
ソ
を
も
う
一
度
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
も
戦
後
の
日
本
美
術
復
興
の
た
め
、
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
、
実
験
工
房
と
い

っ
た
修
造
主
導
の
総
合
芸
術
集
団
を
結
成
す
る
。
実
験
工
房
に
つ
い
て
は
、
実

く
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
ら
の
理
想
と
す
る
思
想
を
日
本
国
内
に
広
め
よ

う
と
し
た
。
そ
の
上
で
数
多
く
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
作
家
と
の
交
流
を
持
ち
、

戦
後
の
日
本
に
近
代
美
術
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

多
く
の
展
覧
会
の
主
催
や
美
術
協
会
の
発
足
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の

人
生
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
に
身
を
捧
げ
た
一
生
で

あ
っ
た
。
彼
が
生
涯
追
い
か
け
る
程
の
影
響
を
与
え
た
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
だ

が
、
日
本
に
広
め
よ
う
と
し
た
目
的
は
何
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
の
か
。
彼

の
人
間
性
と
美
術
評
論
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
出
会
い

修
造
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
点
は
、
そ
の
幅
広

い
交
遊
関
係
に
あ
る
。
ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン
と
は
一
九
三

O
（
昭
和
五
）
年
に

『
超
現
実
主
義
と
絵
画
』
を
翻
訳
し
て
以
後
書
簡
の
や
り
と
り
が
始
ま
り

質
的
な
活
動
期
間
は
一
九
五
一

1
一
九
五
七
年
ま
で
で
あ
る
が
、
活
動
停
止
後

に
お
い
て
も
正
式
に
解
散
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
組
織
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
前
衛
芸
術
運
動
に
お
い
て
先
駆
的
な
功
績
を
残
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
修
造

の
友
人
、
知
人
ら
が
揃
っ
て
組
織
さ
れ
た
が
、
皆
反
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
思
想
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
｝
年
に
は
、
駒
井
哲
郎
展
に
お
い
て
南
画
廊
を
開
廊

す
る
。
ミ
ロ
や
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
、
サ
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
、
ジ
ャ
ス
パ

I
・ジ

ヨ

l
ン
ズ
ら
、
修
造
と
長
年
交
流
の
あ
っ
た
海
外
で
活
躍
す
る
作
家
の
個
展
を

他
に
先
駆
け
て
行
っ
た
。
修
造
は
し
ば
し
ば
こ
こ
を
訪
れ
て
、
彼
ら
と
の
交
流

を
深
め
、
数
多
く
の
評
論
を
残
し
た
と
あ
る
。
一

一
九
五
八
（
昭
和
三
＋
＝

c年
、
修
造
は
第
二
十
九
回
ヴ
エ
ネ
ツ
イ
ア
・
ピ
エ
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ン
ナ
l
レ
の
日
本
代
表
と
し
て
審
査
員
に
選
出
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
招
か
れ

た
。
六
月
中
旬
に
大
会
を
終
え
た
後
、
五
カ
月
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家

を
訪
問
す
る
旅
に
出
た
。
こ
の
旅
の
目
的
の
一
つ
は
、
長
年
敬
愛
し
て
き
た
ア

ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
だ
た
る
美
術
家
、
評
論
家

を
訪
問
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
修
造
が
旅
立
つ
三
年
前
に
、
『
芸
術
新
潮
』

に
「
異
色
作
家
列
伝
」
と
題
し
、
ラ
・
ト
ウ
ー
ル
、
ボ
ス
、
ク
レ
l
、
グ
リ
ユ

l
ネ
ヴ
ア
ル
ト
な
ど
、
彼
が
偏
愛
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
の
論
考
を
一
年
聞

に
渡
っ
て
連
載
し
て
い
た
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
作
家
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と

を
も
う
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
た
。

以
上
の
修
造
の
多
様
な
人
間
関
係
を
術
献
す
る
と
、
彼
の
幅
広
い
美
術
活
動

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
ず
一
つ
目
に
、
日
本
で
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

海
外
の
作
家
を
日
本
へ
紹
介
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
紹
介
す
る
に

あ
た
り
、
海
外
で
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
て
い
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
作

家
本
人
と
書
簡
で
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
も
作
品
を
翻
訳
し
終

え
る
と
す
ぐ
交
流
を
絶
つ
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
関
係
で
は
な
く
、
後
に

共
作
で
詩
画
集
を
出
版
し
た
り
、
画
家
の
初
め
て
の
画
集
に
寄
稿
し
た
り
、
ま

た
遺
作
に
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る
く
ら
い
に
密
な
信
頼
関
係
を
築
き
あ
げ
る
と
い

う
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
に
は
、
修

造
は
『
手
づ
く
り
諺
』
に
載
せ
る
た
め
の
原
画
を
ミ
ロ
か
ら
貰
っ
た
際
の
感
謝

の
手
紙
を
残
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、
こ
の
本
文
を
一
部
抜
粋
す
る
。

親
愛
な
る
ミ
ロ
様

な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
f

わ
た
し
の
詩
の
本
の
た
め
に
あ
な
た

が
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
原
画
を
よ
う
や
く
受
け
取
り
、
じ
っ
く
り
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
朝
、
友
人
が
よ
い
状
態
で
パ
リ
か
ら
持
ち
帰
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。
日
本
で
の
出
版
の
た
め
に
大
き
な
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
、
い
ま
一
度
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
深
い
友
情
の

証
で
あ
り
、
同
時
に
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
記
念
碑
的
な
出
来
事
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
、
ま
さ
し
く
貴
重
な
、
魔
術
的
で
す
ら
あ
る
一
個
の

オ
ブ
ジ
ェ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

（
※
「
ジ
ヨ
ア
ン
・
ミ
ロ
宛
書
簡
草
稿
翻
訳
」
笠
井
裕
之
，
中
島
恵

「
詩
人
と
美
術
瀧
口
修
造
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」
）

出
典

文
面
か
ら
は
、
ミ
ロ
に
対
す
る
心
か
ら
の
感
謝
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
初
め
て

修
造
が
ミ
ロ
を
紹
介
し
た
の
が
一
九
三
七
（
昭
和
＋
ニ
）
年
、
『
手
づ
く
り
諺
』
に

対
す
る
感
謝
の
手
紙
が
贈
ら
れ
た
の
が
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
ご
年
、
そ
の
間

お
よ
そ
四
十
年
に
わ
た
り
交
流
が
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
共
に
仕

事
を
す
る
仲
間
と
し
て
も
厚
い
信
頼
を
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
修
造
は
海
外
の
作
家
の
み
な
ら
ず
日
本
の
芸
術
家
と
も
交
流
を
持

っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
彼
の
活
動
の
仕
方
か
ら
、
ま
ず
海
外
か
ら
日
本
へ
新

し
い
絵
画
手
法
や
作
家
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
的
絵
画
手
法
に
刺

激
を
与
え
る
。
続
い
て
、
日
本
の
作
家
、
特
に
流
行
に
敏
感
な
若
者
を
中
心
に

作
品
発
表
の
機
会
を
積
極
的
に
設
け
、
一
人
前
の
芸
術
家
に
育
て
上
げ
よ
う
と

い
う
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
九
三
六
（
昭
和
十
ご
年
の
自
筆
年
譜
に
よ
る
と
、
若
い
画
家
た
ち
の
活
動

が
活
発
化
し
、
修
造
は
連
日
来
訪
を
受
け
て
い
る
と
の
記
述
が
あ
る
。
同
年
四

月
に
は
『
ア
ヴ
ア
ン
ギ
ヤ
ル
ド
芸
術
科
ク
ラ
ブ
』
を
組
織
し
、
毎
月
曜
に
新
宿

武
蔵
野
茶
廊
を
中
心
に
自
由
に
集
ま
り
、
の
美
術
に
関
す
る
情
報
を
交
換
し
合

う
場
を
設
け
る
よ
う
に
な
る
。
修
造
の
若
手
作
家
が
活
動
で
き
る
た
め
の
場
所



を
積
極
的
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
修
造
の
若

手
作
家
支
援
活
動
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
験
工
房
や
、
神
田
の
タ
ケ

ミ
ヤ
画
廊
と
い
っ
た
若
手
作
家
の
作
品
発
表
の
場
の
提
供
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
。
修
造
の
若
手
作
家
支
援
の
体
制
は
海
外
の
作
家
に
も
及
ん
だ
。
先
に
述
べ

た
一
九
四
O
（
昭
和
十
五
｝
年
に
発
行
さ
れ
た
『
ミ
ロ
』
は
、
ジ
ヨ
ア
ン
・
ミ
ロ

に
と
っ
て
世
界
で
も
初
め
て
の
画
集
と
な
り
、
ま
た
、
同
年
に
発
表
さ
れ
た
『
パ

ウ
ル
・
ク
レ

l
夢
の
博
物
館
』
は
ク
レ

l
の
遺
作
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
各
所
の

注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
る
。
国
内
外
を
問
わ
ず
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

た
修
造
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
特
高
に
よ
る
検
閲
が
強
化
さ
れ
、
月
例
研

究
会
に
は
必
ず
特
高
刑
事
が
臨
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
つ
い
て

は
第
二
章
で
詳
し
く
取
り
上
げ
た
い
。

さ
ら
に
、
戦
後
の
目
ま
ぐ
る
し
い
組
織
結
成
や
改
変
に
、
修
造
は
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
。
参
加
と
い
う
の
も
、
主
催
的
な
立
場
で
組
織
を
主
導
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
戦
争
中
に
行
動
を
制
限
さ
れ
た
こ
と
も
、
修
造
を
奮
い
立
た

せ
る
一
因
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
戦
争
と
い
う
時

代
が
修
造
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
、
修
造
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
観
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
さ
ら
に
追
及
し
て
み
た
い
。

美
術
評
論
か
ら
見
る
滝
口
修
造
と
第
二
次
世
界
大
戦

考
察
方
針

第
二
次
世
界
大
戦
時
は
、
表
現
物
の
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
た
戦
前
か
ら
戦

後
ま
で
に
起
こ
っ
た
瀧
口
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
に
対
す
る
意
識
の
変
化

に
つ
い
て
注
目
す
る
。
こ
の
経
験
が
後
の
修
造
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
観
や
美

術
観
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
こ

で
、
第
一
章
に
続
い
て
、
戦
前
1
戦
後
に
渡
り
修
造
が
残
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
美
術
に
関
連
す
る
評
論
の
思
想
を
た
ど
り
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
迎
え
た

の
か
考
察
を
進
め
た
い
。

修
造
と
戦
前

戦
前
の
修
造
の
美
術
評
論
の
特
徴
と
し
て
は
、
修
造
が
順
三
一
郎
を
通
じ
て
ブ

ル
ト
ン
の
説
く
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
影
響
を
受
け
て
ま
だ
問
も
な
い
た
め

に
、
詩
や
文
芸
に
お
け
る
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」
の
論
考
が
美
術
に
関
す
る

評
論
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
。
美
術
雑
誌
に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
評
論

を
発
表
し
始
め
た
の
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、

修
造
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
に
対
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る
表
現
を
取
り

上
げ
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
年
度

「
論
文
タ
イ
ト
ル
」
・
：
「
本
文
の
一
部
抜
粋
」
と
す
る
。
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一
九
三
回
（
昭
和
九
）
年

『
脱
頁
」
・
：
「
僕
自
身
、
最
近
日
本
で
の
総
じ
て
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
と

謂
わ
れ
る
傾
向
の
要
素
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
遭
遇
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
が
、
（
中
略
）
そ
の
賛
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
若
い
画
家
達
の
シ
ユ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
に
対
す
る
関
心
は
か
な
り
に
深
い
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
、
僕
は
時

折
り
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
」

「
超
現
実
主
義
絵
画
の
方
向
に
つ
い
て
」
・
目
「
超
現
実
的
要
素
は
、
歴
史
的
、

心
理
的
、
も
し
く
は
造
形
上
の
、
し
か
も
複
雑
多
様
な
分
析
を
許
容
す
る
も
の



で
あ
る
に
し
て
も
、
今
日
の
若
い
画
家
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
、
と
に
も
か
く
に

も
ひ
と
つ
の
争
う
こ
と
の
で
き
な
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
」
「
も
っ
と
も
望
ま
し

い
こ
と
は
、
若
い
意
士
山
を
も
っ
た
総
合
的
な
集
団
が
現
わ
れ
て
、
明
断
な
対
象

を
通
し
て
、
も
っ
と
切
実
な
作
品
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
」

こ
の
二
篇
に
共
通
す
る
の
は
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
若
手
作
家
と
の
関
係
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
瀧
口
は
、
日
本
全
体
に
お
け
る
シ

ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
対
す
る
意
識
は
ま
だ
根
付
い
て
い
な
い
が
、
流
行
に
敏
感

な
若
者
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
関
心
は
極
め
て
強
い
と

い
う
点
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
若
手
作
家
の
中
か
ら
複
雑
で
あ
る
超
現
実

主
義
絵
画
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
上
で
、
何
を
対
象
に
す
る
か
を
明
噺
に
し
て

作
品
の
作
成
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
そ
の
若
者
に
対
す
る
期
待
と
露
わ

に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
若
手
作
家
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
受
容
の
仕
方
は
修
造
の
理
想

と
は
異
な
っ
て
い
た
。
同
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
「
日
動
」
主
催
の
「
日
本
超

現
実
主
義
作
家
展
」
を
観
て
の
雑
感
を
『
衝
の
美
術
展
」
に
お
い
て
記
し
て
い

る
。
修
造
は
「
実
際
に
展
覧
会
を
観
た
ら
散
漫
な
も
の
で
失
望
し
た
。
い
く
ら

「
超
現
実
」
が
複
雑
だ
か
ら
っ
て
何
で
も
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
認
識

と
対
象
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
旨
の
感
想
を
残
し
て
い
る
。
絵

画
に
お
け
る
超
現
実
主
義
が
、
日
本
で
は
依
然
と
し
て
認
識
不
足
で
あ
る
と
い

う
の
み
な
ら
ず
、
認
識
し
て
い
る
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
若
い
画
家
で
す
ら
正

確
に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
正
し
く
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
展

覧
会
で
実
感
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
受

け
た
衝
撃
を
素
直
に
受
け
取
り
、
作
品
に
昇
華
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
若
者
特

有
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
せ
る
良
い
点
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
複
雑
性
に
甘
ん

じ
て
最
低
限
の
ル
l
ル
す
ら
守
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
、
当
時
の
修
造
の
理
想

的
な
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
受
容
と
は
決
定
的
に
違
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期

は
こ
の
類
の
葛
藤
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
か
、
「
現
代
芸
術
と
象
徴
」
に
お
い
て

も
、
芸
術
家
に
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
日
本
に
入
り
込
み
紹
介
さ
れ
る
こ

と
を
嫌
っ
て
お
り
、
「
真
の
追
求
者
」
の
出
現
を
望
ん
で
い
る
。

一
九
三
六
（
昭
和
＋
こ
年

『
超
現
実
造
形
蛤
」
・
・
「
超
現
実
主
義
を
、
造
形
的
領
域
の
関
連
に
お
い
て
の

み
考
え
る
こ
と
は
、
あ
る
種
の
根
本
的
な
危
険
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。
詩
的
領

域
と
い
い
、
哲
学
的
領
域
と
い
い
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
が
誤
っ
た
専
門
化
、
純
粋

性
を
固
守
す
る
こ
と
は
、
現
世
紀
の
、
ひ
と
つ
の
も
っ
と
も
大
き
な
不
幸
を
暗

示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
で
超
現
実
主
義
が
、
芸
術
の
し
か
も
多
く
は

絵
画
の
み
の
一
形
式
と
し
て
、
部
分
的
に
し
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
致
命

的
な
欠
陥
と
な
る
だ
ろ
う
」
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当
時
の
瀧
口
は
超
現
実
主
義
を
、
こ
れ
ま
で
に
伝
統
化
さ
れ
て
き
た
手
法
や

制
約
か
ら
独
立
し
た
全
く
新
し
い
思
想
だ
と
理
解
し
、
そ
の
点
を
評
価
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
超
現
実
主
義
を
一
方
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
で
、
特
定
の
手
法

が
固
定
化
し
、
従
来
の
絵
画
手
法
と
同
等
に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危

慎
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
絵
画
手
法
と
詩
的
表
現
と
の
融
合
を
目
指

す
こ
と
で
、
安
易
な
価
値
観
の
固
定
化
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
に
違
い
な
い
。

彼
は
「
超
現
実
造
形
論
」
だ
け
で
な
く
、
同
年
発
表
の
「
超
現
実
性
の
測
定
」
「
詩

と
絵
画
の
あ
ひ
だ
」
「
詩
と
絵
画
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
も
同
様
の
意
見
を
述
べ

て
い
る
。



一
九
三
七
（
昭
和
＋
ニ
）
年

『
動
向
展
に
つ
い
て
」
：
・
「
此
処
に
現
わ
れ
た
所
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ス

ム
の
狭
義
な
報
告
性
と
は
か
な
り
異
っ
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
対
象
の
把
握

の
上
に
内
面
性
を
加
へ
よ
う
と
す
る
、
も
の
で
あ
る
。
こ
の
反
対
律
は
、
こ
れ
ら

の
作
家
の
努
力
如
何
に
よ
っ
て
、
現
在
の
絵
画
に
も
っ
と
も
有
意
義
な
も
の
を

附
加
す
る
だ
ろ
う
」

『
超
現
実
主
畿
の
動
向
現
実
を
直
視
・
批
判
せ
よ
」
・
「
私
は
今
後
、
超
現

実
主
義
の
国
際
的
交
流
と
同
時
に
、
一
刻
も
早
く
こ
の
国
の
現
実
を
直
視
し
、

批
判
す
べ
き
時
に
到
達
し
て
ゐ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
」

『
『
表
現
』
第
五
回
展
」
・
・
「
超
現
実
主
義
も
観
念
や
技
術
の
み
で
は
何
も
の
も

な
し
得
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
若
い
作
家
に
期
待
す
る
所
は
大
き
い
の
で
あ
る
」

『
黒
色
・
自
蛮
・
新
現
実
・
同
時
展
』

i
「
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
此
の
国
で

は
か
な
り
永
い
問
種
々
な
消
長
の
後
を
辿
っ
て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
抽
象
芸
術

は
比
較
的
新
し
い
絵
画
意
識
と
し
て
追
求
さ
れ
て
ゐ
る
」

「
動
向
展
に
つ
い
て
」
で
は
、
第
一
回
に
引
き
続
き
動
向
展
の
第
二
回
に
つ

い
て
修
造
が
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
お
よ
そ
一
年
前
に
開
催
さ
れ
た
動
向
展
の

第
一
回
展
に
比
べ
る
と
、
第
二
回
展
は
き
ち
ん
と
超
現
実
主
義
を
理
解
し
た
作

品
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
修
造
が
美
術
雑
誌
に

掲
載
し
た
動
向
展
に
対
す
る
嘆
き
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
黒

色
・
白
蛮
・
新
現
喪
・
同
時
展
』
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
新
興
芸
術
と
し
て
日

本
に
紹
介
さ
れ
た
は
ず
の
抽
象
芸
術
と
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
聞
に
大
き
く
差

が
つ
い
た
事
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
抽
象
芸
術
は
新
し
い
絵
両
手
法
と

し
て
積
極
的
に
追
求
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
超
現
実
主
義
は
意
識
的
は
ま
だ

そ
の
独
特
な
立
場
か
ら
受
け
入
れ
難
く
、
新
規
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
者
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
「
超
現
実
主
義
絵
画
の
方
向
に
つ

い
て
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
た
「
真
の
追
求
者
」
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

修
造
が
日
本
で
展
開
す
る
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
活
動
に
対
し
、
思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
ず
悩
み
を
抱
い
て
い
た
時
、
。
ハ
リ
の
万
国
博
覧
会
で
は
ピ
カ
ソ
が

「
ゲ
ル
ニ
カ
」
、
ミ
ロ
が
「
古
い
靴
の
あ
る
静
物
」
を
発
表
し
、
超
現
実
主
義
絵

画
が
世
界
的
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
開
催
の
五
か
月
前
に
は
、
日
本
国
内
で

「
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
」
を
開
催
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
超
現
実
主

義
美
術
に
対
す
る
関
心
が
二
同
に
薄
い
ま
ま
の
日
本
に
一
層
歯
が
ゆ
い
思
い
を

し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
三
七
（
昭
和
＋
ニ
｝
年
「
民
族
財
と
世
界
財
」
で

は
民
族
的
な
美
の
在
り
方
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
、
民
族
的
な
美
は
、
そ
の

独
自
性
に
甘
ん
じ
て
評
価
す
る
人
物
が
限
定
さ
れ
る
よ
う
で
は
な
ら
な
い
と
主

張
し
て
い
る
。
美
は
世
界
単
位
で
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
も
の
で
あ

り
、
日
本
特
有
の
視
野
の
狭
さ
を
短
所
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

日
本
の
特
性
か
ら
、
新
興
の
美
術
が
受
容
さ
れ
に
く
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
に
、
雑
誌
『
み
づ
ゑ
』
に
て
修
造
が
初
め

て
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
で
あ
る
ミ
ロ
を
日
本
に
紹
介
し
た
。
「
超
現
実
主
義
の
動
向

現
実
を
直
視
・
批
判
せ
よ
』
に
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
国
際
的
交
流
の
一
環

と
し
て
修
造
、
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ミ
ロ
と
は
詩
画
集
の
共

作
も
行
い
、
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
交
流
は
他
の
作
家
と
比
較
し
て
も
特
に
長

く
に
渡
る
。
超
現
実
主
義
に
お
け
る
国
際
的
な
活
動
を
修
造
自
身
が
活
発
に
行

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
修
造
は
世
界
と
日
本
に
お
け
る
超
現
実
主
義
の
比
較

を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
印
象
を
受
け
る
。
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一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年

『
前
衛
美
術
の
諸
問
題
（
超
現
実
主
援
に
対
す
る
私
見
）
』
：
・
「
超
現
実
主
義
も
、

な
る
ほ
ど
一
種
の
既
成
の
エ
コ

l
ル
と
し
て
、
わ
が
国
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
こ
十
年
以
上
、
曲
が
り
な
り
に
も
こ
の
運
動
に

関
心
を
持
ち
つ
づ
け
て
き
た
の
は
、
単
に
好
奇
心
や
便
宜
的
精
神
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
わ
が
国
の
画
壇
で
は
、
と
く
に
超
現
実
主
義
的
な
動
向
は
、
か
な

り
複
雑
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
し
て
作
用
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
看
過
し
て

は
な
ら
な
い
」
「
わ
れ
わ
れ
は
美
意
識
の
方
向
の
欠
如
し
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
超

現
実
絵
画
を
は
き
違
え
た
か
、
表
現
が
未
熟
な
た
め
か
で
あ
ろ
う
。
超
現
実
主

義
の
絵
画
が
、
表
現
主
義
時
代
の
絵
画
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
歪
形
や
、
遊
離
的

な
色
彩
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
」

吋
超
現
実
主
義
の
詩
的
概
観
」
・
：
「
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
、
こ
の
や
う
に
他

の
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
枢
軸
と
は
異
っ
た
世
界
的
な
運
動
に
展
開
し
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
が
単
に
従
来
の
一
画
派
の
絵
画
様
式
の
伝
播
と
か
追
従
と
し
か
解
し
な
い

な
ら
ば
、
こ
の
思
想
の
現
代
的
意
義
の
大
半
が
見
失
は
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
。
私
は
超
現
実
性
と
い
ふ
も
の
を
、
創
造
的
表
現
が
枯
渇
し
つ
〉
あ
る
現
代

に
あ
っ
て
は
、
思
想
上
、
芸
術
上
の
必
至
な
モ
テ
ィ
l
フ
の
一
つ
と
し
て
、
一

層
普
遍
的
に
解
釈
し
そ
の
適
用
性
は
各
国
の
個
性
的
な
伝
統
の
上
に
立
っ
て
、

充
分
に
生
か
さ
る
べ
き
自
由
を
持
っ
て
よ
い
と
考
へ
て
ゐ
る
」

「
自
由
美
術
協
会
第
二
回
展
」
に
お
い
て
は
、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
・
ニ
ユ
ウ
ス
で

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
最
近
の
抽
象
派
の
絵
画
を
三
科
等
と
混
同
し
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
修
造
は
「
つ
ま
り
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ど
ん
な
現
象
が
起
ら
う
と
、

起
っ
て
ゐ
ゃ
う
と
何
の
関
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
と
い
ふ
点
で
、
新
し
い
芸
術
運

動
な
ど
は
す
べ
て
同
一
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

は
一
酉
派
の
絵
画
様
式
の
一
つ
と
し
て
単
純
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

「
各
国
の
個
性
的
な
伝
統
の
上
に
立
っ
て
、
充
分
に
生
さ
る
べ
き
自
由
を
持
っ

て
よ
い
と
考
へ
て
ゐ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
修
造
の
考
え
る
シ
ユ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
絵
画
は
各
国
の
美
術
に
お
け
る
伝
統
が
ま
ず
存
在
す
る
前
提
で
、
か
つ
伝

統
の
美
術
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
各
々
に
確

固
と
し
た
美
術
の
伝
統
が
存
在
し
、
そ
の
伝
統
が
新
た
な
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

の
思
想
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
絵
画
の
可
能
性
を
多
様
に
す
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
に
お
け
る
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
の
認
識
が
浅
い
こ
と
に
対
す
る
批
判

は
、
日
本
の
美
術
の
将
来
性
を
案
じ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
修
造
の
考
え
に
よ
る

と
、
日
本
の
美
術
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
は
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
が

不
可
欠
だ
。
絵
画
の
動
向
以
外
に
つ
い
て
、
こ
の
年
に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
画

家
の
サ
ル
ヴ
ア
ド
l
ル
・
ダ
リ
に
関
す
る
評
論
を
二
作
発
表
し
て
い
る
。
ダ
リ

に
関
し
て
修
造
は
、
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
最
終
段
階
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
ダ

リ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
を
現
代
の
形
ま
で
進

化
さ
せ
た
の
が
ダ
リ
で
あ
る
と
考
え
、
同
時
期
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
画
家
の

中
で
も
特
に
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
で
も
知
名
度
の
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
ダ
リ
を
積
極
的
に
紹
介
し
始
め
た
の
も
こ
の
年
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
期
に
「
ド
ル
亡
者
」
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
ダ
リ

と
、
秋
に
は
エ
リ
ュ
ア
l
ル
、
マ
ン
・
レ
イ
、
エ
ル
ン
ス
ト
ら
も
運
動
か
ら
離

脱
し
た
こ
と
で
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
自
体
も
重
要
な
局
面
に
立
た
さ
れ

て
い
た
。
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『
新
し
い
時
代
に
つ
い
て
（
美
術
前
衛
の
意
韓
ど
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス

に
お
け
る
前
衛
美
術
の
弾
圧
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
、
「
五
日
々
は
吾
々
の
新
し
い

芸
術
の
精
神
と
表
現
と
技
術
と
に
明
る
い
信
頼
を
も
っ
て
発
展
せ
し
め
る
べ
き

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
争
が
も
た
ら
す
新
興
美
術
に
対
す
る
無

理
解
な
弾
圧
は
、
美
術
の
可
能
性
を
狭
め
る
と
危
慎
し
て
い
る
。
戦
争
絵
画
に

つ
い
て
の
評
価
は
次
の
章
で
触
れ
た
い
が
、
『
提
衡
に
於
け
る
時
間
と
永
遠
』
で

「
戦
争
は
文
化
の
創
造
者
だ
と
い
ふ
こ
と
は
逆
説
的
に
真
理
で
あ
る
と
し
て
も
、

戦
火
の
た
め
に
滅
び
た
文
化
の
例
は
決
し
て
少
く
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

お
り
、
戦
争
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
影
響
が
美
術
に
も
起
り
得
る
と
考
え
、

こ
の
時
点
で
は
あ
ま
り
戦
争
に
対
し
肯
定
的
で
は
な
い
。
日
本
国
内
で
も
戦
争

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
言
い

方
も
直
接
的
で
は
な
く
若
干
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
だ
物
言
い
で
あ
る
。
当
時
の

彼
の
戦
争
に
対
す
る
認
識
は
「
戦
争
に
よ
る
弾
圧
は
新
た
な
文
化
を
滅
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
、
戦
争
賛
成
派
に
対
し
て
意
義
を
唱
え
る
意
図
を

含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
四
O
（
昭
和
十
五
）
年

『
夏
の
目
」
・
：
「
主
と
し
て
私
の
ま
づ
し
い
詩
行
動
と
の
問
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
た

め
も
あ
る
し
、
詩
で
は
「
技
術
」
と
か
「
機
能
」
と
か
の
面
を
抽
出
し
て
み
る

こ
と
が
、
造
形
芸
術
よ
り
も
は
る
か
に
困
難
に
な
っ
て
ゐ
る
実
状
も
手
伝
ふ
の

で
あ
る
」
「
実
際
の
詩
作
に
於
て
超
現
実
主
義
の
定
理
が
私
の
念
頭
を
離
れ
初
め

て
か
ら
、
か
な
り
の
時
が
経
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
並
行
す
る
や
う
に
、

い
よ
い
よ
詩
作
が
困
難
に
な
っ
て
来
た
。
」

修
造
が
詩
作
に
よ
る
超
現
実
主
義
運
動
に
限
界
を
感
じ
、
美
術
評
論
に
関
す

る
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
中
心
に
活
動
の
方
向
転
換
を
図
っ
た
埋
由
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。

詩
作
に
よ
る
活
動
を
発
端
と
し
て
、
一
九
二
七
（
大
正
十
六
｝
年
か
ら
本
格
的

に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
を
始
め
て
か
ら
、
詩
作
に
限
界
を
感
じ
、
美
術
で

の
活
動
を
中
心
に
行
う
ま
で
の
心
境
の
変
化
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

修
造
は
、
油
絵
な
ど
の
安
易
な
「
日
本
化
」
を
嫌
い
、
日
本
の
美
術
に
対
し

危
機
感
を
抱
く
と
い
っ
た
発
言
を
繰
り
返
し
て
は
い
る
も
の
の
、
日
本
の
美
術

に
対
し
て
嫌
悪
感
や
卑
下
し
て
い
る
と
い
う
き
ら
い
は
見
ら
れ
な
い
。
根
拠
と

し
て
、
「
幻
想
と
芸
術
」
に
お
い
て
、
利
休
の
大
成
し
た
茶
器
を
取
り
上
げ
、
「
こ

れ
ら
の
名
器
は
、
前
期
の
形
式
に
対
比
し
て
明
ら
か
に
超
造
形
の
性
格
を
持
つ
。

私
は
ま
た
最
近
、
初
め
て
龍
安
寺
の
石
庭
を
見
て
、
そ
れ
ま
で
多
く
の
讃
美
や

研
究
に
接
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
新
鮮
な
感
動
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
や
は
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
非
常
に
懸
隔

が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
の
超
造
形
の
精
神
と
相
通
ず
る
も
の
を
感
じ
た
の
で

あ
っ
た
」
と
、
日
本
の
芸
術
に
対
し
て
「
さ
び
」
を
例
に
あ
げ
て
そ
の
独
自
性

を
尊
重
し
つ
つ
、
修
造
の
推
し
進
め
る
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
関
係
性
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
修
造
が
指
摘
す
る
に
は
こ
の
「
さ
び
」
は
、
民
族
固
有

の
も
の
と
し
て
先
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
支
那
渡
来
の
形
式
的
に
完
美
な
も

の
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
」
り
、
日
本
に
お
い
て
茶
器
を
も
と
に
「
生
活
と

幻
想
と
の
新
し
い
機
能
的
結
合
」
し
た
結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
修
造
は

日
本
の
美
術
の
価
値
を
正
し
く
評
価
し
て
お
り
、
な
お
ど
う
い
っ
た
性
格
を
持

つ
の
か
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
わ
び
」
「
さ
び
」
に
つ

い
て
は
修
造
が
戦
後
に
発
表
し
た
論
文
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
彼
な
り

に
強
く
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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美
術
へ
の
認
識
の
欠
知
、
若
手
作
家
が
運
動
の
中
心
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
主
張
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
的
表
現
と
絵
画
表
現
と
の
融
合
を
目
指
す

こ
と
の
三
本
柱
が
、
修
造
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
け
る
基
盤
と
し
て
あ
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
戦
争
が
文
化
を
滅
ぼ
し
て
き
た
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
、

美
術
の
可
能
性
を
狭
め
る
危
険
性
に
つ
い
て
警
戒
し
て
い
た
修
造
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
警
鐘
も
む
な
し
く
世
間
は
戦
争
色
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
く
。
思
想
に
関
す

る
規
制
も
始
ま
り
、
特
高
に
よ
り
家
宅
捜
索
を
受
け
た
修
造
は
、
三
百
点
以
上

の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
に
関
す
る
資
料
が
特
高
に
よ
り
押
収
さ
れ
た
。
押

収
さ
れ
た
資
料
の
中
か
ら
ブ
ル
ト
ン
と
の
書
簡
が
発
見
さ
れ
た
た
め
に
、
ま
す

ま
す
厳
し
い
取
り
調
べ
を
受
け
た
と
あ
る
。
ブ
ル
ト
ン
は
過
去
に
共
産
党
に
所

属
し
て
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
所
属
す
る
前
か
ら
共
産
党
に
つ
い
て
肯
定
的
で

は
な
く
、
ま
だ
新
興
勢
力
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
急
速
に
カ
を
つ
け
運
動
範

囲
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
大
き
な
権
威
を
誇
っ
て

い
た
共
産
党
の
助
力
を
得
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ブ
ル
ト
ン
が
所
属

し
た
後
も
折
り
合
い
が
悪
く
、
彼
は
所
属
し
て
間
も
な
く
脱
退
し
、
そ
の
後
共

産
党
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
た
他
の
美
術
組
織
か
ら
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
な
ど

犬
猿
の
仲
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
正
し
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
共
産
党
の
活
動
に
修
造
自
身
が
関
与
し
て
い
た
か
否
か
を
明
確
に

す
る
記
述
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
が
、
一
九
六
O
年
（
昭
和
三
十
四
）
年
に

美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
上
で
発
表
し
た
『
『
超
現
実
強
薗
の
展
開
』
厩
の
あ
と
で
』
に

お
い
て
、
「
私
が
検
挙
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
紹
介
宣
伝

と
そ
れ
に
よ
る
当
時
の
前
衛
芸
術
運
動
の
理
論
的
責
任
者
と
し
て
で
あ
っ
た
。

し
か
し
事
件
と
し
て
は
、
こ
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
芸
術
が
社
会
不
安
を
起
す

こ
と
に
よ
っ
て
共
産
主
義
革
命
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
」
「
事
件

は
当
時
の
情
勢
が
仕
組
ん
だ
カ
ラ
ク
リ
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
彼
自
身
に
共
産
党
の
活
動
家
と
し
て
の
面
は
見
ら
れ
な
い
と
判
断
し

て
良
い
だ
ろ
う
。

当
時
の
政
府
に
よ
る
規
制
の
異
常
性
、
過
度
な
ま
で
に
緊
張
感
が
高
ま
っ
て

い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
事
件
で
あ
る
。
「
特
高
月
報
」
一
九
四
一
年
（
昭
和
＋

六
年
）
に
よ
る
と
、
修
造
が
検
挙
さ
れ
た
時
の
出
来
事
に
つ
い
て
特
高
側
の
残
し

た
資
料
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

警
視
庁
に
於
て
は
シ
ユ

l
ル
画
家
福
沢
一
郎
、
シ
ユ

l
ル
詩
人
瀧
口
修
造
等

を
四
月
五
日
検
挙
し
た
る
が
、
右
一
派
は
絵
画
の
創
作
方
法
と
し
て
シ
ユ

l

ル
・
レ
ア
リ
ズ
ム
を
採
る
所
謂
前
衛
商
家
に
し
て
、
シ
ユ

i
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム

は
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
傾
向
を
濃
厚
に
持
ち
且
共
産
主
義
理
論
の
革
命
性
と
相
通

ず
る
も
の
あ
る
を
以
て
、
彼
等
は
所
謂
シ
ユ

l
ル
派
画
家
の
中
心
人
物
と
し
て

左
翼
的
画
家
を
糾
合
し
前
衛
絵
画
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
居
り
た
る
も
の
な
り
。

而
し
て
福
沢
一
郎
は
、
昭
和
十
三
年
以
来
検
挙
し
た
る
美
術
学
校
学
生
グ
ル
ー

プ
の
指
導
者
た
り
し
役
割
を
果
し
つ
〉
あ
り
た
る
も
の
な
り
。

qa 
zu 

こ
の
資
料
か
ら
は
、
修
造
と
、
同
じ
く
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
福
沢
が
検
挙

き
れ
た
際
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
記
録
が
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
報
告
の
仕
方
か
ら
、
世
間
一
般
に
お
け
る
認
識
で
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美

術
を
説
き
、
若
者
を
い
た
ず
ら
に
煽
動
す
る
者
と
し
て
悪
意
を
以
て
記
録
さ
れ

て
い
る
。
戦
前
の
修
造
は
政
府
か
ら
脱
ま
れ
て
い
た
た
め
、
戦
争
へ
突
入
し
て

い
く
に
つ
れ
ま
す
ま
す
行
動
が
制
限
さ
れ
て
行
く
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
第

三
勢
力
に
よ
る
弾
圧
に
よ
っ
て
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
に
対
す
る
情
熱
は
冷

め
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
彼
の
長
い
充
電
期
間
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。



滝
口
修
造
と
戦
中

戦
争
と
思
想
統
制

修
造
は
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
、
特
高
に
よ
る
拘
脅
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

し
か
し
、
解
放
さ
れ
た
後
も
、
月
一
回
の
保
護
観
察
司
の
下
で
の
執
筆
活
動
を

命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
（
一
九
四
二

1
一
九
四
五
年
）
に
つ
い
て
は
極
端
に
修

造
の
評
論
作
品
が
少
な
く
、
思
う
よ
う
に
執
筆
活
動
が
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
最
も
大
き
な
要
因
と
し
て
は
諸
雑
誌
か
ら
の
依
頼
も
途

絶
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
修
造
は
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
、
自
身
の
自

筆
年
譜
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

釈
放
後
、
月
一
回
保
護
観
察
司
が
訪
れ
、
執
筆
活
動
を
続
け
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
、
雑
誌
か
ら
の
執
筆
依
頼
が
絶
え
る
。
デ
ユ
テ
ユ
イ
の

『
近
代
芸
術
と
支
那
神
秘
思
想
』
を
全
訳
、
ブ
ル
ト
ン
の
『
超
現
実
主
義
と

絵
画
』
の
後
日
改
版
の
た
め
に
朱
筆
を
入
れ
る
。
同
じ
く
保
釈
中
の
戸
坂
潤

に
近
代
芸
術
の
分
野
で
の
協
力
を
依
頼
さ
れ
る
。

修
造
の
記
述
か
ら
、
厳
し
い
監
視
下
で
の
執
筆
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
仕
事
の

依
頼
が
来
な
く
な
っ
て
も
、
規
制
さ
れ
た
作
家
同
志
で
の
交
流
は
継
続
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
中
の
修
造
の
活
動
の
特
徴
と
し
て
、
美
術
に
関
す
る
評

論
、
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
肯
定

的
で
は
な
か
っ
た
戦
争
絵
画
を
称
賛
す
る
評
論
を
発
表
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

修
造
の
方
針
に
背
く
よ
う
な
行
動
が
目
立
つ
。
土
測
信
彦
氏
は
、
「
約
八
カ
月
の

拘
禁
を
解
か
れ
た
後
も
保
護
観
察
下
に
置
か
れ
、
自
由
な
発
言
を
封
じ
ら
れ
た

ば
か
り
か
、
「
太
平
洋
戦
争
と
美
術
」
（
四
十
三
年
二
月
）
な
ど
、
不
本
意
な
執
筆

を
強
要
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
修
造
の
文
章
に
お
け
る
異
変
に
つ
い
て
指
摘

し
て
い
る
。
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
文
章
は
美
術

に
関
す
る
評
論
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
に
関
す
る

記
述
が
一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
修
造
の
心
情
に

つ
い
て
は
、
戦
後
に
修
造
が
発
表
し
た
批
評
や
評
論
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い

る
。
結
果
的
に
、
戦
争
は
日
本
に
お
け
る
美
術
発
展
の
大
き
な
遅
れ
を
も
た
ら

し
た
の
で
あ
る
。
戦
時
中
に
政
府
に
よ
り
海
外
か
ら
の
情
報
を
遮
断
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
も
、
日
本
国
民
の
新
し
い
思
想
に
対
す
る
渇
望
は
最
高
潮
に
達
し

て
い
た
。
こ
の
渇
望
こ
そ
が
結
果
的
に
戦
後
の
美
術
発
展
に
勢
い
を
つ
け
る
要

素
と
な
っ
た
。
修
造
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
新
興
活
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た

の
も
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
次
の
章
で
は
修
造
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
新

興
活
動
の
再
開
を
戦
後
の
美
術
発
展
の
様
子
と
共
に
考
え
て
行
き
た
い
。

美
術
復
興
と
次
世
代
へ
の
課
題

4A 

に
U

戦
後
の
修
造
の
動
向

一
九
二
九
（
大
正
十
八
）
年
か
ら
一
九
四

O
（
昭
和
十
五
）
年
に
至
る
ま
で
の
十

年
間
は
、
修
造
自
身
が
『
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
た
め
に
』
を
執
筆
し
た
時
代

の
こ
と
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
際
に
、
「
当
時
の
ぼ
く
の
十
年
は
非
常
に
激
動
し
て

い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
書
か
れ
た
文
章
の
調
子
も
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
た

い
へ
ん
違
っ
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
激
動
の
時
代

と
な
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
特
高
と
情
報
局
に
よ
る
検
閲
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い

き
、
画
家
た
ち
に
深
刻
な
重
圧
が
か
か
り
は
じ
め
る
。
修
造
自
身
も
自
ら
の
展

開
す
る
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
現
状
に
つ
い
て
思
い
悩
み
、
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
。
思
い
通
り
の
活
動
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
終
戦
後
、
戦
中
に
は



ど
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
美
術
評
論
を
通
じ
て
述
べ
て

い
る
。一

九
四
五
（
昭
和
＝
＋
）
年
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
境
に
、
こ
れ
ま
で
厳
し

く
規
制
を
受
け
て
き
た
美
術
家
た
ち
の
活
動
が
俄
か
に
活
発
に
な
り
始
め
る
。

ま
ず
同
年
十
月
に
は
東
郷
青
児
、
高
岡
徳
太
郎
ら
が
戦
中
に
政
府
提
出
の
要
綱

に
よ
り
解
散
さ
せ
ら
れ
た
こ
科
会
を
復
興
す
る
。
ま
た
、
旧
二
科
会
の
メ
ン
バ

ー
が
新
し
い
組
織
を
新
興
し
た
り
、
日
本
書
道
美
術
院
を
結
成
し
た
り
と
美
術

組
織
も
数
多
く
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
は
画
壇
に
も
伝
播
し
、
修
造
も
年
譜

で
自
身
も
参
加
し
た
「
日
本
ア
ヴ
ア
ン
ギ
ヤ
ル
ド
美
術
家
ク
ラ
ブ
」
と
「
前
衛

美
術
会
」
の
結
成
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
、
「
画
壇
の
動
き
が
漸
く
活
発
に
な

る
」
と
当
時
の
美
術
界
の
盛
況
ぶ
り
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
戦
時
中
、
長

ら
く
執
筆
依
頼
が
途
絶
え
て
い
た
修
造
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五

O
（
昭
和
ニ
＋

玉
）
年
読
売
新
聞
か
ら
要
請
さ
れ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
な
美
術
評
論
を
書
く
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
読
売
新
聞
と
は
こ
の
後
十
数
年
以
上
に
わ
た
る

長
い
付
き
合
い
と
な
る
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
に
は
読
売
主
催
の
「
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」
に
マ
グ
リ
ッ
ト
、
マ
ツ
夕
、
ラ
ム
な
ど
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ト
系
の
作
品
が
、
さ
ら
に
ポ
ロ
ッ
ク
、
デ
ユ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ら
の
戦
後
の
新
し

い
画
家
の
作
品
が
賛
助
出
典
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
修
造
は
カ
タ
ロ
グ
「
海
外

の
作
品
」
の
解
説
を
徹
夜
で
住
上
げ
た
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
十

四
）
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
展
に
つ
い
て
は
「
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
の
精
神
か
ら

は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
失
望
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
け
に
、
第
二

回
展
の
出
品
作
は
彼
に
と
っ
て
「
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
」
の
名
に
恥
じ
な
い
出
来

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
戦
後
に
入
っ
て
か
ら
、
美
術
に
対
す
る
周
囲
の
意
識
が
、

戦
中
に
比
べ
て
修
造
に
と
っ
て
良
い
よ
う
に
動
き
始
め
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

政
府
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
い
た
新
た
な
美
術
へ
の
需
要
が
一
気
に
溢
れ
出
し

た
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
五
回
（
昭
和
二
十
八
）
年
、

『
現
実
と
超
現
実
』
に
お
い
て
、
「
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
歴
史
的
な
発
展
、
殊

に
戦
後
に
お
け
る
動
き
に
関
連
し
て
、
す
こ
し
く
わ
し
く
書
く
よ
う
に
と
い
う

の
が
本
誌
の
注
文
」
と
、
執
筆
依
頼
を
受
け
た
経
緯
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ふ

れ
て
い
る
。
美
術
関
連
雑
誌
の
要
望
か
ら
、
当
時
の
大
衆
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
修
造
の
理
想
が
世
間
に

受
け
入
れ
ら
れ
始
め
た
証
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
ね
て
か
ら
の
悲
願
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
「
世
間
に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
こ
と

を
喜
ぶ
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
は
書
か
ず
、
「
頼
ま
れ
た
仕
事
は
こ
う
だ
っ
た
」
と

端
的
に
事
実
を
説
明
し
て
い
る
の
み
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
一
時
的
な
評
価

に
対
し
て
甘
ん
じ
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
が
、
こ
れ
ま
で
貫
き
通
し
て
き
た
批
評

家
と
し
て
の
意
地
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
冷
遇
さ
れ
て
き
た
シ
ユ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
甘
ん
じ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
修
造
な
り
の
け
ん
制
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
六

O
（
昭
和
三
十
四
）
年

『
『
超
現
実
絵
画
の
展
開
」
展
の
あ
と
で
』
で
は
、
戦
争
中
の
超
現
実
主
義
に
対

す
る
考
え
方
が
う
か
が
え
る
。
戦
争
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
画
家
は
多
く
い
る
が
、
肉
体
の
死
を
以
て
彼
等
の
超
現
実
性
が
死
ん
だ
わ

け
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
修
造
自
身
も
戦
中
は
超
現
実
性
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
た
が
、
そ
の
聞
も
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
魂
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
自
身
の
み
な
ら
ず
、
志
半
ば
に
逝
去
し
た
同
志
に
伴

っ
た
そ
の
超
現
実
性
の
死
に
つ
い
て
も
意
義
を
唱
え
て
い
る
。
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戦
後
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
需
要

日
本
は
終
戦
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
政
府
か
ら
強
い
ら
れ
て
い
た
様
々
な
規
制

が
解
禁
さ
れ
、
展
覧
会
や
組
織
の
結
成
が
活
発
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
戦
中

は
仕
事
が
激
減
し
、
諸
雑
誌
か
ら
の
執
筆
依
頼
も
一
切
絶
え
て
い
た
修
造
で
あ

っ
た
が
、
戦
後
に
入
り
、
美
術
評
論
の
執
筆
を
再
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
戦
後

に
出
版
し
た
『
十
六
の
横
顔
・
ボ
ナ
l
ル
か
ら
ア
ル
プ
へ
』
の
あ
と
が
き
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
本
は
、
第
二
大
戦
が
終
っ
て
間
も
な

く
、
な
が
い
あ
い
だ
眼
と
耳
を
奪
わ
れ
て
い
た
私
た
ち
が
ふ
た
た
び
世
界
の
美

術
の
動
き
に
い
き
い
き
と
し
た
関
心
を
も
ち
は
じ
め
た
頃
か
ら
、
諸
雑
誌
に
も

と
め
ら
れ
て
書
い
た
作
家
の
素
顔
を
十
六
人
だ
け
あ
つ
め
て
み
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
「
生
き
て
い
る
ピ
カ
ソ
」
の
よ
う
に
、
戦
争
中
の
ブ
ラ
ン
ク
に
な
っ
て

い
た
芸
術
家
の
影
響
を
呼
び
も
ど
そ
う
と
し
た
、
筆
者
に
と
っ
て
は
感
慨
深
い

も
の
で
あ
る
」

こ
の
記
述
か
ら
、
修
造
が
戦
争
中
に
、
活
動
を
抑
圧
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ン
ク

を
埋
め
よ
う
と
、
急
い
で
西
洋
画
家
の
紹
介
を
紹
介
す
る
べ
く
『
十
六
の
横
顔
』

を
執
筆
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
十
六
の
横
顔
』
は
、
西
洋
画
家
を
紹
介
す
る
役

割
を
担
う
だ
け
で
は
な
く
、
修
造
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
著
書
で
あ

る
。
『
十
六
の
横
顔
』
の
出
版
は
、
修
造
が
書
き
た
い
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き

る
時
代
が
到
来
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

国
内
外
を
問
わ
な
い
幅
広
い
交
流
関
係
は
、
修
造
に
様
々
な
シ
ユ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
観
を
与
え
た
。
元
々
は
詩
作
か
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
足
を
踏
み
入
れ

た
修
造
で
あ
っ
た
が
、
思
想
の
違
い
か
ら
同
人
仲
間
と
の
離
別
を
経
験
し
た
。

順
三
郎
と
の
出
会
い
や
様
々
な
衝
突
、
苦
悩
を
経
て
手
段
や
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

は
変
化
し
て
も
、
彼
は
自
身
の
思
う
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
形
に
対
す
る
主
張

を
周
囲
の
影
響
に
よ
り
曲
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
自
分
の
理
想
と
す
る
形
で

シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
広
め
る
た
め
に
は
、
詩
作
よ
り
も
美
術
で
視
覚
的
に
訴

え
る
方
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
美
術
評
論
を
中
心
に
方
針
転
換
を
図
っ
た
。

戦
時
中
の
思
想
に
対
す
る
政
府
に
よ
る
抑
圧
は
、
主
に
美
術
関
連
雑
誌
の
読
者

を
中
心
と
し
た
人
々
の
反
発
心
を
煽
り
、
戦
後
の
修
造
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

運
動
へ
の
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
彼
が
わ
ざ
わ
ざ
海
外
か
ら
シ

ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
を
日
本
に
持
ち
込
も
う
と
挑
み
続
け
た
理
由
は
、
日
本

の
美
術
を
拒
ん
だ
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
修
造
は
日
本
の
美
術
を
客
観
的
に
と

ら
え
理
解
し
、
そ
の
美
術
性
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
海
外
の

新
興
芸
術
を
受
容
し
た
が
ら
な
い
日
本
の
美
術
の
閉
鎖
的
な
特
徴
を
知
り
、
そ

の
特
徴
が
日
本
の
美
術
の
可
能
性
を
狭
め
る
危
機
だ
と
考
え
た
。
自
発
的
に
海

外
の
美
術
を
取
り
込
も
う
と
し
な
い
性
格
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
修
造
が
外
部

か
ら
新
興
美
術
を
持
ち
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
に
駆
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
。
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
は
こ
れ
ま
で
の
伝
統
性
に
縛
ら
れ
な
い
と
い

う
特
性
を
具
え
て
い
た
た
め
、
修
造
の
主
張
の
意
図
を
よ
《
反
映
し
、
日
本
に

持
ち
込
む
べ
き
美
術
思
想
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
修
造
が

自
身
の
生
涯
を
か
け
て
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
を
広
め
た
の
は
、
そ
の
思
想

が
持
つ
可
能
性
が
日
本
の
美
術
の
進
化
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
期
待
し

た
か
ら
で
あ
っ
た
。

修
造
は
戦
後
に
、
公
務
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
に
出
る
。
公
務
を
終
え
た

後
、
こ
れ
ま
で
書
簡
や
文
書
に
よ
る
交
流
の
あ
っ
た
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
作
家

に
会
い
に
行
く
。
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
で
の
出
会
い
に
よ
り
、
修
造
の
文
筆
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活
動
に
変
化
が
現
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
三
。
こ
の
変
化
は
、
一
通
り
「
日
本
で

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
広
め
る
」
と
い
う
役
割
を
果
た
し
終
え
た
こ
と
に
対
す

る
修
造
な
り
の
区
切
り
を
示
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
い

わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
評
論
」
は
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術

を
日
本
で
広
め
る
と
い
う
彼
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
使
命
感
を
以
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
交
流
の
あ
っ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
作
家
な
ど
個
人
の
断
章
や

カ
タ
ロ
グ
の
序
文
な
ど
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
」
は
文
字
通
り
シ
ユ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
美
術
を
愛
す
る
自
分
自
身
の
意
志
を
以
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
の
区

別
が
見
受
け
ら
れ
る
。
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
」
を
中
心
に
書
く
よ
う
に
な
っ

て
初
め
て
、
修
造
の
「
役
割
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
、
日
本
に
修
造
の
理
想
と
す
る
形
で
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
浸
透
し
始

め
た
の
で
あ
る
。

も
し
修
造
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
作
家
の
宣
伝
活
動
、
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本

に
住
む
私
が
ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
マ
グ
リ
ッ
ト
の
絵
画
に
感
動
す
る
と
い
う
構
図

は
成
立
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
修
造
の
意
志
を
継
ぐ
若
手
作
家
の
芽
は

日
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
潰
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
若
手
作
家
の
中

に
は
後
の
高
名
な
画
家
ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
や
ク
レ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
か
と
思

う
と
恐
ろ
し
い
。
修
造
の
生
涯
を
か
け
て
行
わ
れ
た
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術

新
興
活
動
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
大
き
い
。
私
と
同
様
に
、
シ
ユ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
絵
画
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
に
は
、
ぜ
ひ
修
造
の
功
績
に
つ
い
て
幅
広

く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
そ
の
絵
画
が
日
本
に
持
ち

込
ま
れ
た
か
の
背
景
を
知
れ
ば
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
は
ま
た
違
う
味
わ

い
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
修
造
の
活
動
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

に
は
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
持
つ
特
有
の
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
、
人
の
趣
向
を

激
し
く
わ
け
る
よ
う
な
作
風
を
通
し
て
、
古
い
慣
習
か
ら
抜
け
出
し
新
し
い
美

術
へ
の
方
向
性
を
模
索
し
な
が
ら
迷
う
芸
術
家
た
ち
の
叫
び
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
修
造
の
生
涯
を
振
り
返
る
と
、
閉
鎖

的
な
日
本
美
術
の
世
界
に
新
た
な
美
術
思
想
を
持
ち
込
み
、
定
着
さ
せ
る
ま
で

は
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
。
美
術
作
家
が
思
想
統
制
と
闘
う
陰

で
、
そ
の
美
術
作
家
の
意
義
を
高
め
る
た
め
に
闘
っ
た
人
物
が
存
在
し
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

ウ
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献
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・
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）
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瀧
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修
造
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ム
』
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介
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修
造
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ス
ム
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四
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修
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シ
ユ
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ア
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ス
ム
」
第
一
章
序
文
で
は
、
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ま
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
評
論
を
避
け
、
個
人
に
贈
る
断
章
や
カ

タ
ロ
グ
序
文
な
ど
、
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イ
ベ
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ト
な
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の
が
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心
と
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尾
崎
翠
研
究

｜
｜
女
主
人
公
の
影
と
訪
僅
ー
ー
ー

序
章

尾
崎
翠
作
品
に
は
「
片
恋
・
失
恋
」
の
モ
チ
ー
フ
が
頻
出
し
、
登
場
人
物
は

し
ば
し
ば
コ
二
人
の
う
ち
、
ど
の
二
人
も
組
に
な
っ
て
ゐ
な
い
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
」
を
形
成
す
る
。
登
場
人
物
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
「
修
い
グ
ガ
ボ
ン
ド
」
で

あ
り
、
影
と
共
に
歩
き
、
影
と
の
対
話
を
試
み
、
そ
し
て
、
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン

の
一
夜
』
で
彼
ら
自
身
が
地
下
の
住
人
と
な
っ
て
し
ま
う
。
分
身
文
化
の
一
つ

で
あ
る
映
画
に
心
奪
わ
れ
た
翠
は
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
た
映
画
の
技
法
を

作
品
に
取
り
入
れ
た
が
、
「
分
身
」
も
ま
た
視
覚
技
法
と
共
に
持
ち
込
ま
れ
た
重

要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
研
究
で
は
テ
キ
ス
ト
に
即
し
な
が
ら
、
尾
崎
翠
作
品
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
分

身
」
の
テ
1
7
に
つ
い
て
読
み
解
き
、
翠
に
と
っ
て
「
分
身
」
へ
の
恋
を
テ
！

？
と
し
て
扱
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
、
「
分
身
」
の
モ
チ
ー

フ
に
翠
の
ど
の
よ
う
な
恋
愛
観
・
ジ
ェ
ン
ダ
l
観
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
考

察
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

尾
崎
翠
と
分
身
小
説

青

織

井

詩

分
身
作
品
の
隆
盛

翠
が
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
一
九
二

O
年
1
一
九
三

0
年
代
は
新
感
覚
派
、

新
興
芸
術
派
の
運
動
時
期
と
重
な
る
。
ま
た
、
分
身
小
説
が
隆
盛
し
た
時
期
で

も
あ
っ
た
。

鈴
木
貞
美
「
都
市
大
衆
社
会
と
「
私
」

1

1
「
分
身
」
と
「
自
己
像
幻
視
」

の
位
相
」
一
に
よ
れ
ば
、
一
九
二

0
1一二
0
年
代
の
日
本
文
芸
に
み
ら
れ
る
「
分

身
」
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
三
つ
の
型
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
傾
向
を
残
す
も
の
：
芥
川
龍
之
介
『
二
つ
の
手
紙
』

（
一
九
一
七
年
）
、
野
溝
七
生
子
『
往
来
』
（
一
九
二
七
年
）
、
堀
辰
雄
『
恢

復
期
』
（
一
九
三
一
年
）
、
坂
口
安
吾
『
群
衆
の
人
』
（
一
九
三
一
二
年
）
、

内
田
百
開
『
七
体
百
鬼
園
』
（
一
九
三
九
年
）

。
「
分
身
」
に
よ
る
浄
化
・
解
放
を
テ
1
7
に
し
た
も
の
・
：
梶
井
基
次
郎

『
K
の
昇
天
』
（
一
九
二
六
年
）

己
「
分
身
」
を
創
作
方
法
の
手
段
と
し
て
用
い
る
も
の
・
：
牧
野
信
一
『
鏡

地
獄
』
（
一
九
二
五
年
）
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日
本
の
文
芸
に
お
い
て
分
身
作
品
は
ロ
マ
ン
主
義
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
次

第
に
そ
の
傾
向
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
。
ど
う
し
て
「
分
身
」
の
テ
1
マ
が
流
行

し
た
の
か
。
鈴
木
貞
美
氏
一
一
に
よ
れ
ば
、
急
速
な
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
「
情

報
革
命
」
の
中
、
機
械
文
明
の
発
展
と
交
通
通
信
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
感
覚
を
味
わ
い
、
大
正
期
の
人
々
は
神
経
衰
弱
と

ヒ
ス
テ
リ
ー
に
陥
る
。
学
生
と
し
て
上
京
し
た
人
び
と
が
共
同
体
か
ら
解
放
さ

れ
る
と
同
時
に
見
知
ら
ぬ
他
者
の
中
へ
放
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
認
識
し
、
世
界

の
中
の
自
己
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
不
確
定
さ
に
た
え
ず
苛
ま
れ
、
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
帰
郷
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
同
氏
－
一
一
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
近
代
的
自
我
意
識
の
崩
壊
危
機
を

回
避
す
る
た
め
、
現
実
的
も
し
く
は
精
神
的
に
異
郷
へ
旅
立
つ
手
段
が
と
ら
れ

た
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
分
身
」
の
表
現
が
文
芸
に
表
出
す

る
。
す
な
わ
ち
、
作
家
た
ち
は
「
分
身
」
「
自
己
像
幻
視
」
の
テ
1
7
を
扱
う
こ

と
で
自
己
の
分
裂
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
）
に
耐
え
、
「
見
ら
れ
る
自
己
」

と
「
見
る
自
己
」
と
い
う
多
元
的
な
自
我
を
獲
得
し
生
き
延
び
よ
う
と
し
た
。

尾
崎
翠
作
品
に
見
ら
れ
る
「
分
身
」

尾
崎
翠
作
品
は
分
身
作
品
の
隆
盛
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

翠
は
頭
痛
薬
を
常
用
し
幻
覚
症
状
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
上
京
と
帰
郷
を
繰
り

返
す
生
活
を
し
て
い
た
。
分
身
を
文
芸
に
取
り
入
れ
た
同
時
代
の
作
家
た
ち
同

様
、
翠
も
ま
た
近
代
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
一
人
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
翠
は
映
画
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
。

（i
）
発
表
時
期

前
述
の
通
り
、
翠
が
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
は
分
身
作
品
の
隆
盛
と
重

な
る
。
ど
り
わ
け
注
目
を
浴
び
た
作
品
『
第
七
官
界
初
復
』
（
一
九
三
一
）
、
『
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
』
（
一
九
三
二
）
な
ど
は
日
本
文
芸
に
見
ら
れ
る
分
身
作
品
に
お
い
て

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
翠
の
作
品

は
後
年
に
な
っ
て
再
評
価
さ
れ
る
。
一
九
三

O
年
以
後
も
文
学
の
流
れ
の
中
に

生
き
続
け
、
一
九
五

O
年
頃
文
学
的
中
核
に
据
え
直
さ
れ
る
「
分
身
」
と
い
う

主
題
に
、
「
再
発
見
」
さ
れ
た
翠
の
作
品
が
再
び
脚
光
を
あ
び
る
と
い
う
構
図
を

こ
こ
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

？
と
作
品
内
容

尾
崎
翠
作
品
に
は
自
分
の
分
身
に
恋
す
る
詩
人
が
登
場
さ
せ
た
『
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
』
、
ナ
ン
セ
ン
ス
心
理
学
と
し
て
ド
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
ガ
l
に
触
れ
た
『
第
七
官
界

初
復
』
な
ど
か
ら
翠
の
「
分
身
」
へ
の
関
心
が
み
ら
れ
、
翠
も
ま
た
「
分
身
」

を
テ
l
マ
に
扱
っ
た
作
家
と
言
え
る
。

た
と
え
ば
、
語
り
手
が
「
わ
た
し
た
ち
」
と
名
乗
っ
た
り
（
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
）
、

翠
の
作
品
に
は
単
一
で
は
な
い
多
元
的
な
自
己
と
い
う
特
徴
的
な
〈
私
〉
の
像

が
表
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
翠
の
作
品
に
は
し
ば
し
ば
片
思
い
や
失
恋
状
態
に
あ
る
登
場
人
物

た
ち
が
で
て
く
る
。
た
と
え
ば
『
歩
行
』
で
は
恋
の
戯
曲
を
男
女
が
対
話
し
な

が
ら
朗
読
す
る
う
ち
に
町
子
（
女
）
が
恋
に
落
ち
る
（
片
思
い
）
な
ど
、
代
理

者
同
士
の
恋
愛
で
「
取
り
違
え
」
が
起
き
て
い
る
。

分
身
小
説
で
は
よ
く
「
取
り
違
え
」
が
起
き
る
。
た
と
え
ば
、
も
う
一
人
の

自
分
と
自
分
自
身
が
対
決
し
、
も
う
一
人
の
自
分
に
と
ど
め
を
刺
し
た
筈
だ
っ
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た
が
、
そ
こ
に
相
手
の
影
は
な
く
実
は
自
分
自
身
を
傷
つ
け
て
い
た
と
い
う
展

開
は
も
は
や
分
身
小
説
の
「
様
式
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
鏡
像
と
影

像
が
等
価
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
翠
の
作
品
に
み
ら
れ
る
分
身
は

単
な
る
私
と
も
う
ひ
と
り
の
私
と
い
う
相
関
関
係
に
の
み
置
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
翠
の
作
品
に
み
ら
れ
る
「
分
身
」
表
現
を
詳
し
く
見
て
行
く
こ
と

に
す
る
。
特
に
一
九
三
一

1
一
九
三
二
年
の
『
第
七
官
界
初
復
』
、
『
歩
行
』
、
『
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

翠
作
品
の
「
分
身
」

の
性
格

『
第
七
官
界
初
雀
』
（
一
九
三
一
）

『
第
七
官
界
初
復
』
に
み
ら
れ
る
〈
影
〉
に
つ
い
て
は
、
石
月
麻
由
子
「
〈
影
〉

へ
の
志
向
1

1
尾
崎
翠
「
第
七
官
界
初
復
」
試
論
｜
｜
」
回
が
詳
し
い
。
石
月

麻
由
子
氏
に
よ
れ
ば
、
「
小
野
町
子
」
と
「
隣
家
の
少
女
」
（
名
無
し
て
そ
し
て

「
女
詩
人
」
は
影
同
士
で
あ
る
と
い
う
。
分
身
作
品
で
は
鏡
に
よ
っ
て
、
主
体

が
「
見
ら
れ
る
自
己
」
と
「
見
る
自
己
」
に
分
断
さ
れ
る
が
、
石
月
麻
由
子
氏
五

に
よ
れ
ば
、
『
第
七
官
界
初
復
』
も
例
外
で
は
な
く
、
「
鏡
を
見
な
い
町
子
」
と

「
鏡
に
映
る
町
子
」
の
一
瞬
の
分
断
が
、
分
身
で
あ
る
「
隣
人
の
少
女
」
を
生

ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
『
第
七
官
界
初
復
』
で
は
一
助
、
二
助
、
三
五
郎
、
柳
浩

六
と
い
う
数
字
を
名
に
持
つ
男
性
た
ち
が
登
場
す
る
が
、
川
崎
賢
子
「
〈
少
女
〉

的
世
界
の
な
り
た
ち
尾
崎
翠
の
初
復
」
六
で
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

記
号
化
さ
れ
代
数
化
さ
れ
た
男
た
ち
、
と
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
に
た
い
す

る
通
念
に
よ
り
そ
う
、
お
あ
つ
ら
え
む
き
の
設
定
の
よ
う
だ
が
、
数
字
が

し
め
す
こ
と
が
ら
は
い
つ
で
も
自
己
同
一
的
な
安
定
を
う
ば
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
翠
作
品
の
男
性
た
ち
は
己
の
存
在
の
不
安
定
さ
ゆ
え
か
、
分
身
に
恋

を
し
、
影
を
希
求
す
る
。

翠
の
作
品
に
お
い
て
、
女
主
人
公
と
影
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
二
者

の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
。
ま
た
、
翠
の
作
品
で
は
し
ば
し
ば

登
場
人
物
が
初
復
す
る
が
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
歩
行
し
、
ど
こ
を
目
指
す
の

か
。
女
主
人
公
ら
の
行
く
先
を
追
っ
て
行
き
た
い
。

『
歩
行
』
（
一
九
三
一
）

『
歩
行
』
は
冒
頭
と
末
尾
を
こ
の
同
じ
詩
を
挿
入
す
る
こ
と
で
物
語
が
展
開

し
て
い
る
。
近
藤
裕
子
「
尾
崎
翠
「
歩
行
」
の
身
体
性
｜
｜
風
と
お
萩
と
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
」
七
で
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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首
尾
に
同
じ
歌
を
据
え
る
構
造
は
、
枠
で
挟
ん
で
物
語
の
時
間
を
そ
の
開

に
封
じ
込
め
る
と
い
う
よ
り
、
語
り
／
読
む
時
間
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
、

物
語
の
時
間
を
永
遠
に
循
環
さ
せ
る
働
き
を
も
っ
て
い
る
と
言
っ
た
ほ
う

が
正
し
い
。

『
歩
行
』
に
お
い
て
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
は
自
宅
か
ら
松
木
家
、
松
木
家
か

ら
久
作
の
住
居
へ
、
そ
し
て
久
作
宅
と
薬
局
の
聞
を
二
往
復
し
、
ま
た
自
宅
へ

戻
っ
て
く
る
が
、
近
藤
裕
子
氏
に
よ
れ
ば
主
人
公
の
行
う
こ
の
円
形
の
「
歩
行
」

（
言
う
な
れ
ば
プ
ロ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
円
）
、
そ
し
て
物
語
の
起
点
と
終
点
を
同



じ
詩
で
繋
ぐ
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
に
表
れ
る
循
環
構
造
に
は
、
『
第
七
官
界

初
復
』
で
翠
が
成
し
え
な
か
っ
た
「
円
環
構
造
」
に
対
す
る
翠
自
身
の
未
練
が

由
来
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
同
氏
人
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
主
人
公

は
絶
え
ず
歩
行
の
目
的
を
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
の
、
目
的
を
達
成
で
き
な

い
ま
ま
、
ま
た
異
な
る
任
務
を
果
た
す
よ
う
目
的
を
す
り
替
え
ら
れ
、
し
か
し

結
局
す
べ
て
の
指
令
が
叶
わ
な
い
う
ち
に
帰
宅
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
私
」

の
様
は
近
代
的
な
「
目
的
、
主
体
、
成
長
」
と
無
縁
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
私
」

は
『
歩
行
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
及
び
プ
ロ
ッ
ト
の
円
環
構
造
か
ら
脱
出
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

『
歩
行
』
で
は
、
役
の
上
で
の
恋
が
登
場
人
物
の
心
に
作
用
す
る
。

私
が
マ
ル
ガ
レ
エ
テ
に
な
る
と
幸
田
氏
は
柿
を
た
ベ
て
ゐ
る
フ
ア
ウ
ス
ト

に
な
り
、
私
が
街
女
に
な
る
と
幸
田
氏
は
柿
を
食
べ
て
ゐ
る
な
ら
ず
も
の

に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
歩
行
』
で
は
幸
田
当
八
の
研
究
の
た
め
「
私
」
と
彼
は
ト
ラ
ン

ク
い
っ
ぱ
い
の
恋
の
戯
曲
を
用
い
て
恋
人
た
ち
の
台
詞
を
互
い
に
語
り
か
け
あ

う
。
「
私
」
は
役
の
上
で
の
恋
情
を
自
己
の
気
持
ち
と
す
り
替
え
、
も
し
く
は
役

た
ち
の
恋
愛
関
係
を
代
理
し
た
か
の
よ
う
に
、
幸
田
当
八
を
慕
う
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
分
身
小
説
で
よ
く
見
ら
れ
る
取
り
違
え
の
一
種
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、

幸
田
が
「
私
」
の
家
を
訪
れ
る
前
に
「
私
」
と
祖
母
が
医
者
の
必
要
と
す
る
モ

デ
ル
と
は
何
か
と
語
り
あ
う
場
面
が
あ
る
。
モ
デ
ル
と
は
模
範
や
手
本
と
な
る

よ
う
な
も
の
、
ま
た
適
切
な
型
で
あ
り
、
人
型
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

人
型
と
い
え
ば
、
人
の
似
姿
、
影
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
連
怨
さ
れ
る
。
『
歩

行
』
で
は
、
「
私
」
の
発
す
る
言
葉
は
こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
会
話
と
、
幸
田

と
交
わ
す
戯
曲
の
台
詞
、
ま
た
例
外
的
な
も
の
と
し
て
土
田
の
前
で
漏
ら
す
た

め
息
も
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
主
人
公
は
幸
田
が
去
っ
た
あ
と
、
ふ
さ

ぎ
が
ち
で
物
語
の
中
で
は
幸
四
と
交
わ
し
た
恋
の
台
詞
を
最
後
に
た
め
息
の
み

を
漏
ら
す
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。

『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
（
一
九
三
二
）

『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
は
自
ら
を
「
風
」
と
称
す
る
語
り
手
「
私
た
ち
」
に
よ
っ

て
紡
が
れ
る
女
主
人
公
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
恋
物
語
で
あ
る
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」

は
己
の
住
み
か
で
あ
る
二
階
の
借
り
部
屋
を
出
発
し
図
書
館
を
目
指
す
。
「
風
」

の
た
よ
り
に
よ
れ
ば
、
女
主
人
公
は
余
程
の
人
間
嫌
い
で
、
「
名
前
を
あ
か
し
て

も
あ
か
さ
な
く
て
も
の
生
き
も
の
」
で
あ
り
、
「
私
た
ち
」
は
語
り
の
方
針
と
し

て
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
影
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、
静
か
に
つ
い
て
行
き
た
い

旨
を
明
か
す
。
女
主
人
公
が
図
書
館
を
目
指
し
雨
の
降
る
原
つ
ば
を
行
く
道
す

が
ら
、
「
私
た
ち
」
は
主
人
公
が
「
迂
遠
な
恋
」
を
し
て
い
た
こ
と
を
打
ち
明
け
、

主
人
公
が
図
書
館
で
得
た
異
国
の
詩
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
る
。
そ
の

内
容
と
は
詩
人
『
ゐ
り
あ
む
・
し
ゃ
あ
ぷ
」
が
女
詩
人
「
ふ
い
お
な
・
ま
く
ろ

お
ど
」
と
恋
仲
に
な
る
が
、
「
ふ
い
お
な
」
の
正
体
は
「
ゐ
り
あ
む
」
の
「
ど
っ

ぺ
る
げ
ん
げ
る
」
、

す
な
わ
ち
「
ゐ
り
あ
む
」
が
女
性
に
扮
し
た
姿
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
異
国
の
詩
人
こ
そ
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
思
い
人
で
あ
り
、
己
の
分
身

を
思
慕
す
る
異
国
の
詩
人
に
恋
を
し
た
彼
女
は
、
詩
人
の
更
な
る
消
息
を
得
る

た
め
、
足
繁
く
図
書
館
へ
通
う
が
今
日
も
今
日
と
て
芳
し
い
成
果
を
得
ら
れ
な

い
。
女
主
人
公
は
落
胆
し
閲
覧
室
を
出
て
地
下
の
婦
人
食
堂
へ
向
か
い
、
パ
ン

を
食
べ
な
が
ら
「
黒
っ
ぽ
い
痩
せ
た
対
手
」
と
記
さ
れ
る
一
人
の
先
客
、
そ
し
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へ
向
か
っ
て
パ
ン
な
し
に
生
き
る
方
法
を
願
う
と
心
の
中
で

て
「
ふ
い
お
な
」

呼
び
か
け
る
。

恋
愛
小
説
と
し
て
の
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
の
特
異
性
に
関
し
て
、
小
谷
真
理
「
翠

幻
想
｜
｜
尾
崎
翠
の
メ
タ
恋
愛
小
説
｜
｜
」
九
で
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
ゐ
り
あ
む
」
が
内
な
る
女
性
性
に
「
ふ
い
お
な
」
と
名
づ
け
た
こ
と
を
、
「
ゐ

り
あ
む
」
が
抱
く
「
ふ
い
お
な
」
へ
の
恋
と
す
る
翠
の
解
釈
に
つ
い
て
、
小
谷

真
理
氏
一
O
は
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
例
に
挙
げ
、
次
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。

完
成
さ
れ
た
女
性
、
愛
す
べ
き
女
性
と
は
、
む
し
ろ
男
性
の
想
像
の
な
か

に
の
み
存
在
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
察
が
導
き
出
さ
れ
る
。
尾
崎
の
考
え

る
し
ゃ
あ
ぷ
／
ま
く
ろ
お
ど
関
係
は
、
こ
の
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
の
構
造
を
反

復
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
人
格
が
互
い
に
恋
し
あ

う
こ
と
。
し
ゃ
あ
ぷ
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
の

よ
う
な
、
つ
ま
り
は
ガ
ラ
テ
ア
に
対
す
る
の
と
同
様
の
「
恋
」
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
両
性
具
有
像
は
不
思
議
に
も
、
分
裂
し
た
分
身
同
士
の
恋
か

ら
、
恋
と
い
う
幻
想
の
装
置
そ
れ
自
体
を
め
ぐ
る
視
点
へ
と
転
ず
る
。

そ
し
て
、
「
ゐ
り
あ
む
」
と
「
ふ
い
お
な
」
と
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
或
い
は
両
性
を

有
し
た
異
国
の
詩
人
と
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
と
い
う
、
二
人
の
人
物
に
よ
る
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
と
も
一
対
一
と
も
言
え
る
よ
う
な
関
係
に
つ
い
て
、
小
谷
真
理
氏

一
一
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

し
ゃ
あ
ぷ
／
ま
く
ろ
お
ど
関
係
を
「
恋
」
と
捉
え
る
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
、
し

た
が
っ
て
あ
ら
か
じ
め
、
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
の
構
造
を
見
抜
い
て
い
る
。
「
恋

愛
小
説
」
の
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
ク
ー
ル
に
分
析
し
て
眺
め
て
い
る
。

ほ
ど
な
く
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
恋
は
、
「
恋
愛
小
説
」
の
シ
ス
テ
ム
を
喝
破
し
た

あ
と
、
女
性
詩
人
ま
く
ろ
お
ど
へ
の
興
味
に
変
わ
る
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
、

ま
く
ろ
お
ど
嬢
に
自
分
の
境
遇
を
重
ね
あ
わ
せ
る
。
女
性
詩
人
と
し
て
、

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
と
ま
く
ろ
お
ど
は
限
り
な
く
接
近
す
る
。

『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
は
語
り
手
の
姿
は
、
「
風
」
と
い
う
目
に
見
え
ぬ
も
の
、

声
な
き
も
の
へ
と
変
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
語
り
手
は
よ
り
透
明
で
自
他
の

境
界
が
暖
昧
な
身
体
、
自
由
自
在
に
移
動
で
き
る
自
己
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
語
り
手
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

「
私
た
ち
」
と
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
関
係
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
「
こ
ほ
ろ

ぎ
嬢
」
は
「
私
た
ち
」
を
認
識
す
ら
で
き
ず
、
ま
た
文
中
で
「
私
た
ち
」
が
「
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
影
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、
静
か
に
つ
い
て
行
き
た
い
と
述
べ

る
な
ど
、
嬢
を
「
女
主
人
」
と
し
、
彼
女
の
後
を
語
り
手
が
注
意
深
く
つ
い
て

行
く
と
い
う
両
者
の
関
係
に
、
対
等
と
い
う
よ
り
は
主
従
の
結
び
つ
き
を
見

出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
の
語
り
手
は
し
ば
し
ば
「
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
」
の
姿
を
見
失
う
。
た
と
え
ば
、
次
の
文
で
は
「
私
た
ち
」
が
目
を
離
し
た

隙
に
、
異
国
の
詩
人
に
対
す
る
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
恋
が
開
始
し
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
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け
れ
ど
そ
の
や
う
な
願
ひ
に
も
拘
ら
ず
、
私
た
ち
は
そ
の
後
彼
女
に
逢
ふ

こ
と
も
な
く
て
過
ぎ
た
。
す
る
と
彼
女
は
、
こ
の
ご
ろ
、
よ
ほ
ど
大
き
い

目
的
で
も
あ
る
様
子
で
、
せ
っ
せ
と
図
書
館
通
ひ
を
始
め
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
「
私
」
に
ず
っ
と
付
き
添
う
の
で
は
な
く
、
ご
」
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
周

囲
を
巡
り
、
時
に
は
見
失
う
と
い
う
「
私
た
ち
」
の
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
視

線
は
、
散
歩
者
の
行
く
道
を
吹
き
渡
る
「
風
」
を
連
想
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

外
套
に
包
ま
れ
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
が
暖
昧
な
出
で
立
ち
で
も
、
強
風
に
煽
ら
れ
て

く
っ
き
り
と
自
分
の
身
体
の
在
り
様
を
自
覚
す
る
よ
う
に
、
「
私
た
ち
」
の
語
り

は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
誕
生
か
ら
遡
り
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
常
用
す
る
薬
や
内

な
る
恋
と
い
う
秘
密
、
ま
た
そ
の
時
々
の
心
理
な
ど
正
体
を
吹
き
晒
さ
れ
て
い

ノ
＼
。

野
を
行
く
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
に
萎
び
た
桐
の
花
の
匂
い
を
届
け
た
よ
う
に
、

「
私
た
ち
」
は
「
人
々
」
そ
し
て
読
者
に
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
消
息
を
も
た
ら

す
。
た
だ
、
「
私
た
ち
」
は
数
々
の
「
風
の
た
よ
り
」
を
耳
に
し
物
知
り
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
の
視
線
は
全
知
全
能
の
神
の
視
点
に
置
か
れ
ず
、
「
私
た
ち
」

自
身
が
「
地
上
の
人
の
子
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」

が
「
名
前
を
あ
か
し
て
も
あ
か
さ
な
く
て
も
の
生
き
も
の
」
で
あ
る
原
因
や
彼

女
が
常
用
す
る
薬
の
副
作
用
と
い
っ
た
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
情
報
に
関
し
て
、

推
量
や
伝
聞
の
域
を
出
な
い
も
の
も
あ
る
。
「
私
た
ち
」
自
身
も
、
た
と
え
ば
「
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
」
が
「
惨
い
生
き
も
の
」
で
あ
る
原
因
に
つ
い
て
半
分
で
も
理
解
で

き
れ
ば
十
分
で
、
そ
れ
以
上
事
実
を
追
及
し
な
い
と
い
っ
た
態
度
を
見
せ
て
い

る。
一
方
で
、
「
私
た
ち
」
は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
も
と
へ
た
び
た
び
帰
還
し
、
女

主
人
公
を
吹
く
風
で
あ
り
続
け
る
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
を
吹
く
風
と
い
え
ば
、
「
私

た
ち
」
の
目
が
離
れ
て
い
る
う
ち
に
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
異
国
の
詩
人
か
ら
彼

女
の
身
体
の
中
へ
と
秋
風
が
吹
き
送
ら
れ
、
恋
に
落
ち
る
。
「
私
た
ち
」
は

女
主
人
公
の
周
囲
を
巡
る
「
風
」
で
あ
る
が
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
内
側
を
通
り

抜
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
嬢
に
干
渉
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
お
そ

ら
く
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
も
「
私
た
ち
」
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ち
な

み
に
、
『
歩
行
』
で
も
「
私
」
の
心
に
幸
田
の
面
影
を
風
が
吹
き
送
る
と
い
う
描

写
が
あ
る
。

ま
た
、
「
私
た
ち
」
は
「
ご
く
小
さ
い
声
」
で
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
恋
を
打
ち

明
け
る
な
ど
噂
話
を
絶
や
さ
な
い
の
に
対
し
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
会
話
が
不
得

手
な
人
物
で
あ
る
。
「
パ
ン
屋
の
店
の
女
の
子
」
に
呆
れ
ら
れ
た
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」

自
身
も
己
の
無
愛
想
な
声
音
を
自
覚
し
て
い
る
の
か
、
食
堂
で
勉
強
に
勤
し
む

一
人
の
先
客
を
咽
喉
を
用
い
た
会
話
の
練
習
相
手
と
す
る
こ
と
な
く
、
「
黒
っ
ぽ

い
痩
せ
た
対
手
」
と
表
現
さ
れ
る
先
客
を
「
未
亡
人
」
と
名
付
け
、
彼
女
に
対

し
心
の
中
で
呼
び
か
け
る
と
い
う
「
声
を
使
は
な
い
会
話
」
を
す
る
。

「
黒
っ
ぽ
い
痩
せ
た
対
手
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
影
、
分
身
を
連
想
さ
せ
る
。

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
か
ら
「
黒
っ
ぽ
い
痩
せ
た
対
手
」
と
い
う
影
を
連
想
さ
せ
る

人
物
と
の
対
話
、
す
な
わ
ち
女
主
人
公
か
ら
分
身
へ
と
声
の
伴
わ
な
い
一
方
的

な
呼
び
か
け
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
？
」
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
に
見
ら
れ
る
影
、
「
未
亡

人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
が
図
書
館
の
地
下
室
へ
降
り

婦
人
食
堂
へ
入
っ
て
パ
ン
を
食
べ
よ
う
と
思
い
つ
い
た
と
き
、
彼
女
は
「
未
亡

人
」
を
発
見
す
る
。

そ
し
て
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
先
客
を
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
と
信
じ
込
む
。

彼
女
は
嬢
の
話
相
手
と
し
て
丁
度
よ
か
っ
た
が
、
一
心
に
勉
強
に
打
ち
込
む
余

り
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
に
気
づ
か
な
い
有
様
で
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
挨
拶
も
で

き
ぬ
ま
ま
仕
方
な
く
一
度
食
堂
を
出
る
。
再
び
戻
っ
て
き
て
パ
ン
を
食
べ
終
え
、

産
婆
学
に
つ
い
て
心
の
内
で
話
し
か
け
る
も
、
勿
論
反
応
は
得
ら
れ
ず
、
相
手

は
ず
っ
と
術
い
た
ま
ま
「
同
じ
ポ
オ
ズ
」
を
と
っ
て
い
た
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は

「
対
手
の
薄
暗
い
顔
」
に
向
か
っ
て
も
う
一
度
心
中
で
話
か
け
、
相
手
を
「
未
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亡
人
」
と
呼
び
、
ま
た
彼
女
を
通
し
て
「
ゐ
り
あ
む
」
の
分
身
で
あ
る
「
ふ
い

お
な
」
へ
も
語
り
か
け
る
。
地
下
室
は
既
に
夕
方
を
迎
え
て
お
り
、
夜
を
前
に

し
て
影
た
ち
が
伸
び
る
中
、
「
私
た
ち
」
は
「
と
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
物
語
を
語
り
終

え
る
。「

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
、
「
私
た
ち
」
か
ら
「
こ
の
女
主
人
は
、
あ
れ
こ
れ
の
原

因
か
ら
、
名
前
を
あ
か
し
て
も
あ
か
さ
な
く
て
も
の
生
き
も
の
で
あ
っ
た
」
と

断
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
と
は
「
私
た
ち
」
か
ら
与
え
ら
れ
た
愛

称
も
し
く
は
便
宜
的
な
呼
び
方
で
あ
り
、
物
語
の
な
か
で
名
無
し
の
存
在
で
あ

る
。
名
も
な
い
影
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

女
主
人
公
は
自
ら
が
「
私
た
ち
」
か
ら
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
も
も
し
か
す
る
と
「
私
た
ち
」
の
存
在
す
ら
も
認
知
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
名
付
け
／
名
づ
け
ら
れ
る
関
係
、
一
方
の
み
が
他
方
を
認

知
す
る
関
係
は
図
書
館
の
地
下
室
に
お
い
て
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
」
が
地
下
室
べ
下
る
と
更
な
る
暗
が
り
に
潜
む
「
黒
っ
ぽ
い
痩
せ
た
対
手
」

を
発
見
す
る
が
、
相
手
は
女
主
人
公
に
い
つ
ま
で
も
気
づ
か
な
い
。

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
な
ど
相
手
の
正
体
を
推
量
し
て

み
る
が
、
こ
の
人
物
に
対
し
一
つ
の
「
風
の
た
よ
り
」
も
持
た
な
い
彼
女
は
便

宜
的
に
「
未
亡
人
」
と
呼
び
か
け
、
そ
し
て
彼
女
の
影
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に

「
ふ
い
お
な
」
の
姿
を
口
寄
せ
る
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
が
二
階
の
借
り
部
屋
に
住

む
言
わ
ば
「
屋
根
裏
」
詩
人
と
す
れ
ば
、
黒
い
イ
メ
ー
ジ
の
先
客
は
地
下
の
住

人
と
一
言
守
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
こ
ほ
ろ
ぎ
を
思
い
、
片
や
「
未

亡
人
」
は
実
用
的
な
産
婆
学
を
学
び
、
二
人
は
実
に
対
照
的
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
歩
行
』
に
は
歩
行
そ
れ
自
体
に
特
徴
が
見
ら
れ
た
が
、
『
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
』
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
は
部
屋
か
ら
図
書
館
へ
と

い
う
往
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
円
環
す
る
『
歩
行
』
の
歩
行
と
は
ち
が
い
、
『
歩

行
』
は
ど
ち
ら
も
半
分
の
環
と
な
っ
て
い
る
。
丁
度
互
い
が
補
い
あ
え
る
関
係

に
あ
る
。
『
歩
行
』
で
は
「
私
」
が
風
に
吹
か
れ
て
幸
田
の
面
影
と
共
に
野
を
歩

き
、
ぐ
る
り
と
回
っ
て
家
へ
帰
る
。

『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
女
主
人
公
は
部
屋
を
出
て
糠
雨
に
降
ら
れ
、
「
風
」
に
噸

か
れ
な
が
ら
野
を
行
き
、
山
頂
の
図
書
館
に
至
っ
て
、
最
終
的
に
パ
ン
を
求
め

て
地
下
室
へ
降
り
、
そ
こ
で
影
の
よ
う
な
人
物
を
見
つ
け
る
。

『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
は
女
主
人
公
自
ら
が
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
の
名
を
冠
し
て
歩

行
す
る
。
そ
し
て
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
物
語
の
最
後
に
図
書
館
の
地
下
室
へ
足

を
向
け
る
。

四

『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
（
一
九
三
二
）
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前
節
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
女
主
人
公
が
辿
り
着
い
た
先
は
図
書
館
の
地
下
室

で
あ
っ
た
。
夜
が
迫
る
中
、
そ
こ
で
彼
女
は
影
と
出
会
い
、
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン

の
一
夜
』
で
忽
然
と
姿
を
消
す
。

河
合
隼
雄
『
影
の
現
象
学
』
一
一
で
、
河
合
隼
雄
氏
は
地
獄
の
世
界
を
例
に
挙

げ
、
地
上
の
世
界
に
比
し
て
地
下
の
世
界
は
影
に
満
ち
た
、
い
わ
ば
影
の
世
界

と
し
、
ま
た
、
自
我
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
心
中
の
地
下
世
界
、
す
な
わ
ち

無
意
識
へ
と
至
る
道
で
あ
る
夢
の
中
に
、
し
ば
し
ば
地
下
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
が

表
出
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
で
は
、
「
幸
田
当
八
各
地
遍
歴
の
ノ
オ
ト
」
・
「
土

田
九
作
詩
稿
「
天
井
、
地
上
、
地
下
に
つ
い
て
」
」
・
「
動
物
学
者
松
木
氏
用
、
当

用
日
記
」
と
い
う
男
性
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
冊
子
が
三
一
っ
と
、
土
田
の
心

に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
地
下
室
ア
ン
ト
ン
」
が
展
開
し
て
い
る
。
さ
て
、



「
地
下
室
ア
ン
ト
ン
」
で
行
わ
れ
る
松
木
・
幸
田
・
土
田
の
会
話
は
す
な
わ
ち

地
下
室
と
い
う
影
の
世
界
で
行
わ
れ
る
影
達
（
他
作
品
の
登
場
人
物
の
影
或
い

は
分
身
）
の
会
話
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
で
は
幸
田
の
ノ
l
ト
が
開
か
れ
、
「
分

裂
心
理
」
に
つ
い
て
端
的
な
説
明
が
寄
せ
ら
れ
る
。
「
分
裂
心
理
」
は
『
第
七
官

界
街
律
』
で
も
扱
わ
れ
て
お
り
、
石
月
麻
由
子
「
〈
影
〉
へ
の
志
向
｜
｜
「
第
七

官
界
初
復
」
試
論
｜
1
」
一
一
一
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
心
理
に
意
識
と
無
意
識

の
葛
藤
す
な
わ
ち
人
間
存
在
の
二
重
性
が
現
れ
て
お
り
、
「
分
裂
心
理
」
に
は
影

つ
ま
り
「
私
で
は
な
い
も
う
一
人
の
私
」
（
分
身
）
へ
の
志
向
が
見
ら
れ
る
と
い

λ
1
0
 次

に
幸
田
の
「
分
裂
心
理
」
論
を
前
提
に
し
て
、
土
田
の
詩
稿
が
紐
解
か
れ

る
。
土
田
は
風
の
吹
く
静
か
な
空
の
世
界
（
天
上
）
、
そ
し
て
「
い
ろ
ん
な
物
事

が
絶
え
ず
打
っ
か
り
合
」
い
、
ま
た
自
ら
も
住
む
地
上
に
つ
い
て
語
る
。
松
木

こ
と
動
物
学
者
の
世
界
と
土
田
こ
と
詩
人
の
世
界
の
衝
突
、
そ
し
て
『
歩
行
』

の
「
私
」
こ
と
小
野
町
子
と
出
会
い
、
彼
女
が
失
恋
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
心
惹

か
れ
た
こ
と
、
姉
で
あ
る
松
木
夫
人
と
の
相
互
不
理
解
な
ど
、
人
間
の
世
界
で

の
煩
雑
な
物
事
に
つ
い
て
告
白
し
た
土
田
は
先
の
幸
田
の
論
に
加
筆
し
、
地
下

の
世
界
に
つ
い
て
考
察
し
始
め
る
。

地
上
で
の
衝
突
を
避
け
、
地
下
室
へ
出
か
け
、
土
田
は
「
チ
エ
ホ
フ
」
の
恩
恵

を
あ
や
か
り
地
下
室
を
「
地
下
室
ア
ン
ト
ン
」
と
名
付
け
る
。
さ
て
、
土
田
の

語
り
に
は
い
く
つ
か
「
影
」
の
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
。

失
恋
し
て
ゐ
る
女
の
子
と
は
、
片
つ
ぼ
だ
け
が
残
っ
た
手
袋
の
や
う
な
も

の
で
す
。
身
近
か
に
、
こ
ん
な
様
子
の
女
の
子
に
ゐ
ら
れ
る
と
・
・
・
・
し

か
し
、
女
の
子
の
方
で
は
、
彼
女
の
側
に
そ
ん
な
奴
が
ゐ
る
な
ん
て
考
へ

て
も
見
な
い
ん
で
す
。

こ
こ
に
失
恋
者
は
半
身
を
失
っ
た
影
で
あ
る
と
い
う
土
田
の
指
摘
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
？
」
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
挿
入
さ
れ
た
影
に
恋
す
る
男
性
の
構

図
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
「
僕
は
そ
れ
っ
き
り
小
野
町
子
に

逢
ふ
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
士
田
は
語
り
、
相
手
の
肉
体
よ
り
相
手
の
面
影
に

執
着
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
？
」
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
し
ば
し
ば
女
主
人

公
を
見
失
う
語
り
手
を
連
想
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
松
木
が
語
る
影
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
影
を
志
向
す
る
動
物
た
ち
が
挙

げ
ら
れ
る
。

さ
て
、
土
田
の
住
ま
い
の
階
下
の
部
屋
の
立
地
に
相
似
し
た
「
地
下
室
ア
ン

ト
ン
」
で
「
女
の
子
」
不
在
の
中
三
者
は
会
話
を
行
う
。
幸
固
と
松
木
は
研
究

者
同
士
の
繋
が
り
、
幸
固
と
土
田
は
町
子
を
交
え
た
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
あ
り
、

地
下
室
で
ど
ち
ら
か
一
組
が
接
近
す
る
時
、
そ
の
組
に
あ
ぶ
れ
た
も
う
一
人
は

お
し
黙
る
。
ま
た
、
土
田
と
松
木
は
親
戚
関
係
に
あ
り
、
一
二
者
の
う
ち
、
ど
の

ふ
た
り
も
組
を
形
成
し
う
る
が
、
一
二
者
は
三
つ
巴
と
な
る
こ
と
を
避
け
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
さ
て
、
幸
田
と
士
固
と
町
子
に
話
を
戻
し
て
、
幸
田
に
「
女

の
子
」
の
こ
と
を
殆
ど
覚
え
て
い
な
い
と
言
う
土
田
の
言
葉
通
り
、
土
田
の
心

象
風
景
で
あ
る
地
下
室
に
女
の
子
の
姿
は
な
い
。
土
田
は
地
下
室
へ
至
る
道
中
、

町
子
の
面
影
と
共
に
初
律
し
、
風
の
中
に
彼
女
の
影
を
置
き
去
る
こ
と
に
成
功

し
た
の
だ
ろ
う
。
土
田
が
散
歩
し
風
に
「
女
の
子
」
の
姿
を
与
え
た
頃
、
男
性

の
書
い
た
三
つ
の
冊
子
し
か
な
か
っ
た
作
品
の
世
界
に
「
私
た
ち
」
が
登
場
し

「
地
下
室
ア
ン
ト
ン
」
が
姿
を
現
す
。
「
私
た
ち
」
は
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
に
お
い

て
は
「
風
」
で
あ
っ
た
。
も
し
、
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
に
登
場
す
る
「
私

た
ち
」
が
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
と
出
自
を
同
じ
く
す
る
な
ら
、
土
田
が
風
に
与
え
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た
町
子
の
幻
影
が
「
地
下
室
ア
ン
ト
ン
」
の
語
り
手
に
変
じ
て
い
る
と
言
え
る

、
か
も
し
れ
な
い
。

土
問
の
詩
稿
に
お
い
て
、
天
上
・
地
上
・
地
下
の
世
界
が
語
ら
れ
、
天
上
へ

向
か
う
「
火
葬
場
の
煙
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
循
環
す
る
こ
れ
ら
三
つ
の

世
界
の
中
で
男
性
た
ち
は
安
寧
を
求
め
自
ら
の
無
意
識
の
世
界
を
目
指
す
。
「
地

下
室
ア
ン
ト
ン
」
が
土
田
の
住
ま
い
の
階
下
に
似
て
い
る
の
も
、
土
田
の
住
ま

い
（
意
識
）
と
階
下
の
真
暗
な
部
屋
（
無
意
識
）
と
い
う
対
比
に
よ
っ
て
、
「
地

下
室
ア
ン
ト
ン
」
を
影
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
意
味
づ
け
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ

る。
登
場
す
る
男
性
た
ち
が
皆
影
を
志
向
し
彼
ら
が
「
女
の
子
」
を
認
知
し
得
な

い
地
下
／
無
意
識
の
世
界
に
至
り
、
女
性
た
ち
の
影
が
男
性
た
ち
の
地
上
／
意

識
の
世
界
で
名
を
持
た
な
い
「
風
」
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン

の
一
夜
』
は
「
地
下
室
ア
ン
ト
ン
」
と
い
う
土
田
の
も
う
一
つ
の
住
ま
い
、
無

意
識
の
世
界
を
目
指
し
、
他
の
作
品
の
登
場
人
物
で
あ
る
土
田
、
幸
田
、
松
木

は
影
の
世
界
の
住
人
と
な
り
、
結
果
的
に
彼
ら
自
身
が
分
身
と
な
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

終
章

翠
に
と
っ
て
「
分
身
」
へ
の
恋
を
テ
l
マ
と
し
て
扱
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
翠
の
作
品
に
登
場
す
る
男
性
は
影
を
希
求
し
、

女
主
人
公
た
ち
は
影
の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
生
き
る
名
無
し
の
修
い
生
き
物
と

し
て
紹
介
さ
れ
る
。
女
主
人
公
た
ち
は
男
性
の
視
界
の
中
で
「
あ
な
た
が
た
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
男
性
の
中
に
あ
る
理
想
の
女
性
像
に
変
じ
、
女
主
人
公

た
ち
は
影
を
思
慕
す
る
男
性
た
ち
に
恋
を
し
、
失
恋
す
る
。
そ
し
て
、
『
地
下
室

ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
で
男
性
た
ち
が
地
下
の
世
界
へ
辿
り
着
き
、
自
ら
も
地
下

の
住
人
に
な
っ
た
頃
に
は
も
う
「
女
の
子
」
の
姿
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
も
、
翠
作
品
の
女
主
人
公
は
影
と
共
に
仕
切
復
し
、
影
と
の
会
話
に
試
み

る
中
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
一
足
先
に
地
下
室
へ
降
り
る
。
女
主
人
公
は
男
性
に

恋
す
る
の
で
は
な
く
、
男
性
の
思
慕
す
る
分
身
、
つ
ま
り
男
性
に
内
在
す
る
女

性
性
そ
れ
自
体
に
興
味
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
男
性
た

ち
の
集
う
地
下
室
に
は
「
女
の
子
」
と
い
う
空
白
が
生
ま
れ
、
男
性
た
ち
は
安

寧
を
得
る
。

明
石
亜
紀
子
「
翠
作
品
の
映
画
性
｜
｜
『
第
七
官
界
初
復
』
に
み
ら
れ
る
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
｜
｜
」
一
四
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
方
法
を
駆
使
す
る
こ
と

で
翠
の
描
く
主
人
公
は
自
己
の
多
層
性
を
得
た
。
翠
は
影
の
モ
チ
ー
フ
を
切
り

貼
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性
の
目
に
映
る
「
私
」
「
私
た
ち
」
「
あ
な
た
が

た
」
と
い
っ
た
多
様
な
自
己
を
表
現
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

尾
崎
翠
が
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
は
、
分
身
作
品
が
隆
盛
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。
同
時
代
の
作
家
た
ち
が
多
元
的
な
自
我
を
獲
得
し
よ
う
と
、
「
私
」
を

分
割
し
「
私
」
と
「
も
う
一
人
の
私
」
と
い
う
「
二
」
の
関
係
に
置
く
一
方
、

翠
は
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
い
う
「
三
一
」
の
関
係
に
主
眼
を
置
い
た
。
『
第
七

官
界
初
復
』
で
は
町
子
、
隣
人
の
女
の
子
や
女
詩
人
と
い
っ
た
町
子
の
影
、
そ

し
て
三
五
郎
、
柳
浩
六
と
い
っ
た
影
を
思
慕
す
る
男
性
達
、
『
歩
行
』
で
は
「
私
」
、

「
私
」
の
脳
裡
に
浮
か
ぶ
幸
田
の
面
影
、
そ
し
て
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
幸

田
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
、
「
ゐ
り
あ
む
と
「
ふ
い
お
な
」
、

『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
で
は
土
田
と
幸
田
と
不
在
の
町
子
と
い
っ
た
よ

う
に
、
物
語
に
「
私
」
と
も
う
一
人
の
「
私
」
、
そ
し
て
、
「
私
」
の
幻
像
を
思

慕
す
る
も
う
一
人
が
登
場
す
る
こ
と
で
、
尾
崎
翠
の
女
主
人
公
ら
は
見
る
／
見

ら
れ
る
自
己
の
外
に
も
う
一
つ
の
メ
タ
的
な
視
線
を
得
て
い
る
。
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同
時
代
の
作
家
た
ち
が
「
私
」
と
「
も
う
一
人
の
私
」
と
い
う
対
応
す
る
関

係
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
安
寧
を
得
ょ
う
と
も
が
く
一
方
、
翠
は
「
一
一
ご
と

い
う
葛
藤
状
態
の
中
に
、
自
我
の
救
済
へ
の
道
を
探
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
道
中
、

『
第
七
官
界
初
復
』
や
『
歩
行
』
で
女
主
人
公
た
ち
は
、
湿
っ
ぽ
い
気
持
ち
ゃ

傷
心
し
た
気
持
ち
を
抱
え
る
け
れ
ど
も
、
彼
女
た
ち
は
影
に
親
し
み
、
分
身
と

共
に
歩
き
、
何
度
も
「
一
一
ご
の
関
係
に
恋
し
続
け
る

加
え
て
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
か
ら
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
へ
、
物
語
世

界
が
地
上
の
世
界
か
ら
地
下
の
世
界
へ
と
下
降
し
た
と
き
、
女
主
人
公
達
は
空

白
の
存
在
と
な
る
。
も
し
か
す
る
と
、
女
主
人
公
た
ち
は
平
穏
な
地
下
世
界
へ

逃
げ
込
ま
ず
、
影
の
は
び
こ
る
煩
雑
で
ご
み
ご
み
し
た
地
上
の
世
界
を
選
択
し

た
の
か
も
し
れ
ず
、
女
主
人
公
た
ち
の
覚
悟
が
「
一
一
ご
の
関
係
に
端
的
に
現
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
翠
の
作
品
は
分
身
小
説
の
流
れ
に
位
置

し
な
が
ら
、
「
私
」
と
「
も
う
一
人
の
私
」
に
収
束
し
な
い
自
己
像
を
探
求
し
続

け
た
女
主
人
公
た
ち
の
足
跡
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
第
七
官
界
初

復
』
で
町
子
は
三
五
郎
に
隣
人
の
女
の
子
、
柳
浩
六
に
女
詩
人
と
い
う
影
を
与

え
ら
れ
、
二
人
で
一
つ
の
影
を
映
写
す
る
装
置
的
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、

一
方
『
第
七
官
界
初
偉
』
の
終
盤
で
町
子
は
訪
復
を
開
始
し
、
『
歩
行
』
で
「
私
」

は
影
と
散
歩
し
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
で
は
終
に
影
と
対
時
し
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン

の
一
夜
』
で
は
男
性
た
ち
の
視
線
か
ら
脱
却
す
る
。
常
に
影
と
会
話
を
試
み
続

け
た
女
主
人
公
た
ち
の
後
を
追
え
ば
、
翠
作
品
の
主
人
公
た
ち
は
決
し
て
た
だ

受
動
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
翠
は
「
分
身
」
に
「
恋
」

と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
加
え
、
男
女
の
間
に
「
影
」
と
い
う
存
在
を
見
出
し
、
男

性
の
視
線
の
中
で
の
み
存
在
す
る
想
像
上
の
女
性
た
ち
を
自
ら
自
立
し
て
歩
行

す
る
女
主
人
公
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の

一
夜
』
で
忽
然
と
姿
を
消
し
た
女
主
人
公
の
面
影
は
一
九
五

O
年
頃
文
学
的
中

核
に
据
え
直
さ
れ
る
「
分
身
」
と
い
う
主
題
の
中
に
、
再
び
見
出
さ
れ
、
翠
の

女
主
人
公
た
ち
の
循
環
す
る
歩
行
の
よ
う
に
、
翠
作
品
も
ま
た
分
身
の
モ
チ
ー

フ
と
共
に
文
学
の
流
れ
を
循
環
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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稽
な
る
も
の
」

（
『
国
文
学
』
特
集
、
学
燈
社
、
二

0
0
0
・三）

稲
垣
真
美
「
解
説
」
（
『
尾
崎
翠
全
集
』
創
樹
社
、
一
九
七
九
・
ニ
一
）

仁
平
政
人
「
「
漫
想
」
す
る
言
葉
｜
｜
尾
崎
翠
に
お
け
る
「
映
画
」
の
翻
訳
l
l！」

（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
一
一
十
号
、
ニ

O
一
一
・
二
一
）

河
合
隼
雄
『
影
の
現
象
学
』
（
思
索
社
、
一
九
七
六
・
六
）

寺
田
操
『
金
子
み
す
〉
と
尾
崎
翠
』
（
白
地
社
、
二

O
O二
・
五
）

近
藤
裕
子
「
匂
い
と
し
て
の
〈
わ
た
し
〉
！
l
l尾
崎
翠
の
述
語
的
世
界

l
！」

（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
五
十
七
号
、
一
九
九
七
）

戸
塚
隆
子
「
尾
崎
翠
の
作
品
解
釈
｜
｜
『
第
七
官
界
初
復
』
『
歩
行
』
『
地
下
室

ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
を
中
心
に
」
（
『
日
本
大
学
文
理
学
部
（
一
二
島
）
研
究
年
報
』

第
三
十
号
、
一
九
八
ニ
）

鈴
木
ち
ょ
「
尾
崎
翠
作
品
に
於
け
る
〈
女
の
子
〉
の
初
復
・
『
第
七
官
界
初
復
』

『
歩
行
』
『
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
』
を
中
心
に
」
（
『
国
文
目
白
』
第
四
十

六
号
、
二

O
O七
・
二
）

奥
村
哲
夫
「
ド
ツ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
l
小
説
試
論
」
（
『
京
都
学
園
大
学
論
集
』
第
九

号
（
二
）
、
一
九
八

0
・
二
一
）

浜
田
一
宇
「
ド
ツ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
l
（
分
身
）
の
世
界
｜
｜
鏡
像
、
影
、
人
形
、

ク
ロ
ー
ン
の
比
較
文
化
論
1
1
1」
（
『
紀
要
』
第
四
十
二
号
、
一
九
九
九
・
一
）

浜
田
一
宇
「
影
の
文
化
比
較
論
」
（
『
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二

0
0
0
・一）

望
月
満
子
「
尾
崎
翠
『
歩
行
』
に
つ
い
て
」
（
静
岡
近
代
文
学
第
十
四
号
、
一

九
九
九
・
二
一
）

坂
根
俊
英
「
尾
崎
翠
作
品
研
究
｜
｜
「
第
七
官
界
紡
復
」
「
歩
行
」
「
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
」
論
」
（
『
広
島
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
十
三
号
、
二

O
O五）
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一
鈴
木
貞
美
「
都
市
大
衆
社
会
と
「
私
」
｜
｜
「
分
身
」
と
「
自
己
像
幻
視
」
の

位
相
」
（
中
西
進
編
『
日
本
文
学
に
お
け
る
「
私
」
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
三
・

二
一
）
よ
り
。

て
注
一
に
同
じ
。



三
注
一
に
同
じ
。

四
石
月
麻
由
子
「
〈
影
〉
へ
の
志
向
｜
｜
尾
崎
翠
「
第
七
官
界
初
復
」
試
論
｜
｜
」

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
第

三
分
冊
」
（
四
九
）
、
一
一

O
O三
）
よ
り
。

五
注
四
に
同
じ
。

六
川
崎
賢
子
「
〈
少
女
〉
的
世
界
の
な
り
た
ち
1
尾
崎
翠
の
訪
復
」
（
『
少
女
日
和
』

主
円
土
社
、
一
九
九

O
）
よ
り
。

七
近
藤
裕
子
「
尾
崎
翠
「
歩
行
」
の
身
体
性
｜
｜
風
と
お
萩
と
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」

（
『
国
文
学
』
第
四
十
八
巻
五
号
学
燈
社
、
二

O
O
三
・
四
）
よ
り
。

人
注
七
に
同
じ
。

九
小
谷
真
理
「
翠
幻
想
｜
｜
尾
崎
翠
の
メ
タ
恋
愛
小
説
｜
｜
」
（
『
日
本
文
学
』
一

九
九
八
・
一
一
）
よ
り
。

。
注
一

O
に
同
じ
。

二
注
一

O
に
同
じ
。

一
河
合
隼
雄
『
影
の
現
象
学
』
思
索
社
、
一
九
七
六
・
六
）
よ
り
。

一
注
四
に
同
じ
。

四
明
石
亜
紀
子
「
翠
作
品
の
映
画
性
｜
｜
l

『
第
七
官
界
紡
復
』
に
み
ら
れ
る
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
｜
｜
」
（
『
国
文
目
白
』
第
四
十
四
号
、
二

O
O五
・
二
）
よ
り
。
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つ
巴
の
構
造の

戯
曲

「
父
と
母
」
｜
｜
｜

清
濁
併
せ
呑
む
と
い
ふ
慮
が
あ
っ
た
。
文
、

一
種
の
気
概
が
あ
っ
た
。

i
ー
ー
木
下
正
雄
「
懐
か
し
き
友
郡
」

何
と
も
云
ひ
知
れ
ぬ
謙
虚
や
悔
恨
や
幻
想
や
信
念
や
が
代
る
代
る
に
巴
の
や
う
に
グ
ル

グ
ル
廻
っ
て
身
を
包
ん
で
、
霧
の
や
う
な
も
の
に
取
巻
か
れ
て
定
ツ
と
し
た
心
持
が
し

た
が
、
其
の
霧
の
や
う
な
も
の
が
赤
く
な
っ
た
り
青
く
な
っ
た
り
黄
色
く
な
っ
た
り
し

て
、
現
に
な
っ
て
悦
然
と
し
て
ゐ
る
と
、
何
時
の
間
に
か
説
教
は
お
し
ま
ひ
に
な
っ
て
、

会

衆

一

同

の

賛

美

歌

が

始

ま

っ

た

。

ー

l
l萱
野
二
十
一
「
松
山
一
家
」

は
じ
め
に

萱
野
二
十
一
の
戯
曲
「
父
と
母
」
（
『
三
田
文
学
』
一
九
二
年
八
月
）
は
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
読
み
、
演
じ
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
異
国
趣
味
の
強
い
劇
作
家
・
萱
野
二
十
一
／
郡

虎
彦
に
し
て
は
珍
し
く
、
現
代
劇
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
同
時
代
評
を
除
く

と
、
さ
ほ
ど
注
目
を
集
め
た
形
跡
も
な
い
よ
う
だ
。
管
見
の
か
ぎ
り
、
本
格
的

近

藤

周

ヨ三
仁3

な
先
行
研
究
は
な
く
、
上
演
さ
れ
た
記
録
も
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
た
し

か
に
、
同
時
代
評
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
不
義
の
子
ど
う
し
が
結
婚
す
る

話
に
す
ぎ
ず
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し
て
は
あ
り
が
ち
な
、
陳
腐
な
物
語
と
要
約
し

て
、
凡
庸
と
の
評
価
を
下
す
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
が
、
プ
ロ
ッ

ト
だ
け
で
「
父
と
母
」
を
駄
作
と
決
め
つ
け
る
の
は
い
さ
さ
か
性
急
で
あ
る
と

の
憾
み
も
残
る
。
血
統
・
遺
伝
・
感
染
・
狂
気
と
い
っ
た
テ
！
マ
に
小
説
｜
｜

「
ペ
ス
ト
」
（
『
白
樺
』
一
九
一

O
年
七
月
）
や
、
内
田
魯
庵
が
「
大
袈
裟
に
な
る
」

と
断
り
つ
つ
「
青
年
の
燃
ゆ
る
や
う
な
生
気
が
全
幅
に
充
ち
て
ゐ
て
、
天
才
の

悌
が
灰
見
え
て
る
」
（
一
）
と
絶
賛
し
た
賂
賞
受
賞
作
「
松
山
一
家
」
（
『
太
楊
』
一
九

一
O
年
一
一
月
）

l
ー
と
も
通
底
す
る
系
脈
が
あ
り
、
興
味
深
い
か
ら
だ
。
ま
た
、

本
稿
が
扱
う
よ
う
に
、
戯
曲
と
し
て
の
構
造
面
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と

い
う
理
由
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
異
国
趣
味
的
な
素
材
に
ば
か
り
気
を

取
ら
れ
て
、
十
分
に
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

J
一
つ
巴
d

の
構
造
を
読
み
取

る
た
め
の
好
個
の
材
料
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
ご
く
単
純
な
意
味
に
お

い
て
、
「
父
と
母
」
の
構
造
の
強
度
は
、
戯
曲
と
し
て
比
類
な
い
も
の
が
あ
る
。

司

1
よ

円

i



少
な
く
と
も
同
時
代
の
日
本
人
作
家
の
戯
曲
（
三
と
比
べ
る
と
、
不
透
明
、
暖

昧
を
排
し
た
そ
の
構
造
の
徽
密
は
止
目
に
価
す
る
。

d
B
E
E
－
ハ
ロ
ユ
と
し
て
海

外
で
成
功
す
る
素
地
も
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
匪
胎
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
る
。
よ
り
分
析
的
に
み
て
も
、
こ
こ
で
N

三
つ
巴
μ

と
名
づ
け
る
こ
と
に
な
る
そ
の
構
造
に
、
看
過
を
許
さ
ぬ
重
要
な
契

機
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
の
だ
。

以
下
は
、
そ
の
」
一
つ
巴
μ

の
強
固
な
構
造
に
潜
む
が
し
な
や
か
さ
H

の一

端
を
分
析
す
る
試
み
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
同
時
代
評
に
見

ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
る
困
惑
に
つ
い
て
も
併
せ
て
言
及
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
分
析
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
で
好
評
を
博
し
、
一
二
島
由
紀
夫
に
影
響
を

与
え
た
、
い
わ
ゆ
る
能
を
ア
ダ
プ
ト
し
た
作
品
群
に
も
適
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
筆
が
及
ば
な
い
粗
描

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

題
名
に
つ
い
て

そ
も
そ
も
「
父
と
母
」
は
、
な
ぜ
「
父
と
母
」
と
い
う
題
名
な
の
だ
ろ
う
か
o

f
二
つ
巴
H

の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
こ
の
意
外
に
厄

介
な
問
い
か
ら
着
手
し
て
み
よ
う
。

「
父
と
母
」
は
、
（
「
松
山
一
家
」
な
ら
ぬ
）
青
山
一
家
の
騒
動
を
描
い
た
一
幕
の

戯
曲
で
あ
り
、
全
五
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ご
く
手
短
に
梗
概
を
辿
ろ
う
。

第
一
段
は
、
青
山
よ
し
子
、
が
、
娘
の
乳
母
で
あ
る
さ
ょ
に
悩
み
を
打
ち
明
け

る
場
面
で
幕
を
開
け
る
。
よ
し
子
の
娘
・
く
に
子
が
、
書
生
の
大
村
と
親
し
い

と
い
う
こ
と
に
両
者
は
気
づ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
こ
の
大
村
は
、
夫
－

俊
一
の
不
義
の
子
で
な
い
か
、
と
よ
し
子
は
い
う
。
第
二
段
は
、
俊
一
が
く
に

子
へ
の
縁
談
を
持
っ
て
帰
る
場
面
で
、
こ
こ
で
俊
一
は
息
子
と
娘
が
親
し
い
関

係
で
あ
る
こ
と
を
よ
し
子
に
聞
か
さ
れ
る
。
第
一
二
段
は
、
俊
一
が
家
族
を
集
め
、

大
村
と
く
に
子
が
腹
違
い
の
兄
妹
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
第
四
段
は
、
部
屋

に
残
っ
た
大
村
と
く
に
子
が
話
し
合
う
場
面
で
、
く
に
子
が
幼
い
こ
ろ
を
追
憶

し
つ
つ
、
実
は
自
身
は
俊
一
の
子
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
疑
惑
を
持
ち
出

す
。
第
五
段
は
、
再
び
家
族
が
集
い
、
縁
談
を
持
ち
出
す
俊
一
に
対
し
、
よ
し

子
に
自
ら
が
俊
一
の
子
で
な
い
こ
と
を
告
白
さ
せ
た
上
で
、
く
に
子
が
縁
談
を

断
る
場
面
で
あ
る
。
最
後
は
、
く
に
子
が
大
村
の
子
を
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
を

明
か
す
。
俊
一
が
「
二
た
親
の
罪
の
結
果
が
結
び
あ
っ
た
ら
、
却
っ
て
又
堅
い

実
が
み
の
る
か
も
知
れ
な
い
。
」
と
結
婚
を
許
し
、
大
村
が
「
阿
父
様
！
」
と
言

ぃ
、
く
に
子
が
「
お
許
し
下
さ
い
ま
す
か
阿
父
様
！
」
と
歓
喜
し
て
、
幕
と
な

る。
如
上
、
梗
概
を
辿
っ
た
だ
け
で
も
既
に
明
ら
か
だ
が
、
人
物
に
よ
っ
て
秘
密

と
な
る
べ
き
影
の
部
分
に
相
違
が
あ
り
、
そ
の
ず
れ
を
縫
い
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
全
貌
が
姿
を
現
す
と
い
う
ふ
う
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。

戯
曲
に
お
い
て
重
要
な
人
物
造
型
も
ま
た
、
こ
の
秘
密
を
分
有
す
る
構
造
に

よ
っ
て
半
ば
自
動
的
に
定
義
さ
れ
る
。
さ
よ
は
、
よ
し
子
が
安
田
と
密
通
し
て

く
に
子
を
生
ん
だ
こ
と
を
す
で
に
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
村
が
俊
一
の
不

義
の
子
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
知
ら
な
い
。
俊
一
は
、
大
村
が
自
身
と
芸
妓
と
の

間
の
子
で
あ
る
こ
と
は
む
ろ
ん
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
く
に
子
が
自
身
の
子

で
な
い
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な
い
。
く
に
子
は
、
自
身
が
俊
一
の
子
で
な
い
こ

つ臼
円

i



と
は
、
薄
々
感
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
大
村
が
俊
一
の
子
で
あ
っ
た
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。
よ
し
子
は
、
よ
し
子
と
大
村
の
出
生
の
秘
密
双
方
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
全
知
の
人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
映
る
。
し

か
し
、
「
女
親
が
娘
の
胸
の
中
を
察
す
る
の
は
そ
ん
な
に
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は

御
座
い
ま
せ
ん
o
」
（
第
二
段
）
と
い
う
台
詞
を
吐
く
よ
し
子
で
あ
っ
て
も
、
く
に

子
と
大
村
が
も
う
す
で
に
子
を
設
け
て
ま
で
い
よ
う
と
は
思
い
が
至
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
「
父
と
母
」
と
い
う
題
名
は
、
幕
開
き
の
時
点
で
は
、
そ
れ
が
俊

一
と
よ
し
子
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
大
村
と

く
に
子
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
う
イ
ロ
ニ

l
含
み
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
最
後
の
「
阿
父
様
1

」
と
言
う
大
村
と
く
に
子
の
台
詞
が
、
実
父

な
の
か
義
父
な
の
か
と
い
う
複
雑
な
味
わ
い
を
一
不
す
こ
と
と
も
連
動
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
現
実
世
界
に
お
い
て
、
義
理
の
家
族
ほ
ど
演
劇
的
な
も
の
も
な
い
。

反
対
に
、
舞
台
上
の
家
族
も
、
演
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
時
点
で
、
す
で
に
疑

似
家
族
で
あ
る
。
家
族
で
あ
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
様
子
が
常
態
化
し
て
い

る
青
山
ニ
家
は
、
だ
か
ら
、
そ
も
そ
も
演
劇
的
だ
と
言
え
る
し
、
演
劇
と
い
う

形
式
に
似
つ
か
わ
し
い
と
も
言
え
る
。
し
か
も
題
名
に
即
す
る
か
ぎ
り
、
視
点

は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
胎
児
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
す
ら
可
能
だ
ろ

う
。
胎
児
が
外
枠
か
ら
こ
の
物
語
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
。

と
も
あ
れ
、
「
父
と
母
」
が
、
実
は
「
父
と
母
」
で
な
い
と
い
う
ふ
う
に
観
客

の
無
意
識
、
い
わ
ば
幻
視
し
た
家
族
を
脱
臼
さ
せ
た
り
整
復
し
た
り
し
て
み
せ

る
の
が
、
こ
の
物
語
の
中
心
的
な
構
造
な
の
だ
。
戯
曲
で
は
対
立
の
創
り
方
が

重
要
だ
と
し
ば
し
ば
一
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
男
と
女
、
親
と
子
と
い
っ
た
二

項
対
立
の
図
式
で
観
客
を
欺
い
て
お
い
て
、
近
親
相
姦
に
も
限
り
な
く
近
接
し

つ
つ
（
一
）
、
最
後
に
は
別
の
第
三
項
を
持
ち
出
し
、
脱
構
築
し
て
し
ま
う
ド
ラ
マ

ツ
ル
ギ
l
。
そ
れ
を
こ
こ
で
は
μ
三
つ
巴
H

の
構
造
と
名
づ
け
て
お
く
。

何
げ
な
い
題
名
の
よ
う
で
あ
り
つ
つ
、
題
名
自
体
も
こ
の
劇
の
成
立
に
不
可

欠
な
、
い
わ
ば
演
出
家
の
よ
う
な
役
割
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
も
し
こ

の
戯
曲
が
、
若
き
劇
作
家
の
習
作
、
た
と
え
ス
ケ
ッ
チ
風
の
レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
（
読

む
た
め
の
戯
曲
）
だ
っ
た
と
し
て
も
、
観
客
の
早
と
ち
り
を
織
り
込
み
、
役
を
演

じ
る
と
い
う
演
劇
の
本
質
を
逆
手
に
と
っ
て
、
役
を
付
与
し
つ
つ
役
を
外
す
と

い
う
一
種
の
メ
タ
ド
ラ
マ
（
劇
の
本
質
を
批
評
す
る
劇
）
に
挑
戦
し
た
、
そ
の
こ
と

の
意
義
を
過
小
に
見
積
も
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
メ

タ
ド
ラ
マ
に
、
題
名
が
主
体
と
し
て
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て

「
父
と
母
い
と
い
う
題
名
は
、
内
容
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
が
演
じ

る
も
の
と
し
て
現
前
し
て
く
る
。
そ
れ
を
よ
く
知
悉
し
て
い
た
こ
の
一
篇
の
書

き
手
は
、
も
は
や
小
説
家
な
ど
で
は
な
く
、
海
外
に
雄
飛
す
る
以
前
か
ら
す
で

に
、
真
性
の
劇
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
お
か
な
け
れ
ば
説
明
が
つ
か
な

い
だ
ろ
う
。
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同
時
代
評
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
「
父
と
母
」
は
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
べ
き
な
の
か
。

も
ち
ろ
ん
、
室
田
き
手
自
身
が
二
幕
喜
劇
」
と
記
し
た
事
実
を
軽
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
が
、
作
者
の
自
注
だ
か
ら
と
い
っ
て
有
難
く
追
従
す
る
だ

け
で
も
能
が
な
い
。
事
実
、
「
父
と
母
」
の
同
時
代
評
に
お
い
て
も
、
話
題
の
中

心
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
る
困
惑
、
が
占
め
て
い
る
。



月
E
子
「
八
月
の
文
芸
（
八
）
」
は
、
梗
概
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
舞
台
上
の
知

識
が
あ
る
だ
け
人
の
出
し
入
れ
に
も
無
理
が
な
く
、
言
葉
が
真
面
目
な
意
味
で

書
か
れ
て
ゐ
る
為
、
随
分
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
人
生
の
い
た
ま
し
い
有
様
を
見
せ

ら
れ
た
。
之
を
喜
劇
と
い
ふ
な
ら
ば
、
在
来
喜
劇
の
改
良
の
第
一
歩
を
云
っ
て

も
よ
い
位
で
あ
る
。
」
（
巴
と
評
す
。

こ
れ
に
対
し
、
無
署
名
「
八
月
の
創
作
（
一
）
」
は
、
梗
概
を
紹
介
し
た
上
で
、

「
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
に
立
っ
て
ゐ
る
作
者
の
態
度
は
受
取
れ
る
が
書
足
ら
な
い

作
で
あ
る
。
」
（
五
）
と
批
判
す
る
。

巳
の
字
「
八
月
の
小
説
と
戯
曲
」
は
、
「
一
口
に
云
へ
ば
、
日
本
の
仁
輪
加
か

ら
可
笑
し
み
を
抜
い
た
様
な
喜
劇
で
あ
る
。
筋
の
い
や
に
込
入
っ
て
居
る
の
も
、

そ
れ
で
あ
る
。
其
込
入
っ
た
筋
を
読
者
だ
け
知
っ
て
居
て
、
作
中
の
人
物
が
知

ら
ず
に
居
る
な
ぞ
も
、
そ
れ
で
あ
る
。
誰
や
ら
こ
れ
を
喜
劇
ぢ
ゃ
な
い
と
云
っ

た
が
、
悲
劇
ぢ
や
尚
更
な
い
。
」
（
e

ハ
）
と
ジ
ャ
ン
ル
論
を
展
開
し
、
仁
輪
加
で
も

喜
劇
で
も
悲
劇
で
も
な
い
点
を
指
摘
す
る
。
「
誰
や
ら
」
と
は
生
田
蝶
介
か
。

生
田
蝶
介
「
小
説
と
戯
曲
（
八
月
）
」
は
、
「
一
幕
喜
劇
と
し
て
あ
る
。
し
か
し

私
は
、
は
り
つ
め
た
心
で
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
前
号
の
三
国
文
学

に
出
た
久
保
田
万
太
郎
氏
の
『
遊
戯
』
と
共
に
喜
劇
と
し
た
ら
ば
笑
へ
な
い
喜

劇
真
の
人
生
が
語
る
喜
劇
、
悲
痛
な
喜
劇
で
あ
る
。
こ
れ
が
ほ
ん
と
の
喜
劇
の

行
く
べ
き
道
か
も
知
れ
な
い
。
実
際
人
生
を
真
面
目
に
一
つ
一
つ
見
て
行
け
ば

と
て
も
笑
へ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
七
）
と
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
に
言

及
し
、
新
し
い
喜
劇
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
。

無
署
名
「
八
月
の
小
説
と
劇
」
は
、
「
一
幕
喜
劇
。
こ
ん
な
題
材
は
よ
く
昔
か

ら
あ
り
ふ
れ
て
居
る
。
但
し
作
者
は
近
代
人
の
思
潮
を
う
た
ひ
自
覚
に
入
っ
た

生
活
を
描
写
し
た
の
だ
と
云
ふ
な
ら
ば
尚
更
ら
益
々
恐
縮
す
る
次
第
で
あ
る
。

太
郎
冠
者
作
と
し
て
差
づ
め
帝
劇
に
で
も
出
さ
る
べ
き
代
物
だ
。
ご
ろ
と
榔
捻

し
、
狂
言
と
捉
え
る
。

川
村
花
菱
「
八
月
の
新
脚
本
」
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
批
判
す
る
。

搭
へ
も
の
に
も
程
が
あ
る
と
自
分
は
可
笑
し
く
な
っ
て
来
た
。
忌
し
い
現

実
、
不
倫
な
事
実
を
穴
ぐ
り
求
め
る
事
す
ら
も
自
分
に
は
堪
へ
ら
れ
ぬ
、

ま
し
て
怠
し
た
破
倫
不
徳
な
事
件
を
編
出
し
て
芝
居
に
排
へ
る
と
云
ふ
点

に
至
つ
て
は
、
新
し
い
と
云
ふ
作
家
が
馬
鹿
に
さ
れ
て
も
為
方
が
有
る
ま

い
と
思
ふ
の
み
な
ら
ず
、
習
俗
と
戦
っ
て
進
ま
ふ
と
す
る
新
し
い
作
家
の

名
折
で
あ
る
や
う
な
気
が
す
る
。
殊
に
喜
劇
と
云
ふ
銘
を
打
て
あ
る
事
な

ど
が
作
家
が
芝
居
と
一
五
ふ
事
に
対
し
て
の
頭
脳
を
自
分
は
深
く
疑
ら
ず
に
、

居
ら
れ
な
い
。
明
治
座
の
『
毛
抜
』
以
来
『
あ
る
意
味
に
於
て
の
喜
劇

i

』
と
云
ふ
や
う
な
文
字
が
や
た
ら
に
使
は
れ
る
や
ふ
に
成
っ
て
、
単
純

な
る
べ
き
事
を
妙
に
ひ
ね
く
っ
て
考
へ
る
傾
向
が
、
不
徹
底
な
新
進
劇
作

家
の
頭
を
迷
は
し
て
居
る
。
自
分
は
喜
劇
は
か
く
あ
る
べ
し
と
云
ふ
定
義

は
下
さ
な
い
、
又
喜
劇
と
云
ふ
も
の
〉
伝
来
の
形
式
に
倣
へ
と
も
云
は
な

い
。
が
只
独
ば
か
り
の
不
真
面
目
な
態
度
が
イ
ヤ
だ
と
云
ふ
の
で
、
技
巧

の
点
か
ら
見
て
も
、
極
め
て
不
自
然
な
未
熟
な
も
の
で
あ
る
丈
、
切
に
作

者
の
反
省
を
促
が
し
て
、
真
面
目
な
道
を
歩
い
て
ほ
し
い
と
思
ふ
の
で
あ

る
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「
可
笑
し
な
排
へ
も
の
」
と
捉
え
、
倫
理
と
ジ
ャ
ン
ル
の
双
か
か
ら
批
判
を
繰



り
広
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
明
治
座
の
『
毛
抜
』
」
と
は
、
岡
鬼
太
郎
の
勧
め

に
よ
り
二
代
目
市
川
左
圏
次
が
復
活
さ
せ
た
歌
舞
伎
『
毛
抜
』
（
一
九
O
九
年
九
月
）

を
指
し
て
い
る
。
当
時
の
喜
劇
観
を
証
言
し
て
い
て
興
味
深
い
。

他
に
、
片
上
伸
「
新
月
月
評
（
中
）
」
が
、
一
方
で
仲
木
貞
一
「
母
親
」
（
『
劇
と

詩
』
一
九
三
年
八
月
）
を
批
判
し
つ
つ
、
他
方
で
萱
野
二
十
一
「
父
と
母
」
を
褒

め
て
い
る
。
「
多
少
緊
張
を
感
じ
さ
せ
る
力
が
あ
る
。
作
者
が
巧
み
に
局
面
を
こ

し
ら
へ
て
ゐ
る
に
も
依
る
か
、
そ
れ
と
て
も
人
物
の
内
部
の
動
乱
に
対
す
る
作

者
の
理
解
が
一
一
層
密
で
あ
る
か
ら
だ
と
言
へ
ょ
う
。
（
中
略
）
と
も
か
く
も
張
り

と
緩
み
と
の
区
別
が
つ
い
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
張
り
方
が
可
な
り
手
数
の
か
か

っ
た
、
少
し
無
理
ら
し
い
も
の
だ
と
は
思
な
が
ら
、
平
板
な
倦
怠
は
感
じ
ず
に

済
む
。
喜
劇
的
効
果
を
も
収
で
ゐ
る
。
」
（
一
O
）
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

時
代
を
下
り
、
三

O
世
紀
後
半
の
短
評
に
も
目
を
配
ろ
う
。
紅
野
敏
郎
「
郡

虎
彦
白
樺
派
作
家
論
」
は
、
「
や
や
手
の
こ
ん
だ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
題
材
自

体
は
、
取
り
あ
つ
か
い
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
「
白
樺
」
特
有
の
重
苦
し
い
運
命
悲

劇
的
な
材
料
な
の
だ
が
、
郡
は
、
比
較
的
淡
泊
に
処
理
し
て
い
る
。
」
（
一
一
）
と
述

べ
る
。
杉
山
正
樹
「
郡
虎
彦
の
世
界
」
も
、
「
軽
い
タ
ッ
チ
の
喜
劇
だ
が
、
あ
き

ら
か
に
こ
こ
で
虎
彦
は
、
イ
プ
セ
ン
の
『
幽
霊
』
の
よ
う
な
運
命
悲
劇
の
パ
ロ

デ
ィ
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
J
（
一
一
）
と
い
う
ふ
う
に
運
命
悲
劇
と
捉
え
、
そ

の
パ
ロ
デ
ィ
と
い
う
見
方
を
提
出
し
て
い
る
。
近
親
相
姦
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る

イ
プ
セ
ン
『
幽
霊
』
の
影
響
を
示
唆
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
（
一
一
一
）

以
上
の
批
評
を
整
理
し
よ
う
。
肯
定
的
な
意
見
と
批
判
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

演
劇
の
特
質
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
緊
張
を
作
り
出
す
力
を
評
価
す
る
一
方

で
、
倫
理
的
な
批
判
が
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
、
諸
家
に
よ
っ
て
か
な

り
捉
え
方
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
賛
否
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

改
め
て
問
う
。
「
父
と
母
」
は
、
い
か
な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
か
。

考
え
ら
れ
る
選
択
肢
は
、
素
朴
に
言
え
ば
三
一
通
り
あ
る
。
喜
劇
、
悲
劇
、
笑

劇
の
三
一
通
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
テ
ク
ス
ト
l
l
i
G
・
ジ
ユ
ネ
ッ
ト
の
術
語

に
従
う
と
、
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
ー
ー
を
額
面
通
り
に
受
け
取
る
な
ら
ば
「
喜
劇
」

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
代
評
で
こ
れ
だ
け
一
致
を
み
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
そ
う
で
な
い
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

悲
劇
の
可
能
性
は
か
な
り
有
力
だ
。
内
田
魯
庵
の
「
生
気
」
と
い
う
評
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
か
ら
萱
野
二
十
一
を
グ
気
H

に
よ
っ
て
評
価
す
る
一
言

説
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
「
父
と
母
」
の
悲
劇
的
な
緊
張
感
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。

そ
の
一
端
は
、
ト
書
き
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
「
凡
て
是
等

の
発
語
は
恐
し
き
秘
密
に
入
ら
ん
と
す
る
導
火
線
の
如
く
、
危
険
と
期
待
と
憂

慮
と
に
傑
え
つ
〉
。
」
「
長
き
焦
立
た
し
き
向
。
」
「
大
な
る
里
山
影
の
落
ち
来
ら
ん

と
す
る
が
如
き
問
。
」
「
俊
一
の
膜
想
を
沈
め
て
、
舞
台
に
は
息
づ
ま
る
が
如
き

沈
黙
よ
ど
む
。
扉
を
た
〉
く
音
す
。
」
「
若
き
男
女
を
残
せ
る
舞
台
は
、
し
ん
し

ん
と
し
て
果
実
の
熟
し
行
く
が
如
き
沈
黙
を
保
守
問
。
」
「
長
き
問
。
測
り
難

き
洞
穴
の
如
き
沈
黙
。
」

摘
記
し
て
み
た
だ
け
で
も
す
ぐ
に
気
づ
く
こ
と
だ
が
、
表
現
が
コ
ニ

l
ク
で

個
性
的
で
あ
る
。
抽
象
的
で
非
指
示
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
輪
自
体

は
過
剰
に
具
体
的
な
の
で
あ
る
。
役
者
に
指
示
を
与
え
る
直
接
性
、
即
効
性
は
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な
い
が
、
イ
メ
ー
ジ
や
方
向
性
が
明
確
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
間
と
い
う

も
の
に
並
々
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
確
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
ト
書
き
の
演
出
的
な
は
た
ら
き
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
れ
が
喜
劇
や

笑
劇
の
も
の
と
は
思
わ
れ
ず
、
悲
劇
と
認
定
す
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
そ
も
そ

も
出
だ
し
か
ら
し
て
、
次
の
よ
う
な
雰
囲
気
な
の
だ
。

よ
し
子
（
明
に
永
き
憂
欝
病
の
徴
候
を
示
せ
る
容
貌
語
調
に
て
。
）
誰

も
来
ゃ
し
な
い
だ
ら
う
ね
。
あ
と
を
し
め
て
お
く
れ
。
（
小
さ
き
円
卓
を
固

め
る
椅
子
の
一
つ
を
取
り
、
さ
よ
が
扉
を
閉
づ
る
を
ま
ち
て
。
）
乳
母
、
私

は
も
う
ど
う
し
て
い
〉
か
分
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
あ
お
前
か
け

て
お
い
で
よ
。
（
同
じ
椅
子
の
一
つ
を
取
ら
し
め
つ
』
。
）
此
の
年
に
な
っ

て
ま
だ
こ
ん
な
苦
し
い
目
を
見
て
居
る
よ
り
、
死
ん
だ
方
が
い
く
ら
い
〉

か
知
れ
や
し
な
い
。
（
問
。
）
も
う
つ
く
づ
く
生
き
て
居
る
の
が
い
や
だ
。

イ
プ
セ
ン
の
『
幽
霊
』
に
出
て
く
る
ア
ル
ヴ
イ
ン
グ
夫
人
を
仕
W
備
抑
と
さ
せ
る

が
如
き
よ
し
子
の
嘆
息
。
す
ぐ
れ
た
戯
曲
一
般
に
一
冨

も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
幕
開
き
か
ら
悲
劇
的
世
界
に
引
き
込
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

横
溢
し
て
い
る
。
か
か
る
悲
劇
的
な
色
調
を
第
五
段
で
一
挙
に
「
喜
劇
」
ま
で

持
っ
て
行
こ
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
至
難
の
業
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
笑
劇
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

笑
劇
時
間
8
と
は
、
略
述
す
れ
ば
、
ば
か
ば
か
し
い
茶
番
、
滑
稽
劇
の
こ
と
で
、

日
本
で
一
空
守
え
ば
、
狂
言
や
仁
輪
加
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
深
い
意
味

を
見
出
す
必
要
は
な
く
、
た
だ
笑
え
る
劇
で
あ
る
。
悲
壮
な
雰
囲
気
か
ら
一
挙

に
そ
の
雰
囲
気
を
拭
い
去
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
落
差
に
よ
っ
て
空
白
が
生
ま

れ
る
。
そ
れ
を
書
き
手
は
「
喜
劇
」
と
呼
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
通

念
で
想
起
す
る
と
こ
ろ
の
喜
劇
、
悲
劇
に
対
立
す
る
喜
劇
と
は
言
え
な
い
だ
ろ

う
。
事
実
、
最
後
の
最
後
に
記
さ
れ
る
ト
書
き
に
は
「
若
き
人
々
の
歓
喜
と
、

老
ひ
た
る
人
々
の
嵯
嘆
と
を
喚
び
つ
』
お
も
む
ろ
に
幕
。
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
劇
は
「
歓
喜
」
と
「
嵯
嘆
」
と
が
同
一
一
半
面
に
置
か
れ
る
よ
う

な
新
次
元
を
創
り
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
既
成
の
ジ
ャ
ン
ル
の
い
ず
れ
に
も

属
さ
な
い
新
機
軸
を
打
ち
樹
て
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
笑
劇
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
坪
内
遺
逢
が
言
う
よ
っ
な
意
味
で
は
既
に
な
く
、

後
に
坂
口
安
吾
が
喜
一
一
ロ
っ
た
よ
う
な
意
味
で
の
、
す
な
わ
ち
非
意
味
で
す
ら
全
的

に
受
容
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
、
い
わ
ば
括
弧
付
き
の
「
フ
ア

ル
ス
」
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
の
原
義
が
「
詰
め
込
み
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
起

さ
れ
た
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
探
究
が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
さ
し
あ
た
り

次
の
よ
う
に
言
っ
て
お
こ
う
。
萱
野
二
十
一
の
戯
曲
は
、
同
時
代
の
自
然
主
義

的
な
告
白
体
の
文
学
を
密
か
に
な
ぞ
り
、
通
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か

け
つ
つ
、
し
か
し
同
時
に
そ
れ
に
は
舌
を
出
し
、
あ
か
ら
さ
ま
に
茶
化
す
よ
う

な
側
面
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
の
自
然
主
義
の
パ

ロ
デ
ィ
な
の
だ
。

喜
劇
、
悲
劇
、
笑
劇
、
パ
ロ
デ
ィ
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
包
摂
し
、

詰
め
込
ん
で
み
せ
る
こ
の
企
て
は
、
こ
の
時
代
に
し
て
は
か
な
り
の
野
心
作
と

な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
日
本
の
同
時
代
の
枠
組
み
だ
け
で
は
十

分
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
書
き
手
自
身
も
例
外
で
な
い
。
ジ
ヤ
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ン
ル
分
け
で
き
な
い
グ
何
か
μ

を
、
「
喜
劇
」
と
い
う
二
字
で
片
付
け
、
自
作
に

適
当
な
ジ
ャ
ン
ル
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に
、
萱
野
二
十
一
に
お
け
る
H

気
μ

と
は
何
か
。
こ
の
こ
と
を
志
賀

直
哉
と
の
対
比
に
お
い
て
問
い
か
け
つ
つ
、
筆
を
捌
き
た
い
と
思
う
。

な
ぜ
、
志
賀
直
哉
か
。
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
を
研
究
す
る
上
で
、
対
比
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
近
代
の
日
本
人
作
家
は
少
な
く
と
も
二
人
い
る
。
一
人
が

志
賀
直
哉
で
、
も
う
一
人
が
三
島
由
紀
夫
で
あ
る
。
白
樺
派
最
年
少
作
家
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
白
樺
派
と
は
「
異
質
」
（
一
山
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
萱

野
二
十
一
／
郡
虎
彦
は
、
あ
る
意
味
で
「
あ
れ
は
志
賀
直
哉
に
追
い
出
さ
れ
て
、

外
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
」
（
一
さ
と
三
島
由
紀
夫
に
邪
推
さ
れ
る
ほ
ど
不

仲
に
見
え
な
く
も
な
い
微
妙
な
間
柄
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
は
人
間
関
係
と

い
う
よ
り
、
文
学
表
現
や
文
学
観
の
親
疎
と
し
て
洗
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
少
し
く
志
賀
直
哉
を
対
比
さ
せ
て
み
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
恰
好
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
意
外
に
恩
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
加
藤
弘
一
『
石
川
淳
コ
ス
モ
ス
の
知
慧
』
（
一
さ
で
あ
る
。

と
り
わ
け
第
一
章
「
「
気
」
の
海
」
を
全
文
ま
る
ご
と
引
用
し
て
済
ま
せ
た
い
衝

動
に
駆
ら
れ
る
。
約
Z

一
目
す
れ
ば
、
「
気
分
」
の
一
語
で
代
表
で
き
る
志
賀
直
哉
と

対
比
し
、
「
け
は
ひ
」
「
け
し
き
」
「
気
合
」
「
い
ぶ
き
」
「
ふ
、
ぜ
い
」
「
か
を
り
」
「
い

き
ほ
ひ
」
「
血
気
」
「
殺
気
」
「
元
気
」
「
妖
気
」
「
陰
気
」
「
粛
殺
の
気
」
と
い
っ

た
語
棄
の
豊
富
な

J
F
の
作
家
・
石
川
淳
の
根
本
を
明
ら
か
に
し
た
評
論
で

あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
柄
谷
行
人
が
自
我
も
他
者
も
欠
い
た
「
『
気
分
』
が

主
体
の
世
界
」
と
呼
び
、
山
崎
正
和
が
公
的
な
も
の
を
喪
っ
て
陥
っ
た
「
感
情

の
自
然
主
義
」
と
呼
ん
だ
志
賀
直
哉
の
閉
鎖
的
な
不
快
と
い
う
情
の
代
案
を
石

川
淳
に
見
る
試
み
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
評
論
に
や
や
無
理
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
八
八
三
年
生
ま

れ
の
志
賀
直
哉
と
一
八
九
九
年
生
ま
れ
の
石
川
淳
を
取
り
合
わ
せ
た
点
で
あ
る
。

広
く
捉
え
れ
ば
同
時
代
人
で
あ
り
、
取
り
合
わ
せ
の
妙
を
ほ
め
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。
活
躍
し
た
時
期
の
ピ
ー
ク
が
敗
戦
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
（
志
賀
直
哉
と

対
立
し
た
）
坂
口
安
吾
や
太
宰
治
ら
と
と
も
に
無
頼
派
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う

石
川
淳
だ
が
、
前
の
世
代
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
捉
え
き
れ
な
い

作
家
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
は
い
え
、
研
究
と
評
論
は
違
う
。
石
川

淳
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
一
八
九

O
年
生
ま
れ
の
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
を
先

醗
と
し
て
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
差
し
挟
む
ほ
う
が
文
学
史
的
な
整
理
と
し
て
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
る
し
、
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
映
画
好
き
で
あ
る
志

賀
直
哉
だ
が
、
こ
の
時
代
の
文
学
者
に
し
て
は
稀
有
な
こ
と
に
戯
曲
に
手
を
染

め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
わ
せ
て
、
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
と
対
比
さ
せ

る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦

の
研
究
だ
け
で
な
く
、
志
賀
直
哉
の
研
究
に
と
っ
て
も
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
禅

益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
は
、
影
響
の
有
無
は
さ
て
お
き
、
坂
口
安
吾
の
「
フ

ア
ル
ス
」
や
石
川
淳
の

J
F
を
あ
る
意
味
、
先
取
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
の
先
に
一
二
島
由
紀
夫
の
存
在
が
像
を
結
ぶ
と
い
う
の
が
私
の
文
学
史
的

な
見
立
て
、
見
通
し
と
し
て
あ
る
。
反
志
賀
直
哉
の
系
譜
と
で
も
言
お
う
か
。
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志
賀
直
哉
的
な
も
の
を
反
面
教
師
と
し
て
自
ら
の
文
学
を
塑
造
す
る
作
家
群
の

先
頭
に
、
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
を
据
え
る
見
方
で
あ
る
。

そ
ろ
そ
ろ
紙
数
が
尽
き
る
の
で
、
こ
の
程
度
の
示
唆
に
止
め
お
か
ざ
る
を
得

な
い
が
、
こ
こ
ま
で
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
父
と
母
」
の
書
き
手
は
、
「
気
分
」
な
ら
ざ
る

J
F
の
劇
作
家
で
あ
り
、

ジ
ャ
ン
ル
分
け
に
お
い
て
も
喜
劇
・
悲
劇
・
笑
劇
・
パ
ロ
デ
ィ
の
狭
間
を
往
還

さ
せ
て
常
に
既
に
安
定
を
み
な
い

J
F
の
作
家
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
劇
の
構

成
や
人
物
造
型
に
至
る
ま
で
、
常
に
既
に
問
主
体
的
で
あ
る
よ
う
な
グ
三
つ
巴

d

を
徹
底
し
た
文
学
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
構
造
的
に
は

宙
づ
り
を
意
味
し
、
結
末
が
ど
う
転
ん
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
準
備
日
待
機

状
態
と
し
て
の
H

し
な
や
か
な
気
H

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
ベ
ス
ト
」
で
も
「
松
山
一
家
」
で
も
、
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
、
喜
劇
に

も
悲
劇
に
も
笑
劇
に
も
容
易
に
転
化
し
得
る
わ
け
で
、
い
わ
ば
日
本
語
の
「
詞

と
辞
」
（
時
枝
誠
記
）
に
も
似
た
構
造
上
の
問
題
が
指
摘
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
す

で
に
「
松
山
一
家
円
に
つ
い
て
は
「
「
遺
伝
」
は
決
定
的
な
要
因
か
ら
外
さ
れ
、

「
空
気
」
（
環
境
）
や
外
界
か
ら
の
刺
激
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
面
に
狂
気
が
植
え

込
ま
れ
て
い
く
の
だ
。
」
（
一
七
）
と
い
う
松
本
和
也
の
卓
見
が
あ
る
。
三
つ
巴
の
構

造
は
、
最
終
的
に
は
個
人
の
内
面
に
も
三
つ
巴
の
混
乱
、
一
般
的
に
は
狂
気
と

標
識
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
を
充
填
す
る
。
「
清
姫
」
と
「
道
成
寺
」
の
聞
の
書
き

換
え
、
そ
し
て
結
末
の
翻
断
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
構
造
で
解
く
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
萱
野
一
一
十
一
／
郡
虎
彦
と
は
、
す
ぐ
れ

て
構
造
を
重
視
す
る
書
き
手
だ
っ
た
と
概
括
で
き
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
由
来
、

淵
源
と
し
て
の
能
、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
ォ
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、
イ
プ
セ
ン
等
々

の
海
外
文
学
の
摂
取
・
受
容
の
問
題
を
含
め
、
詳
細
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し

た
い
。「

父
と
母
」
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
ど
の
よ
う
に
演
じ
る
か
。
一
口
に
言
え

ば
、
一
二
棟
み
、
三
つ
巴
に
な
っ
た
中
心
に
渦
巻
く
グ
気
μ

を
読
み
取
り
、
演
じ

る
と
い
う
よ
り
ほ
か
あ
る
ま
い
。
「
父
と
母
」
が
萱
野
二
十
一
の
最
高
の
作
で
あ

る
と
評
価
す
れ
ば
異
論
も
出
ょ
う
が
、
司
。
『
与
野
。
国
内
ロ
ユ
の
天
分
と
可
能
性
を
密

か
に
、
し
か
し
豊
か
に
怪
胎
し
、
蔵
し
、
産
み
出
さ
ん
と
す
る

d
F
に
充
ち

た
実
験
的
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
は
烏
敵
で
き
る
と
思
う
。

「
再
々
評
価
」
（
一
八
）
の
侠
た
れ
る
作
で
あ
る
。

註
（
一
）
内
田
魯
庵
「
選
評
」
（
『
太
陽
』
一
九
一

O
年
一
一
月
）

つ
二
た
と
え
ば
、
翻
訳
劇
を
推
奨
し
た
小
山
内
薫
は
、
日
本
の
既
成
作
家
の
創
作
か
ら
は

演
出
欲
を
そ
そ
ら
れ
な
い
旨
を
講
演
し
、
菊
池
寛
か
ら
反
発
さ
れ
て
い
る
。
。
。
身

同

VE
－Eロ
「
大
正
戯
曲
の
再
検
討
」
（
川
本
階
嗣
・
上
垣
外
憲
一
一
編
『
一
九
二
0
年
代
東
ア

ジ
ア
の
文
化
交
流
』
恩
文
閣
出
版
、
一
一
O
一
O
年
三
月
）
参
照
。
も
と
よ
り
当
時
と
い

え
ど
も
例
外
的
な
傑
作
は
い
く
つ
も
あ
る
は
ず
だ
し
、
一
概
に
は
括
れ
な
い
部
分
も
あ

る
だ
ろ
う
か
ら
、
個
々
の
戯
曲
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

（
三
）
初
出
で
は
「
た
と
へ
ま
た
ほ
ん
と
の
兄
妹
に
し
た
と
こ
ろ
で
」
と
「
親
子
だ
っ
て
兄

妹
だ
っ
て
」
の
二
箇
所
が
伏
せ
字
と
な
っ
て
い
る
。
検
閲
者
は
近
親
相
姦
と
い
う
禁
忌

へ
の
侵
犯
を
鋭
く
嘆
ぎ
分
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
四
）
月
旦
子
「
八
月
の
文
芸
（
八
）
」
（
『
時
事
新
報
』
一
九
一
一
年
八
月
）

（
主
）
無
署
名
「
八
月
の
創
作
（
一
）
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
一
一
年
八
凡
八
日
）

oo 
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（
六
）
巳
の
字
「
八
月
の
小
説
と
戯
曲
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
一
一
年
八
月
一
五
日
）

（
七
）
生
田
蝶
介
「
小
説
と
戯
曲
（
八
月
）
」
（
『
白
樺
』
一
九
一
一
年
九
月
）

（
八
）
無
署
名
「
八
月
の
小
説
と
劇
」
（
『
コ
一
回
文
学
』
一
九
一
一
年
九
月
）

（
九
）
川
村
花
菱
「
八
月
の
新
脚
本
」
（
『
歌
舞
伎
』
一
九
一
一
年
九
月
）
強
調
は
原
文
。

（一

O
）
片
上
伸
「
新
月
月
評
（
中
）
」
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
一
年
八
月
一
六
日
）

（
一
一
）
紅
野
敏
郎
「
郡
虎
彦
白
樺
派
作
家
論
」
（
『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究

人
文
・
社
会
・
自
然
』
一
一
一
一
号
、
一
九
六
四
年
）

（
二
一
）
杉
山
正
樹
「
郡
虎
彦
の
世
界
」
（
『
悲
劇
喜
劇
』
一
九
八
九
年
九
月
）

（
一
三
）
杉
山
正
樹
『
郡
虎
彦
そ
の
夢
と
生
涯
』
（
山
百
波
書
店
、
一
九
八
七
年
八
月
）
は
、

イ
プ
セ
ン
の
『
幽
霊
』
の
影
響
に
つ
い
て
前
出
の
論
考
に
加
筆
し
、
「
全
体
の
構
成
を
綿

密
に
た
ど
れ
ば
明
ら
か
な
の
だ
が
、
た
と
え
ば
幕
切
れ
の
で
一
た
親
の
罪
の
結
果
が
結

び
あ
っ
た
ら
、
却
っ
て
又
堅
い
実
が
み
の
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
父
親
の
台
詞
ひ

と
つ
を
見
て
も
、
充
分
に
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
イ
プ
セ
ン
の
『
幽

霊
』
と
の
綿
密
な
比
較
は
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

（
一
四
）
本
多
秋
五
「
解
題
」
（
『
明
治
文
撃
全
集
沌
初
期
白
樺
派
文
祭
集
』
筑
摩
書
房
、
一

九
七
三
年
一
二
月
）
は
、
「
郡
虎
彦
は
、
志
賀
直
哉
と
文
学
上
の
好
み
を
異
に
し
て
い
た

ば
か
り
で
は
な
い
。
『
白
樺
』
派
の
な
か
で
異
質
の
才
能
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
る
。
宮

岸
泰
治
「
郡
虎
彦
！
ロ

1
7
へ
の
遡
行
」
（
『
悲
劇
喜
劇
』
一
九
八
九
年
九
月
）
も
、
「
当

時
全
盛
に
あ
っ
た
自
然
主
義
文
学
に
た
い
し
て
「
反
」
で
あ
っ
た
が
、
『
鉄
輪
』
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
社
会
道
徳
に
対
し
て
も
「
反
」
だ
っ
た
点
で
は
、
後
に
人
道
主
義
へ
と

移
行
す
る
白
樺
派
に
た
い
し
て
も
対
立
す
る
要
素
を
も
っ
て
い
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
一
五
）
本
多
秋
五
「
解
題
」
（
前
掲
）
参
照
。

（
二
ハ
）
加
藤
弘
一
『
石
川
淳
コ
ス
モ
ス
の
知
慧
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
二
月
）
第

一
章
の
初
出
は
「
コ
ス
モ
ス
の
知
慧
石
川
淳
論
」
（
『
群
像
』
一
九
八
二
年
六
月
）

（
一
七
）
松
本
和
也
「
郡
虎
彦
（
萱
野
二
十
二
の
出
発

l
「
松
山
一
家
」
を
中
心
に

l
」
（
『
園

語
圏
文
』
二

O
O七
年
九
月
）

（
一
八
）
拙
稿
「
評
価
・
再
評
価
・
再
々
評
価
ー
な
ぜ
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
な
の
か
1
」（『演

劇
に
お
け
る
ま
ち
な
か
と
大
学
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
報
告
書
「
学

生
が
企
画
し
た
魅
力
的
・
独
創
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
，

M
」
萱
野
二
十
一
作
『
父
と
母
』
』

（二

O
一
五
年
二
月
）
）
参
照
。

付
記
断
り
な
き
引
用
は
『
郡
虎
彦
全
集
』
（
創
元
社
、
一
九
三
六
年
六
月
）
に
拠
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
作
者
名
は
初
出
に
準
じ
た
。
引
用
は
原
則
と
し
て
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
、

ル
ピ
を
省
い
た
が
、
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
評
家
等
の
敬
称
は
略
し
た
。
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［
付
録
・
再
録
〕
拙
稿
「
評
価
・
再
評
価
・
再
々
評
価
！
な
ぜ
萱
野
二
十
一
／

郡
虎
彦
な
の
か
↓
5
5向。
E
E加
HZ
智
包
宮
加
え
叶
D
E｝昇。甲山口ユ」

な
ぜ
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦

U
S
E
－8穴ロユ（
E
S
E
E
Nむ
な
の
か
。

白
樺
派
と
い
う
名
前
は
、
文
学
史
の
教
科
書
に
は
必
ず
載
っ
て
い
る
。
そ
し

て
武
者
小
路
実
篤
、
士
山
賀
直
哉
、
有
島
武
郎
、
里
見
弾
と
い
っ
た
耳
な
じ
み
の

あ
る
名
前
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
、
そ
れ
こ
そ
微
に
入
り
細
を
穿
つ

よ
う
に
し
て
、
縦
横
無
尽
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

よ
う
な
活
況
に
反
し
て
、
雑
誌
『
白
樺
』
に
最
年
少
の
二
十
一
歳
で
参
加
し
、

国
際
的
に
賞
賛
さ
れ
も
し
た
一
人
の
劇
作
家
に
つ
い
て
は
I
1
1結
論
的
に
は
、

あ
ま
り
に
早
く
生
ま
れ
過
ぎ
、
あ
ま
り
に
早
く
亡
く
な
り
す
ぎ
た
た
め
と
言
う

よ
り
な
か
ろ
う
が
｜
｜
日
本
に
お
い
て
は
研
究
・
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
極
端
に

砂
な
く
、
あ
ま
り
に
も
さ
び
し
い
状
況
に
置
か
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
こ
れ
は
一

つ
に
は
演
劇
を
軽
視
し
、
も
う
一
つ
に
は
比
較
文
学
の
視
点
を
軽
ん
じ
て
き
た

可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
文
学
史
家
の
怠
慢
で
あ
る
と
言
っ
て
差
し
支

え
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
劇
作
家
の
、
名
を
萱
野
二
十
一
と
呼
ぶ
か
、
郡
虎

彦
と
呼
ぶ
か
、
は
た
ま
た

J
F
E
E
－E
白
区
と
横
文
字
に
す
る
か
は
と
も
か
く
、

小
説
・
戯
曲
・
翻
訳
・
批
評
の
す
べ
て
が
、
も
っ
と
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
英
文
で
戯
曲
を
発
表
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
イ
タ
リ
ア
語
に

も
翻
訳
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
や
ト
ロ
ン
ト
で
上
演
さ
れ
て
き
た
演
劇
に
つ
い
て
は

と
り
わ
け
、
日
本
語
に
よ
る
か
、
外
国
語
に
よ
る
か
の
選
択
は
さ
て
お
き
、
も

っ
と
積
極
的
に
上
演
が
試
み
ら
れ
て
い
い
。
［
限
定
二
一
百
部
の
『
郡
虎
彦
全
集
』
（
創
元

社
、
一
九
三
六
年
）
が
、
幸
い
な
こ
と
に
も
一
九
八
一
年
、
飯
塚
書
一
一
か
ら
復
刻
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
こ
こ
に
付
記
し
て
お
く
。
ま
た
、
彼
の
旧
蔵
書
が
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
参
考
ま
で
に
書
き
添
え
て
お
く
。
］

エ
ズ
ラ
・
バ
ウ
ン
ド

E
5
2
5
ι
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

B
・
イ
エ
イ
ツ
ヨ
E
Rロ

∞g
－2
5
5
と
い
っ
た
世
界
的
な
文
学
者
に
霊
感
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
で
は
長
ら
く
看
過
さ
れ
つ
や
つ
け
て
き
た
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
。
こ
の
逸

材
が
再
評
価
さ
れ
る
の
は
、
時
代
を
遥
か
に
下
っ
て
『
近
代
能
楽
集
』
の
作
者

の
登
場
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
武
者
小
路
実
篤
を
し
て
「
郡
虎
彦

の
再
来
」
と
言
わ
し
め
た
『
近
代
能
楽
集
』
の
作
者
、
す
な
わ
ち
三
島
由
紀
夫

は
、
同
じ
学
習
院
の
大
先
輩
で
あ
っ
た
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
か
ら
非
常
に
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
『
近
代
能
楽
集
』
の
成
立
に
の
み
か

か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
平
山
城
児
が
『
ダ
ヌ
ン
ツ
イ
オ
と
日
本
近
代
文

学
』
（
試
論
社
、
二
O
二
年
）
な
ど
で
繰
り
返
し
指
摘
す
る
と
お
り
、
一
二
島
由
紀

夫
が
人
知
れ
ず
傾
倒
し
て
い
た
G
・
ダ
ヌ
ン
ツ
イ
オ
C
与
号
芯

U
－〉

S
E
R
－Dの

受
容
と
い
う
テ
l
マ
と
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
士
一
品
由
紀
夫
に
と
っ
て
、

萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
と
い
う
先
駆
者
が
い
か
に
偉
大
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
一
二
島
由
紀
夫
研
究
に
と
っ
て
重
大
な
テ
ー
マ
で
あ
る

左
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
レ
ヴ
ェ
ル
と
は
ま
た
別
に
、
萱
野
二
十
一
／
郡

虎
彦
の
文
学
に
と
っ
て
、
三
一
島
由
紀
夫
に
よ
る
再
評
価
が
は
た
し
て
妥
当
な
も

の
で
あ
っ
た
か
｜
！
「
幸
い
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
ふ
う
に
も
言
い
換
え
て
お

き
た
い
ー
ー
と
の
反
転
し
た
間
い
を
一
度
、
き
ち
ん
と
検
証
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
と
私
は
診
る
。
と
い
う
の
も
、
一
二
島
由
紀
夫
が
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
を

再
評
価
す
る
の
は
、
や
や
穿
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
島
自
身
の
評
価
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を
崇
主
同
化
す
る
た
め
、
白
ら
の
名
声
を
不
動
の
も
の
に
す
る
た
め
だ
ろ
う
、
と

の
疑
い
が
拭
え
ず
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
セ
ル
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

の
身
振
り
が
障
る
、
よ
り
理
論
的
に
言
い
換
え
れ
ば
、
「
父
殺
し
」
（
フ
ロ
イ
ト
）

の
色
が
濃
す
ぎ
る
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
『
影
響
の
不
安
』
の
著
者
で
あ
る
ハ

ロ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム
Z
R
D
｝
且
即
日
。
。
自
に
よ
れ
ば
、
遅
れ
て
き
た
詩
人
は
、
偉
大

な
る
先
駆
者
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
、
最
終
的
に
は
先
駆
者
か
ら
影
響
さ
れ
た

痕
跡
を
消
去
す
る
と
い
う
。
も
し
そ
う
だ
し
と
す
る
な
ら
、
一
二
島
由
紀
夫
の
評
価

を
即
、
客
観
的
な
評
価
と
見
な
す
こ
と
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
危
険
が
伴
う
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
相
応
に
こ
の
陥
穿
に
警
戒
し
て
か
か

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
困
っ
た
こ
と

に
、
多
く
の
論
客
は
、
三
島
由
紀
夫
の
仕
掛
け
た
良
に
や
す
や
す
と
ひ
っ
か
か

っ
て
し
ま
う
。
三
島
由
紀
夫
の
言
説
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
吉
田
精
一
や
ド
ナ

ル
ド
・
キ
l
ン
以
下
、
有
力
な
文
学
史
家
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
そ
の
過
ち

を
無
批
判
に
反
復
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
す
ぐ
れ

た
評
伝
で
あ
る
『
郡
虎
彦
ー
そ
の
夢
と
生
涯
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
の
著
者
・

杉
山
正
樹
、
あ
る
い
は
画
期
的
な
文
学
史
で
あ
る
『
能
と
近
代
文
学
』
（
平
凡
社
、

s
g
年
）
の
書
き
手
・
増
田
正
造
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
例
外
で
な
い
。
繰
り

返
す
が
、
遡
及
的
に
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
を
探
ろ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
萱
野

二
十
一
／
郡
虎
彦
を
救
他
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

端
的
に
言
っ
て
、
今
日
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
切
断
（
解
除
）
で
あ
る
。

萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
の
文
学
を
、
い
わ
ゆ
る
「
白
樺
派
」
と
い
う
枠
組
み
か

ら
解
放
し
、
例
の
「
三
島
由
紀
夫
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
媒
介
す
る
こ
と
も

な
く
、
い
や
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
喚
起
力
の
大
き
な
名
前
か
ら
は
そ
れ
な

り
に
距
離
を
置
い
た
上
で
再
々
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め

の
道
筋
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
先
入
観
な
く
、
菅
平
野
二
十
一
／
／
郡

虎
彦
の
テ
ク
ス
ト
と
直
に
対
峠
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
新
し
い
視
角
か
ら
照

明
を
当
て
る
試
み
が
待
た
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
考
古
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、

す
な
わ
ち
、
発
表
さ
れ
た
当
時
の
文
脈
に
差
し
戻
し
て
再
審
す
る
こ
と
で
あ
る
。

後
者
に
よ
れ
ば
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
が
、
少
な
く

と
も
同
時
代
に
お
い
て
は
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
評
価
さ
れ

ず
に
冷
遇
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
が
分
か
り
か
け
て
く
る
は
ず
だ
。

萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
文
学
史
で
反

復
さ
れ
て
き
た
常
套
句
自
体
、
わ
れ
わ
れ
の
思
い
込
み
、
よ
り
正
確
に
き
守
え
ば

「
創
ら
れ
た
伝
統
」
（
ボ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
）
、
後
付
け
の
虚
構
で
あ
っ
た
可
能
性
す
ら

浮
上
し
て
く
る
の
だ
。

た
と
え
ば
、
『
時
事
新
報
』
の
批
評
を
精
査
し
た
池
内
輝
雄
『
時
事
新
報
目
録

文
芸
篇
大
正
期
』
（
八
木
書
店
、
二
O
O
四
年
）
に
よ
る
と
、
「
明
治
四
十
四
年
度
を

概
括
的
に
と
ら
え
る
な
ら
、
こ
の
年
度
に
最
も
好
評
を
博
し
た
の
は
萱
野
二
十

一
の
戯
曲
作
品
で
、
つ
づ
い
て
志
賀
直
哉
、
正
毅
町
公
和
、
里
見
葬
「
有
島
生

馬
ら
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
謄
目
す
べ
き
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
年
）
に
好
評
を
博
し
た
萱
野

二
十
一
の
戯
曲
作
品
と
は
、
「
鉄
輪
」
（
『
ス
バ
ル
』

2
月
）
「
清
姫
」
（
『
ス
バ
ル
』

6

月
）
「
父
と
母
」
（
『
三
岡
山
文
学
』

8
月
）
「
タ
マ
ル
の
死
」
（
『
白
樺
』

9
月
）
で
あ
る
。

今
日
で
は
能
楽
を
ア
ダ
プ
ト
し
た
も
の
ば
か
り
が
再
評
価
さ
れ
る
き
ら
い
が

あ
る
が
、
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
を
再
々
評
価
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
も
の
ば
か
り
を
と
り
あ
げ
る
偏
り
、
歪
み
に
つ
い
て
も
是
正
す
る

、Iム
O
凸



必
要
が
あ
る
。

今
回
、
富
山
大
学
人
文
学
部
の
比
較
文
化
研
究
室
が
、
果
敢
に
も
「
父
と
母
」

の
富
山
初
演
に
挑
も
う
と
し
て
い
る
。
非
常
に
意
欲
的
か
つ
意
義
あ
る
試
み
と

し
て
、
大
い
に
歓
迎
し
た
い
。
森
鴎
外
の
い
わ
ば
お
墨
付
き
を
得
て
デ
ビ
ュ
ー

し
た
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
十
年
近
く
に
わ

た
り
、
森
鴎
外
の
戯
曲
を
復
刻
上
演
し
続
け
て
き
た
同
研
究
室
に
と
っ
て
も
財

産
と
な
る
だ
ろ
う
。

金
子
幸
代
『
鴎
外
と
近
代
劇
』
（
大
東
出
版
社
、
二
O
二
年
）
は
、
『
ス
バ
ル
』

の
創
刊
号
に
森
鴎
外
が
戯
曲
「
プ
ル
ム
ウ
ラ
」
を
発
表
し
た
こ
と
か
ら
、
後
進

の
木
下
杢
太
郎
、
吉
井
勇
、
与
謝
野
晶
子
ら
が
戯
曲
に
手
を
染
め
る
よ
う
に
な

っ
た
と
の
構
図
を
提
示
し
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
『
三
回
文
学
』

に
つ
い
て
も
き
問
え
る
わ
け
で
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
の

誕
生
も
ま
た
、
狭
義
の
白
樺
派
と
い
う
見
方
だ
け
で
は
十
分
に
捉
え
き
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。
森
鴎
外
が
敷
い
た
軌
道
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
萱
野
二
十
一
／

郡
虎
彦
の
誕
生
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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と
も
あ
れ
、
こ
の
上
演
が
萱
野
二
十
一
／
郡
虎
彦
の
再
々
評
価
に
つ
な
が
る

こ
と
を
希
っ
て
や
ま
な
い
。

付
毘
本
稿
は
二
O
一
五
年
二
月
一
一
日
、
フ
オ
ル
ツ
ア
総
曲
輸
ラ
イ
ブ
ホ
l
ル
で
行
わ
れ

た
劇
団
富
山
大
学
比
較
文
学
第

m回
記
念
公
演
「
父
と
母
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
演
劇
に
お
け
る

ま
ち
な
か
と
大
学
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
報
告
書
「
学
生
が
企
画
し
た
魅

力
的
・
独
創
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
，
U
」
萱
野
二
十
一
作
『
父
と
母
』
』
に
寄
せ
た
文
章
の

全
文
で
あ
る
。



H
編
集
後
記
H

富
大
比
較
文
学
第
七
号
に
は
、
二

O
三
二
年
度
卒
業
生
の
荻
村
成
昭
さ
ん
、
表

千
尋
さ
ん
、
高
藤
実
代
さ
ん
、
利
長
明
日
海
さ
ん
、
青
井
詩
織
さ
ん
の
論
文
を

掲
載
す
る
こ
と
に
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
様
で
劇
団
比
較
文
学
の
方
も
、
記
念
す
べ
き
第
十
回
の
上
演
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
、
今
年
は
萱
野
ニ
十
一
の
「
父
と
母
」
を
街
中
に
あ
る
フ
オ
ル

ツ
ア
総
曲
輸
の
ラ
イ
ブ
ホ
l
ル
で
上
演
し
ま
し
た
。
こ
の
上
演
は
、
「
学
生
が
企

画
し
た
魅
力
的
・
独
創
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

U
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
学
生
逮

は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
萱
野
ニ
十
一
の
独
特
な

世
界
観
を
再
現
し
ま
し
た
。
卒
業
生
も
観
劇
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
演
劇
の
上
演
に
よ
っ
て
、
ま
ち
な
か
と
富
山
大
学
比
較
文
化

の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。「

富
大
比
較
文
学
」
第
七
集
が
研
究
面
で
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
深
め
る
一

助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
今
後
の
発
展
に
向
け
て
、
さ
ら
に
精

進
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
批
評
を
ぜ
ひ
富
大
比
較
文
学
会

に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
小
堀
麻
実
／
庚
川
歩
実
）

富

山

大

学

比

較

文

学

会

会

則

第
一
条
こ
の
会
は
富
山
大
学
比
較
文
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
富
山
大
学
人
文

学
部
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
室
（
富
山
県
富
山
市
五
福
一
三
九

O
）

に
置
く
。

第
二
条
こ
の
会
は
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
二
条
こ
の
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

－
研
究
発
表
会
、
公
開
講
演
会
な
ど
の
開
催
。

2

機
関
誌
、
会
報
な
ど
の
刊
行

3

そ
の
他
、
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

項。

第
四
条
こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
富
山
大
学
比
較
文
学
・
比
較
文
化

の
教
員
お
よ
び
在
学
生
、
院
生
、
卒
業
生
、
修
了
生
を
も
っ
て
会
員
と

す
る
。
こ
の
他
、
こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
を
も
っ
て

会
員
と
す
る
。

第
五
条
前
条
の
会
員
は
一
般
会
員
お
よ
び
維
持
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
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富
大
比
較
文
学
第
七
集

二
O
一
四
年
十
二
月
十
二
日
発
行

編
集
人
富
大
学
比
較
文
学
会
編
集
委
員
会

発
行
人
富
山
大
学
比
較
文
学
会

代
表
金
子
幸
代

富
山
大
学
人
文
学
部
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
室

富
山
県
富
山
市
五
福
三
一
九

O

O
七
六
｜
四
四
五
｜
六
一
九
二
（
研
究
室

発
行
所

直
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